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真珠形成初期の顕微鏡的観察1*1)
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事

軟体動物の介泣や真珠の階i立については多くの研究があり，その形成機熔について論ぜられて

きたつまた介位再生についても:M.de VilIepoix (1890~ 1893)， Biedermann (1901， 1903)， 

Techow (1911)， Rassbach (1912)等によって研究され，再生時における介殻の生長機構につい

て観察している。アコヤガイ Pinctadamαrtensii (Dunker) を用いて養殖されている真珠はこれ

ら介殻の生長機構とは極を異にしており，貝の生嫡腺内に移矧された外とう膜片が変化して形成

された真珠袋のはたらきによって出来てくる。この初期の真珠形成についての研究はほとんどお

こなわれておらず，真珠袋形成に的随してふれているにすぎなL、。著者は介殻や真珠の形成機構

についての礎的問究として，初期における分泌物及び結品の成長について観察をおこなった。

ここに主として真珠袋形成過程における初期沈着物を結品学:LEHこ観察しヲ若干の考察を加えてそ

の概嬰を報告する。

この研究にあたり，終始懇切な指導を賜わった高山活犬所長，並びlこ本稿の周密なる校三]を〈

ださった三重県立大学水産学部渡部哲光先生に深謝する。なお組織標本作製に協力してくださっ

た当研究所町井~T日所員:こ謝意を表する。

材料及び方法

陣 三葉県英虞湾産の 3jド及び4年生のアコヤガイの生焔腺円に直径 6mmの石灰核を lf聞そう入

した。核入れ時期は 1955年9尽1日， 1956年 7月 9日，同 8月 1日及びi司9月 4日で各自それ

ぞれ 160倒高民について手術し，水面下約 2mの層に金網謹に入れてつるした。それらを手術後

毎日 5個体ずつ 1カ月の悶採取して，その表面を垂直投光管を使用して直接観察した。また電子

顕微鏡用標本は 2段レプリカ法によって作製した J

これと併行して各そう桜日に同じ大きさのパラフイン核を同部位に 1個宛そう入し、 2，4， 

6， 8， 9， 11及び 14日ごとに手術部を採取し， 10%ホルマリン緩衝液で固定し， [司後ノfラブ

イ/切片をつくり，エールリッヒ・ヘマトキシ 1)ンー…エオシン染色とハイデンハイン・アサン染

色を施し観察した。

ぷ KδziWada. Microscopic observations of cultured p巴ar1sat their early formation. With Engli3h 

summary， p. 173. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 3: 167-174. 1957. 

1) 国立庭球研究所業績 NO.25. (国立真珠研究所報告 3: 167-174. 昭和 32年 12月)

bos
長方形
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観 察

手術後，真珠袋が形成されて出荷物が核表面に現われ，aragol11teの結品成長が材料の採取l時

則の介殻点珠Itd表面のそれとi司じ;伏態!こなるまでの経過を7，8， 9の各月について観察してみる

と，大体次の通 りでゐった。

1) 7月 911に拡入れしたもの

手術後， 2 11自には叫に ピース*の IJ立飢餓悦びlこ結合組織に変化をととじている。核表面は部

分的iζ両信l治解されているが conchiolinや般物質の出石は木Tご認められない。 6L1から 911を

経過する と真珠袋十庄和11胞はほとんど完全に核を取りまいており，部分的に分泌物らしいものが

認められた。まによミ珠袋上皮細胞と核とのII'JIr.多数の遊定調11胞の集合しているものや，卵子及び

M子が流入したと思われる版本もゐった。この頃の絞表面を観察してみると 5日から 611 111こ

conchiolinとJLLわれる時限が部分的に凶訂し

ている 。 ま fこ附JÍ' r~ も認められ， 出\1 1\ した似

の表面はぬ担!前19'1{が判:しい。 911を経過する

と明らかにn.eldl・"iiJ{形成されており ，車内，'，，'.1)">

conchiolin Jf"iゐるいは絞表面!こ直後出析して

きている。-9!~、ものではこれら，'jj'， II\ してきた

結品が成長 して畝型!こ集合してきており ，}司i

分lζよってはl児lζステッブ型1;:)&1えしている

ところも観察合JLる(Fig，1)。 真珠袋はノζ

i本10日111こは完全lこ形成されて きており ，

11日から 161111の紘表面には球形の紡/1111が
Fig. 1 9 days after operation in ]uly. 

Showing the dendritic growth of aragonite 品出 している苅い conchiolinの肢が出打し

crystals on a nucleus. ベ270 てきていると乙ろや，乙れらの結J111lが制校状

lζ成長してrt良型やステップ型を呈していると乙ろなど，場所によって車，'u'，，'，の成長lζ非常に差が認

められる。乙のように多くのものは克珠伺が形成きれてきているが，核の表面全体に成以してい

るものは少く，部分的に形成主れているにす百ない。m1こ黒褐色の物質が沈着している部分[乙は

)，川、佐皮屑や稜位何が先述しており ，部分的に核表面 が帰山していて肉ill!されていると乙ろも

ゐる。 19日から 2511を経過すると只It/!，'jはほとんど核全体をお、って形成主れている。乙の

以珠lけを構成している aragoniteの結品は樹校状l乙成長して畝状あるいはステッフ状lζ集合して

おり，一部l乙平行な糸線悦慌がみられるが，ノミ体において不規則な悦慌を示すc しかしながら部

分的lζ氷fご桜表面がみられるものもある。 2711から 30円目には紡Jillは大部分ス テップ状1r.成長

しており，部分によって畝型もみられ，、|ι行な糸線脱様(こ成長しているものが多く ，禍，Mえある

いは|司心円状に成長しているものもある 。 ま 7こiJ，~禍色の物質がtt訂 している部分l乙は沢山の駿位

l門が成長し，その附近にみられる aragonite*'4，'，，'，は他の部分に比較して特異な成長をしているも

のが多いのこれ以1".11数が経過してくるとほとんど材料を採取した当時の介妓真珠府とI，tiじよう

な斜i品成長を示す。

除 外とうl供を小ri・にした もの。
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2) 8月1口!こ舷入れしたもの

手術後，2 flllにはピースの仁皮組織に変化を生じているが，まだ核の表面はほとんど変化が

なく，部分的に附打物が認められた。 5円から 81lを経過すると点珠袋はほとんど出来上ってい

る。乙れまでにでる 3日から 611を経過した骸の表面には部分的に薄い conchioJin脱が分泌さ

Fig. 2 6 days after operation in August. 
Showing the conchiolin membrane and 
crystals deposited on a surface of a nucleu.3. 
x 150 

れ，そのヒ!こ大小多数の果約状の分泌物がtt
~{i してきているのが認められる (Fig. 2)。

711から 911 1ヨには conchiolin1肢が-h'.1IY1

|庶民なり，乙れらの膜の上や11'1]rζ多数の球形

のがijillが散布している。 また~$分lζ よって

conchiolin膜の上に稜往と思われる結品が散

花して成長してきているのが観察できる。

12日から 14日11!c:.は核の表面に散布してい

たあiiill'd立制校状;ζ成長して畝型をなしている

ところや，日frζ、|ι行な3食料問様として成長し

ステッフ状lζ aragonite車内iJillのittJ.般が累積し

ている部分もゐる。また忠嗣色の物質が附石

してきており ，こ の部分には陵住!門が成長

してきている。 15 円から 20 日 11 頃になると大郎分のものは1'.~ef~円が形成されており，その表面

!とある aragoniteれli，'TI'dj:畝型からステップ型{乙成長 してきている。 しかしながらまだl班長模様は

不規llIJなところが多く部分的に、Ji.1jなものもみられる。 下術して 21Uから 25ハを経過すると

aragol1lte討1，'，，'，1;;):)((木においてステッフ状l乙成長して半行な条線脱様を示すが， I，向をH丈や同心円

;肢のものも観楽された。 一万思間色の物質の附おした部分を観察してみると怯位Wiが充述してき

てお り，乙れらの陵住!凶 lま蜂筒状 ・ 乳副伏 ・ 分割花状ゐるいは r~i紙状に成長している (Fig.3 ) 。

またその附近{ζは特兜な成長を している aragol1lte結品が多くの場合存在しており ，更?と綾柱

j凶の 1'.1ζfZ珠11ゴが形成されつ hゐるものも観察された。なお米fご!c:.部分的でなゐるが肢の表面が

Fig. 3 23 days after operation in August. 
Showing the pri.3matic 13.yer grown on the 
conchiolin layer. x 90 

Fig. 4 27 days after operation in August. 
Showing the growth pattern of aragonite 
crystals on a surface of a pearl. x 260 

出出しているものもゐるυ27円以上を経過すると材料採取|時期の介殻真珠回表面にあるそれと



170 国 立 真珠研 報告 昭和 32年

制似した結，1111，'.成長がみられる (Fig.4)。

3) 9月4FIIζ級人れしたもの

核人れ後， 2日日{乙ピースの トー皮組般に変化を生じ，5日から 9日目頃!こは真珠袋が完全に形

成されており，その形成速度においては 7，8月に比べて大差がみられなL、。核表面を観察して

みると，111から 2[11l!ζ附打物や分泌物と13われるものが既に認められる 3 11から 4日を経

過した頃には部分的に conchiolinが脱状にあるいは繊維状lζ成長 レ，そ乙lこ球形のtt石物がみ

Fig. 5 8 days after operation in S~ptember. 
Showing spherical crystals of CaCOJ deposited 
on conchiolin membrane or nucleus. x 90 

Fig. 6 10 days after operation in September. 
Showing fibrous conchiolin and calcium carbonate 
crystals grown on a surface of a nucleus. X 90 

られるものもゐる内811から 13IJ目にはこれら限状ゐるいは繊維状の conchiolinの上や問に球

形や六角形の結晶が日出しており (Fig.5， 6)， 結JTiが郎分lζよって未Tご散在している状態のと

ころ，樹校状畝型に成長し一面にひろがってきているところや，ステッフ'型への成長[こ変り つh

Fig. 7 13 days after operatio'n in Septem-
ber， Showing the aggregates of araognite 
crystals developed in step. X 270 

ゐると乙ろなどがゐるが， ま?ごJJ，~l三tS1様は不

明|僚である (Fig.7)。まに核の表面が部分的

l乙誠IUしているものもある。1511から23日

を経過す る頃には紘表面に散在していた

aragonite ，*1'i 111111は大休においてII玖型からステ

ップ型に成長してちており，平行な条線制緩

l乙成以している部分もゐるが，不規則な松i脱

が多くみられる。その後28R頃には aragonite

結品の薄板がステッ ブ状に累積 し、I~行な脱僚

に成長して介妓点13kWi表面のそれとほ'>"1巧様

なおii品成長状態を示すが，渦巻;伏や同心円状

の.fNエは少L、。

考 察

点氏袋の形成過引については KawakamiJ)(1953)，青木幻 (1956)，町井 ・中原3)(1957)等によ

って観察され，その形成速度は水田と符接!こ関係している事が明らかにされている。RIJ井等S) は
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月別の真珠袋形成速度を観察して水温が 15，，-， 300Cの間では水温の高L、時ほど真珠袋が早く形

成され，また核面への沈者物が認められるのも早い傾向にある事を報告した。青木2) は秋の水漏

約 22
0

Cのとき手術して真珠袋が手術後 15~ 19日で形成される事及び真珠袋が完戒される前に

も分応機能の変化を起した所から部分的な分泌がみられ，絞全体lこ有機買が分泌されるのは21日

目，真珠物質の沈着は 2513日で初めて観察された事を報告している。今回観察した真珠袋の形

成速度と沈着物との関係についてみると 7，8， 9月を通じて月別の速度差よりも倒体差の万がk

きし真珠袋は各月とも手術後 6，，-，12日日頃(こは完全に形成されているつ -方，核表面に沈荷物

が認められ始めるのは月によって多少のはみられるが手術後 3，，-， 6日日頃からで， 9，，-，13 F-lを

経過する頃には真珠樹や稜柱屑が形成されてくる。その後採取時期の介殻真珠樹表面と類似した

結品集冷状態になるのは 7月のもので約 1カ月， 8う9月のもので 27U以上ふを経過したものであ

るつしかしながら手術後 25日以上々経過したものでも未だに伎の表面が露出している部分が認

められるものもあり ，i記者状態は個体によって異なるだけでなく同一個体でも部分によって非常

に異なる。このように真珠形成過程において向井3) 等も観察している立11<"移摘された外とう膜

片が真珠袋を形成する速度は個体主が大きし少なくともこの 3ヵ月間]では丹による主了はあまり

認められなL、。一方，分泌物の沈着状態も{間体によってうま fこ同 a 個体でも部分によって差が大

でゐるが， 7月に比較して 8，9月の万が全体的にみて多少早く，特lこ真珠腐の形成についてこ

のような傾向がみられる。 この事は 7月に手術したものが 8ヲ 9月に至り急速に真珠屑を巻いて

くる事でもうかヨえる。高槻4) (1949)はカキの生長について論じ，夏になると介殻の生成は顕

著でゐるが生焔素の生成がi圧盛のため一時的に低下する。また産卵盛期lこ入れば生殖素の充満に

依って体重は著しく噌加するが，介殻の生成は*IJって低下すると述べているつ渡部5) (1952)は

6，，-， 7月にかけて水温の割に真珠質分泌量が少ない事を指摘し，その原悶として水温や比重の外

に産卵及び放精のための代謝機能が盛んなため他の機詑が制約され，真珠質の分泌議が少なくな

ると推察している。このように真珠層の形成速度に多少の去が認められるのはこの 3ヵ月間の

水温*の変動とみくらべて， [Crlこ水漏によって影響されるだけでなく，手術前及びその後の養納

期間中の個体の生理状態，そう入された外とう膜片の状態及び漁場のよ七草等が真珠袋の形成速度

に遅i去を生ぜしめると同時にその分泌状態に大きく影響を及ぼすためと考えられる。

真珠形成日告にt記者してくる分泌物についてう Kawakami6
) (1952)は先ず核面に殻皮層，次に控

柱層，真珠!留の!噴で形成されてくると述べている。また若者7) は電子顕微鏡によって真珠の断面

酔 特に肢と真珠腐との境を観察して，多くの場合に厚い殻皮層を認めたが，かならずしも稜柱層は

在せず，時には厚い殻皮膚もf訂正せずに直接核面に aragomteの結晶が沈着してきている事を

指摘した。一万，青木8) (1957)は真珠にシミや実起の出来る朕悶について遊離した細胞の集積

が殻皮質の被着される以前にすでにみられ，恐らく組織中の遊走細抱が真珠袋の形成される前ゐ

るいは形成された真珠袋細胞の間を通って核面にil1て集積されたものであると報i与している。

[111の観察によると，核の表面に殻皮層が分泌せられその上に球形あるいは六角形の結品が成長し

てくるがう殻皮腐は核全体lこ一様に分泌されず部分によって異なり全く出着のみられなL、所もあ

る。また真珠形成初期には真珠袋自体から分泌されてくる沈着物と青木3) が指摘しているように

真珠袋が完全に形成される前あるいは後に真珠袋上皮と骸面との間に外部より流入または侵入し

が 観察に使用した材料を霊下した!替の 7，8， 9の3カ月間の水j院は国立真珠研報告 2，110頁p 第 2表

(11lJ井・中原)を参照されたい。
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沈お してくる附行物と の2iD1りが観察11¥来る 3 これら外部から人った細胞や組織が先!こ核表面!ζ

附訂することが，後lこFJぃ;没!立IPIゃ陵{t1f'1の分泌をうながし，いわゆるシミゃうで起と なってく

る。以j二のように附打物の上[こは厚いj政状ゐるいは繊維状の位皮l凶が成以lノて，その上[ζ段位!臼

が形成;:.;!"tてく るが，これ以外のf局所にも綾住居が形成される事が版々ゐる。また殻皮!凶上に

aragoniteの紡 /1111が沈11成ムえ したり ，11寺には核表面にUJ接結日Iが沈行成長 して真珠を形成してい

くなど先の観察と一致するc

i度部川(1955)ほ冬i似からj，'J:dfl!したばかりの貝から探取した点珠の表面の ar昭onite車内JIlllを観

察して，新たに出おした付iぷ111ま成i乏して畝砲に集合し遂にはステップ型lこ成長していく引を観察

した。前:古川(1957)は生活)Jの長えたHが再び生活力をIhl似してきているH与のその貝の介位貞-

ft:回表面 Lの新品成長も l， iJf.;ßて'ゐる引を riQ淡した。 Tl~形成の極く 初期，すなわち外とう』眼3史;片と

一緒[にζ生生.仰航'[リ!腺内{に乙そう入され?たこ{肱ゑの表面をお〉つて真t1河、袋カが3形j成」点Rされ a訂Tf日暗l屯gon、吋巾i江巾t旬e の乱ず結山叩1qh引ÎI刊t/品~

上長毛して」点土え~.e珠l伝;を形成すす一る J以弘f介T ， まず部分的にれIi

品作用が起り，核表面ゐるいはl見!こ分泌され

た佐皮rr1J'.に小さな球形の~，'I ，'II" として散 (1: し

てくる。91'ζiXJi成長して隣接した*，1[，'11'，(立'1:
l乙常心 し制以 i伏畝型1乙成民 して一枚のr'Hj~li'・1

が形成される。 乙のようにして aragol11teの

一枚の碍板が形成され累引されていく|氏そ

の薄板7')':*tご完全な一枚のhγ!としてj点以 しな

いうちにそのじに次の何の*/1"11"が次々に出1'1
してステップ担の成長!こ変ったり，ゐるいは

11i結品の伝位成長のようにしてステッフ却に

成長してL、く 。 乙の|詑初めの頃の成長悦i様は

不明瞭でゐるが，乙れがイ'';JshlHリな脱獄となり

次第に平行な悦様や渦巻状あるいは同心円:1)¥

の棋様lζ成長していく 9)。 またそう入した核

の表面が!必.々 惚色l!溶解されている (Fig.8)。

このように次々に aragoniteの鱗片状の祢阪

が形成され，時阪と;み板とのIl'，J(こconchiolin

が侠り，交Idζ累杭 して形成された:n~の表

面には累脱した aragonite 待板の周縁1~1が以

tllして極々の成長慎様がみられる。 9) :0) ") 

Fig. 8 Electron micrograph showing 
etch pits on a surface of a nucleus. 

更t己主~~の形成初期 lこは色々な附着物や分泌物がみられ， _p;:しく有機物質が多く観採される。

このような状態のι|二qと1';;'.111して成長してきている aragonite結品は兵隊形成初期以後lとみられる

結品lζ比較して結品の形や大きちが非日lζ 異なり， aragonite結/吊のラ セン転{立川 (scτew 

dislocation) も比較的!と多く観察されるがこれらの結品成長については後に報告する。

また葉、制色の部分Iζ発述 している稜柱府は騒々なる形状を呈しているが，乙れほ稜柱凶の成長

段階?とよる形態の変化であるか，あるいは拙JEの上から怯柱周が数屈に区別できるか!とついては

今後の研究として進める 。
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摘要

1) アコヤガイ P.martensiiの真珠袋形成にともなう核面への沈着物及び結品の成長棋隊につ

いて 7，8， 9月の各jeJiこ核入れ手術をおこなって観察した。

2) 会月とも手術後 3"， 6日日に沈物が認められ， 9"，  13日を経過する頃には真珠慣や稜

柱!習が成長してくる。

3) 真珠屈の形成速は 7月が 8，9月に比べて多少遅いようでゐる。

4) 真珠形成初期にみられる沈着物には真妹袋上皮細胞の分泌によるものとう真珠袋外部より

授入したものとの 2通りがある。

5) 真珠袋外部から入った有機物が核表面lこ附若すると，そのいこ厚い殻!支胞が分泌され，次

に陵性脳が形成されてシミや突起の!良国となる。

6) 真珠形成初期において，先ず殻皮尉が核表面に部分的にtL着しその jてあるいは核の表面に

i白接結/吊が沈着してくる。これらの結日!ば倒枝状fll次空白に成長し遂には平行，渦巻状ゐるいは同心

円状の隙様となりステッブ~"J(こ成長する。

わ そう入された肢の表面は部分的に儲蝕溶解されている。

Summary 

Surfaces of nuclei which were inserted into the gonad of the J apanese pearl oyster Pinctada 

martensii (Dunker) were observed during various stages of pearl-sac formation in July to September 

with light and electron microscope to study growth patterns and deposition of other materials. 

1) In 3 to 6 days after operation materials secreted from the pearl司 sacwere deposited 

partially on the surface of the nucleus. 

2) The rate of pearl formation seemed a little slower in July than in August and September. 

3) There were two kinds of materials deposited on the surface of the nucleus at an early 

stage of pearl formation ; the one was secreted from the epithelium of the pearl-sac， and the other 

not originated from the epithelium and happened to come on the nucleus. 

4) Prismatic layer developed covering organic substances which had come on the surface of 

the nuc!eus from outside of the pearl-sac. Deve!opment of nacreous layer followed that of the 

prismatic layer. 

5) At an early stage of pearl formation spherical crystals deposited directly on the nucleus， 

or on conchiolin. The conchiolin did not cover the whole surface of the nucleus. 

6) The crystals developed in dendritic growth and formed a single layer. The layer was 

composed of many branches having the appearance of ridges， which later would change into 

parallel， spira! and concentric steps. 

7i Nuclei were found eroded in the regions which were not enveloped by the pearl-sac. 
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自記分光光度計による真珠の色の測定率1)

樫 田 保 夫

国立 !I~ 珠研究所

分光光Ei:引による点珠の色の測定は，あiπll〉，内田 .17;来 ・平井;2)，3){ζよってその基i礎的研究が

報告されている む よ~~と(ζ光を吋て h観察すると実態色と球面反射光斑がみられるが，実態色は主

としてJ_'U1C門中氏仔([する有機色素によるものと惟定され，球面反射光斑はd，fl獄門を形成lノてい

る物質の結ilMil'i造 l乙原因するものと考えられる。 rl~の品質の良否の鑑定は，通常その色， 光

沢，形状，しみ(有機物等のttおによる部分的指色) Ŝ;{，-よって定められるもので，従来の商取

引では熟M!Iζよるいわゆる、助砂のみによって諒合的価値判!万[がなされ，特l乙色においては実態

色より来る感じで'I~IJ別されているようでゐり ，その平むとは鍛定家の主観l乙左右 3 れることが著し

い現状でゐる。その意味において真珠・の摂IJ色を分光光度計などを用いて行L、，その品質を治:観的

lζ判定することは，特!と必.~でゐるばかりでなしまに点珠の加工時!とおける珠の色の変化の迫

第 1凶 RC.I型向，l己色彩測定総の外観

場 YasuoSawada. Spectrophotometric measurement of the tint of pearls. Bull. Natl. Pearl Res. 

Lab. 3: li5-182. 1957. 

1) 国立実珠研究所業fl~ No. 25. (国立r!I*研究所報告 3:175ー182昭和32年12月)
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究等の応用方面:こもこの測定は!よく利用出来る。

真珠の白の測定lこ白記色彩測定器を用いることは，E況に内出等によって基{礎的研究がなされ，

真珠測色に適するように機械の改造が行われて来たが，著者ーはこの機械を用t，て実際真珠の鐙別

を行う時に生ずる誤玉三について検討し，あわせて浜揚真珠の加工(真珠、を約 2%円外の H~ O2 

を含む水溶液に浸してj票日し，染色をほどこして製fhVにする操作)の際に起る色調の変化につい

てしらべたのでこ、[こ報刊することとした。

ぞ主報研珠真立国176 

土
品

測定に使用した白記分光光度計は，第 1図及び 2[却に示した構造を有するものであるがう真

珠測色用に特:こ改良会れた点は，光東縮少用光学系を光路分離複レンスと透過試料室の間にそう

方験実
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入[ハこれによってば射ヰ;測定面における光束の直径が標準の 24mmより 9mmに柏少してゐ

ることである c 史にえにウオラストン・ブワズムの前に 3障の光東絞を入れられるように改造さ

れている c この光東新j少用光学系と光東絞ら組合せによって得られる反射率測定面における光東

は5T:;1表に示してゐる如く 9mmより 3.5mm迄 4段階にi1f/u節出来る。

叉試作lの真珠ぞと反射ネ測定商に(刷、1するための円1授は，ュ汗古が改良して出4関心如きものを製

作し3 む:[1粘土を用いて真r~( を固定し?こっ

向円出等の研究において真珠の測白に対して，視覚印象に近づけるために MgO煤の Back

groundでfi.射率を求めると測色値が三色色度計による測色値と一致することが明かとされてい

るので，者の実験もすべて， MgO 煤の ß~ck groundを用いて行うことにし了こ。

第 2図



ll! れ回 一 1:1Bc分Je光f主計ーによる真珠の色の測定

各種〉も来絞を使用したfI寺の反身、j不測定商ヒlこ

おける光来の直径

シ S

第 l表

12月

f:l 

9mm 

3.5 

fコ

15.5mm  

f1 

18mm 

無

24mm 修 f~ 光栄

光栄縦i少用光
'F系を使用したとき

5.5 7 9 

。
じ二二コヒ二二三

試料保;寺IIJiN第 4図

9 
Yé~ミ絞 dの(痕 (mm)

f1=1lふん=9.5，らここ7

「ユ
第 3凶

真珠の鈍色時に生ずる誤主の検討

イ段に真J去の色を判定する際:こ生ずる

大きな原凶と:湾えられるものにう真珠がi;l~古 lこ完

全な球形でないことにより生ずる光東面と真珠

の測定面との関係及び表面の色斑より起る

が考えられる。以下これらの原因によって実際

の測定にどの程度の影響があるかについて検討

してみ?こ。

(1) 試件取附状態による測定結果の変動

この機械の自記記録による測定結果の再現性

は非常に良好でゐり，市lこ反射ネが 0.5%以内

ありこの点はFhんど問題ではない。叉

試料を取附けた際の試料と話料面の光東との関

係は，注意して試料と光来が同心円 l二lこ来る

ように1x附ければ， 殆んど 0.5%内外の誤差で

おさえられる。第S図は!司一試料について 1聞

の測定が終る毎に試件を少し移動させ，再び前

回の測定佼置に;'iい状態に戻して来て測定し，

これを 3回線返して行った結果で、ゐる。
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試料の取附状態による測定結果の変動f'fi5図



(2 ) 試料lこヨる光*の大きさら影響

真珠の色の測定{こ際し，試料面 lこ当る光栄と真珠の大きさがl三ゾ同ーであれば理想肌:でゐる

実際lこは個々の真珠の大きさと光5tIfce同じにして測定することは非常に困難である。第 1表

に示した如くこの測定機械では光東縮少光学系と光東絞の組合せでう犬々 9mm，7mm， 5.5mm 

3.5mmの4障の光束が得られるのでp 各国の大きさの光東が真珠の色の測定にどの程度の誤差

をもたらすかを検討した結果が第6図 7r突に示したものであるが，使用した各光東絞の庇に

約 10%の測定差を生じている。
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第 7図 各光J~絞じら測定位 lと及ぼす影響

Wavelength in millimicrons 

各光栄絞の測定値lこ及lます影響第 6悶

(3 ) 真珠の表面の状態による

}f~fi.との珠はその表面が均ーした色調を有する場合は杭で場所によって色が逆ったりー或る場合

iこl立、しみかがゐったりすることが多L、。;えそのほとんどが完全な球形でないために真珠測色に

限し平面的に政を廻転すると，形状，白斑の有無と光東j交の関係より測定値の変動が起る o 8a 

8b及び第 9a他国はこの機時による測色て、の変動を示したものでゐる。測定は測定面に小さな

、しみかを有する笛筏 7.5mmの珠と 8.5mmとを用い各光東絞毎に真珠を 900

ずつ廻転して測

定した。このうち第 8af>C]及び第 8b図は 7.5mmの珠のものでゐるが，光栄絞 f1(光東が 7mm

になる)を使用した日、?に最も良好な結果を示している。第 9aI盟及び第 9b図は直径 8.5mmの珠

についての測定結果であり，光東絞を使用しない時(光東が 9mmになる) tこ最良の結果を示し

ている。

以ヒの実験は分光光度計(島浮製作所製自記色彩測定器 RC---I型) を真珠の測色(こ用いた場
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第 8a，8b図各種の光栄絞と試料の平l而延:転の反射率曲線l亡及ぼす影響 試料i資径 7.5mm
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第 9a，9b図 各種光東絞と試料の平日百廻転の反射率曲線l乙及ぼす影響 試料直径 8.0mm
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合(こ生ずる測定値の変動について行ったものでゐるが，この結果より次のことが認められた〕

(1) 此の機械のCl記記録の時刻性は非常に良好で、ゐりこ 0.5%内外の誤差で測色結果が

記録出来る。又試料の取附 lふ記録の変動に大きな原因をなすものであるが，注意して試料と試

:ff面の光東-!r':.同心円 141こ来るように取附ければ， 1 %以内ので測定可能である(この操作

は，才 21ヌI!，/=Iの表面反射l没牧221よりのぞいて試料と光束との関係を確めるとよし、)。

( 2 ) 試料真珠lこ対する各光栄絞の関係l土、第 71';(1以下の結果よりみて明らかな如し話料

面の光東の大きさを出来るだけ真珠の直径に近づけるような光東絞を使用した時に測定仙の二

が最小となることが認められた、

(B) 真珠の}J[I工時における色調の変化について

一般に真珠の、しみ。は着色した有機質が真珠!昌の間又は核と真珠屈との間に沈着したために

;出るものと考えられるが，穴明け後加に処理ーによって或る程度除去することが出来る。この処現j去

に関しては，わずかに小串次郎昔、真珠の研究叫ノ及び、水産研究会誌時j 中に記載されているのみ

で，現行の処理法は未だ門外不出の感がある of可れにしても一日洗縦して真l3!(表面の汚れを取り

って後日2O2 を主体とした水溶液を用いて酸化ìJ'j~ i'Iするのが普通である。第 14凶以下は，この加

工処理過程でどの|主に真珠の色調が変化するかを分光光度計を用いて追究してみた結果で、ある c

使用した去、13長は何れも径 7.5mmより 8.0mmの浜揚珠， ì~l'j直後の珠p 及び加工済のl3!とである。

(1) 浜揚珠

第 10図より第 13図j与は， ;兵拐l3!とを測色した結!耗て、ゐるが， これをピンク系，グリーン系，ク

づーム系等:こ別けて測定するとし吋“れも反射2:{-¥曲線に著しい固有限i投があり，その位置はピンク

系とクリーン系には 407う 430，460mμ で，クリーム系のものは吸収が弱く，ブルー系の珠では

ほとんど吸吹が認められない。このことはクリーム系の珠には真珠，%~lrt.l に黄色の色素が合まれて

いることを推測させ，フツレー系の珠にも多量の有機色素があるためで反射率曲線に閥有l反政が出

ないものと考えられる。

( 2 ) 漂白直後及び1m工処理済の珠

以上の浜上珠を酸化j割引した直後の珠の示す反射率曲線は第 141波及び節目下ど|に示した。第15

11(1は梢々ク 1)ームのかかった珠でゐる。 漂白球の示す反射率lilJ線では↓(札に前述の強い悶有吸収は

認められず，従って国有股牧を示す物質はl叫に酸化操作によって変質したものと認められるコ

16図は第 14同系の珠を更に加工して裂l♀!とした処血清の珠でゐる。前 17聞は淡水のイケチ

ョウカ1 の真旅の反射率111]線でゐる。

以 1-'の結果よりみて，浜揚真珠の般化j禦1:1で:立、しみか及び真珠!問中の有機色素はほとんど完

全に酸化漂白され， 1'1色系の珠lこ変るが，クリーム系の珠の色素はこの燥作によっては， 1:只揚El、

にみられる 407‘ 430，460mμ の強い固有l現政がなくなりラほとんど変化をうけていないことが

わかった。この間1有吸牧については現在真珠の鐙光の問題と関連して研究r+1である。

本研究に当り，終始鈎指導奇妙Jわった京都大学旧rjlL[三教径をはじ YJ，試r~~fの提供をいたゾい

た堀口真珠株式会計.，南勢真珠株式会主L 島村真珠養船場lこ深く感謝する。

文 献

( 1 ) 福田保. (1952. 10.) 応用物理学会に口頭発表

( 2 ) 内田洋一・富来哲彦・ "12ノJ:t:正光。(1934) 応用物理 23: 469 
(3 ) 内田洋一・笛来711彦・平井正光.(1955) 応用物思 24: 325 
(4 ) 小串次郎.(1938) 真珠の研究 p.148 
(5 ) 小南次郎.(1930) 水産研究会誌 25: 247 
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議動

事修

アコヤガイ Pinaαdamartensii (Dunker)の

生殖腺に関する研究

1. 卵抜き作業中の変化についての組織学的観察*1)

植: 本 東 彦

悶 ']1真珠研究所

アコヤガイによる真円真珠養殖の一連の作業のうちでうそう核手術をおこなうための局長の正

立て作業の良否は，生産される真珠の歩間り及び品質iこ主要な関連を有するものとされている。

特に，いわゆる「卵抜き Jと称する作業は置要なものとされている。この卵抜き作業なるもの

は，人為的に生'iil'i線内の生殖細胞を排除させる方法で，当事者の聞にあっては様々な万法が試み

られ，一つの技術として発達してきているの生殖腺円の生殖細胞をM'除させる目的はうそう核さ

れる部位が生地腺円でゐるために，そう核u:;flこ核lこ先立ってそう入した外とう膜片が，生?白紙臼

及び体液とこ体外へ流出する事を防止し，叉，真珠袋の形戒にあたり核と真珠袋との間

細胞がはざまりう果、いシミとなる事を|泊 lとするためであるといわれている。その他，そう核子持l'

に際しでは!勾に強い収縮が起ることを緩和して手術を容易にすることができ，叉，日にそう核子

術のもたらす};_きなショックにi耐える態制を1;'}.えさせ，それによって手術後の箆死率i'(JlTさ】土

ることができるともいわれている。しかしながら，この作業は技術的に困難なことが多く，叉，

これに費やされる古ブJと時間がきわめて大きいために，この作業がより簡易におこない得るよう

な技術的発展がj会く望まれている。

さきに小j;JJ ・ Iru木 ('55)]) はアコヤガイ生Ý~![H泉の発達過程について形態学的研究をおこない，

精子形rij(;と卵子形成の過程を明らかにした。その後立石・安達 ('57)のによって腺の周年変

化について組織学的観察がなされ，生YII[腺の発育過程は 5段階に区分されたっこれらの研究者が

述べている如く，アコヤガイの生殖腺に関連して，養殖業の芸礎的な知識としてき生物学上から

も，浅された問題は少なくない。筆者はこれらの問題の解明と，養殖技術の発展に資するたら

;じますよ I-m~故き作業」の実験をおこない，実験過程の貝の生箔腺の変化について組織学的観主主

をおこなってきたので，卵抜き作業の概略の説明を述べるとよたに，その結果の概要を報告する。

稿を王子[するに当り，研究を命ぜられた高山所長並びに終始懇篤な指導と協力を賜わった蓮尾・中主主.IIlJ弁所

員に感謝の窓:を表する。実験に際し多大の使貨を与えられ.且つ材料動物の提供と有益なる助言を与えられた

三重県志摩郡岩城和平氏・田畑礼次氏・田辺時生氏lこ深甚なる謝:訟を表する。

* Haruhiko Uemoto. Studies on the gonad of the pearl oyster Pinctada martcnsii (Dunker). 1. 

Histological observations of the gonad with sp巴cialregard to the change during the course of th巴artifi-

cial spawning. with English summary. p. 189. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 3 : 183-...193. 1957. 

1) 国立真珠研究明業績 No.27. (国立真珠研究所報告 3・ 183-193.昭和132年 12月)
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作業の概略

卵き作業の実際的な万;去は，それぞれの当事者によって独自の方法が案出されており，その

使用する貝の年齢及び生理状態，そう入する核の大きさなどによっても，更に細かくその

方法を異にするものでゐる。

英実湾において 3花月王4 良を使用し p ヰ1サイズ(約 7.5ミワ)以下の核をそう入するため

の当該作業について述べると，それがおこなわれる時期によって 3時期に区分でき，これらはそ

れぞれ m 6~7 月， (l[) 8 ~ 10月， (亜) 11 ~ 12月の各時期にわ、こなわれる作業である。

m 6~7 月における作業一一一春に水温の土界にともなって発達をはじめに生殖腺の成熟を
早め，成熟lこともなって生殖細胞の放出を促進させる方法である。これは通常，春に冬季の避寒

漁場から戻ってきた貝を，比較的水温の高いj魚、場lこ養航して，予め生雄l腺の成熟を促進させてお

き， 6月に入ってから竹かこ、叉は金網かとのr}1に，密度を通の数倍lこして牧谷し. i架く垂ドし

ておく c 天候・水j昆・比重・潮汐などの諸条件が好迎と思われる時に，水深 1m程度lこ垂下し

てう ii誌I克の変イじによる産卵刺激をりえることによって，生殖細胞の放出を誘発させるのである。

また，二日間Il~'(こ 1← j)汁こになるような場所にかこ、を置き，天i二iにさらしたりする方法も随時おこな

われることもある。

このような産卵刺激を fj.える作業を 1カ月乃至 1カ月半の問lこ数回おこなって，肉|恨観察によ

って，休表面からの生殖腺の色が1'1白半透明状になり，肉は弾力性のある柔らかさと丸いふくら

みをもち，そう核用のメスで傷をつけても体液の漏出と共に急に4支給することがないような状態

に{士立てゐげる。この状態にまでなった民が，全体の 70%程度に達ーした時に作業を終了するが，

その理由は， f間体により放出の完了までに裂する日数にiじがあり，全ての個体がそれを完了する

まで作業を継続することによって，早いl時期にそれを完了してしまった個体が史弱するおそれが

あるためであるといわれている c 作業を終了した貝は，手術までの間ヲモのま"rj=r屑又は!底層近

くに重ドされる。

(ll) 8 ~ 10月における作業 8月になると産卵期の最感時期ともなり，普通の状態で養殖

されている此でも逐次産卵活動をおこなうものであるが，そう妙、子術を大量におこなうために

は，やはり良の状態を一様にそろえる必要があるために，0)よりは短期間に簡単な作業をおこ

なうものである。万法は mとほ、三同様であるが，この頃には 11rlC1の水調もかなり j二討し，産

卵のためのj必視を1思え，生理的にも衰弱を主たしやすいために，牧谷i弘、!立及び産卵刺激を lj与える

[ilIlaなども少なし刺激を与える時亥Ijなども(J)と同様におこなえない場合が多いし作業を終

fした貝は mとI[Jj様{こ手術までの間，閣時垂下される。

9 ~ 10月頃{こ手術をおこなう貝で，すでもに生5'[1'[腺がそう主主手術にする状態になっているも

のについても‘ .1変竹かと叉;立金網かこ、に密度を!fijめて収容し，前述した日的にそうように11=立

てられる事もゐる υ

(![) 11 ~ 12月における作業一一一皮ーから秋にわたって，すでに産卵期を過ぎた良についてお

こなわれる作業であって，この只を金網かとの中に辺市より街度を高めて収容しておき，通常は

冬季の避寒漁泌にはなるべく水温の高い漁場をjliぶがヲこの場合には只に思影響を与ヌない範囲

内でラなるべく水温の低い漁場を選び，そのま〉越冬させて生5'11'[践の発達を抑制させる。

寒漁場から戻ってきた後も，そのま〉の状態で深く垂下しておき， 4月から 6月頃まで手術に使

用している c

以上の如く 3時期に区分された作業のうちで，最も当事者が苦労するものは，(I)の時期にお
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げる作業でゐる c との時期にはうすでに生殖腺がかなり発達しており，成熟lこ間近い同体もみら

れ，そのま〉手術をおこなうことができないにも拘わわらず，立梅雨の時期lこJ円七海況は比

較的低水j毘， (.正自戒!変である場合が多く，産卵刺激としての眠度差，比重差などが得られにくいの

であるつ従って当事者:ふこの時期には天候及びif~況の好機を逃さぬように，充分にこれを利用

するのであるがうや〉もすれば長期間にわたる作業及び時として貝の生理を無視した取扱いのた

めに，只に衰弱をもたらせ，大量に箆死させることも稀ではない。

当事者はう子術後の経過及び採取後の真珠の品質などの結果から，経験的にその作業の方法，

貝の状態の可否の見分け万などを会得しているが，なおこの作業が簡易におこなえる何んらかの

方法のあらわれることを期待しているのでゐる。

材料 及び方法

実駁材料として泊いたアコヤガイ Pinctadamarfensii (Dunker)は1956~ 6月 1Uより 8月2日までの

聞に三重県志摩郡間的向の岩域和平氏養殖場，同部布施困の凶!版I~L次氏装組場において前述の実験をおこなっ

て得?こ三葉県産3年只 150i間体， f;cu年 11月19日に多徳百-b臨海実験所で養YIf[jrjclの三1l:tJ!R産3年只の中から採取

した17似体，及び 1957{f 6月9日より 7月8日までの聞に忘摩郎布脳同の田辺時11ぅ氏養殖場において実験を

おこなって得?二三重県産3年貝 146個体，計 313倒休である。性別の個体数は推 174似体，間tl37個体，不明

2 fl占j体であった。

なお，上記の実験のうち， 1956年6月1日より 8月2日までおこなった実験では，材料の係取に当り，実験

只について無['f為に 30fl同体をとり p 肉日艮によってf;j;:表幽からの生殖腺の色彩と泌さを観察し，それによって

生殖腺中の生殖細胞の多寡を推察して数段階に分け，そω各々より数{凶宛採取する方法をとったo~験をおこ

なった回数(立4回であり，その聞に材料の採取をおこなった間数は延べ25[cilで、あった。

同定l立\リ ~i皮， PFA--3液，ズ サ波，オJレト波及びホルマリン緩衝液を使用した。切fi製作はパラフィ

ン?ょにより，染色はマイヤー・ヘムアラム同エオシン二軍染色，ハイヂンハイン・鉄ヘマト乍ンワン)11染色，

及びそれと弓イトクリーンの二lli:染色によった。

観 察

(1) 肉眼観察と顕散銭観察

肉眼によって体表面から生植腺の色彩の濃淡を観察し，その結果と組織標本:の生組細胞の多寡;

とを比較したコその結果，成熟生殖細胞の多寡;は生Jrnl腺の色彩の濃淡とほ三比例するごとくであ

ったが，未成熟主細胞の多寡とはほとんど関係がないようであった。このことは峨よりも援に

おいて顕著であったコ

なお，体表面からrの肉眼観察でうすで、(こ生げl細胞の放出を終了したと忠われる白色半透明状の

生Jll'i腺を有する側体で，足糸腺より下方の内11蔵部(袋といわれている部分)の前面の表皮の色

が，赤]1)ボ黄色を帯びfこアメ色を呈した個体はすべてL1tでゐり， rrUt.のその;部分は， iこ比べ!ヨ

く，着色がみられなかったっ

( 2 ) 実験中における生別腺の変化

組織標本の観察に当つてはう主として足糸腺より下方の回腸部前方の生制服を中心とし，

腺周縁の生殖線の観察はそれとの比較においておこなった。

推個体: 実験 84間体，対照 81個体について，その生嫡腺の状態により，およそ下記の 4摺

に区分したっ
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第 1期吉原細胞，精母細胞，精子細胞及びいまだj慮胞腔部に出離されていない精子等が， ~王

、、層状をなし， jl忠胞壁より内!T!Uに向かつてl字く存在し，櫨胞陸部{こは出離された精子が多くみら

れる。即ち， i.庖:胞内の状態は，小品・前木1) の報文にあるように‘部分的に精原細胞から精子lこ

五る規則l[ しい~jê )íljが観察されないことは屡々であるが，全般的には ì'{石・安達2) の ~Ii文にある

ように精子形成の連続一連の変化が継続しておζなわれている状態でゐる(関 1)。

2第詰 2~期明 j記の!皆笛が部分的に厚い;部市分もゐるが， 全般的lにこ薄〈じ， 未成熟な生列一陥掬1

態も:ゆ9るくなつておりhラi誌志忠、胞腔部のJ拡1)1広iよ;がりも大主く，その中にすでに出離された精子が多くみら

れる。即ち，部分的には引続いて精子形成がおこなわれているが，全般的には精子形成の能力は

弱くなっておりラ精子形成をすでに終了したとみられる部分もある状態である(図 2-3)。

第 3期一結合組織が網目状にみられ，l慮胞壁lこは精!京細胞がわずかに存在する。精母細胞及び

精子紛1H包はほとんどなく，精子もわずかに残存するか，叉は存在しなL、。即ち精子の形成と，そ

の放出を完了した状態である(図 4)。

立j4期-i.慮胞壁に精鋭細胞が数多く新?こに形成され，発達をはじめており，それに伴なって減、

1]包壁が肥厚をはじめている状態でゐる(凶 5- 6)c 

以 i二のほ分:ふ さきの立石・安達の報文による生殖腺の発達過程の区分iこ従えば， 1期は成

長期及び成熟期，第 2期は放出期，第3期TJ:iS寄H期は油、胞期の (a) にそれぞれ該当すると考

えられるハ

i二記の区分lこ従って，実験日の生争点腺の変遷について観察すると，実験当初における生子11'(践の

状態は，すべて第 1期に属し，盛んに精子形成がおこなわれている状態である(図 1)。その後

1 '"'-'31mの産卵刺激を与えた後で、は， 2期に属する個体が多くなり，未成熟な生殖細胞の屑は

く薄くなる u iB引包腔部にiJfJ離された精子は放出され， i);割問墜にはいまに初?離されていない精子

の像力f多くみられることが多い(関 2-3)。第 2期に属する個体が実験貝のほゾ半数を占めし

る程度になるまでには 6月上旬からの実験で約 3週間以上， 7月中旬からの実験で 1週間を要

?こっ更にその後 1'"'-'2日の産卵刺激を与えた後には，第 3J~ 王第 4t羽に属する個体が多くなり

(1~:si4 6)，全体の 700もがこれらに主ってlliめられたl時に実験を終了したが，それまでに 6月

1--旬及びド旬からの実験ではほ三 1ヵ月半奇要し， 7月111旬からの実験では 2週間を盟したc

対照 81側外の生死{腺の状態は，終始第 1}羽に属する状態を継続していた o HIJち，iJJ告は包揮の長

)'~宮には時]'i'í'十 LIて 1mの特服組す自iすることが多く，それより内 fJllJ に向かつて未成熟な生別納!

問状をなして存(fし，精子形成7ri.盛んにおこなわれているつこの聞の)宇さは，個体及びそ

の採取の時期によって多少の相違はみられたが，第 2期lこ属する個体に薄いものはみられなか

ったっ鴻胞腔部には成熟した精子が常時存在していた。

続(!i'I!{;4c : 実 66 個体司対照 65!~;ーについて，その生}IM宗の状態によって，およそ下記の 4 期

に分げたーはお，卵HJ細胞はラ 11色:担堅から内側にi向かつて膨出する以前の?い、IJ与期を初期ぅ三角

角形状:こ膨出してきた時期を 11'1期ラ洋梨~:!è(こ膨出して泌胞控訴に位置する ~jiに成長した時

を後期，成熟卵母細胞となって iJ}長胞股音r~ に出離したものを成熟卵と|呼称したc
;TX 1期 卵原細胞ラ卵ば細胞(初ラ 111ヲ後期)が仔在し，それらによって細胞円が全く 11M]tこさ

れている;氏態であって，個体によっては総胞腔部に成熟卵を有する(凶 7)。

f第?有j2期 j鴻忠胞壁にlは立， わすずよ可カか〉な卵!原反細胞と初期乃ヨ圭予至~三、中期の卵母細(胞!抱包がみられ‘ i鴻慮創1胞さ腔部lは立i滋泣離

しfたこ成

1羽和lj~を旨示すもの，攻びそれに引がしし、て中期及び後期の卵白細胞が発達してきているものなどが観察
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された(図 8-針。

第 3期 卵!京細胞，卵母細胞，成熟卵がわずかに残るか，叉はほとんど存在しない状態であっ

て， iA到国連は傾く簿く，網目状の結合組織が鮮明:ごみられる(関 10)0 

第 4期 卵!反細胞が数多く新?こに形成されつ kあり，それに伴なってお訓告壁が把厚をはじめに

状態である(関 11)。個体によってはすでに卵母細胞の初期及び時?期lこまで発達してきている状

態が観察された(附 12)。

U、との区分は，立石・安達の幸I~文における区分に従えば，第 1 Jt日は成長後期及び成熟期 2

期は放出期， !}f53期T'J主第4期は鴻胞期の (a) にそれぞれ該当すると考えられる。

実験当初における生保i腺の状態は， 6月 L旬の実験貝で、は第 1期lこ属する個体が多く (図 7)， 

6月下旬より 7月中旬になるに従って第 2期lこ属する個体が多くみられた(図 8-9)0 6月[--

旬及びド旬からの実験では， 2~3 週間のうちに 2~31E1Jの産卵刺激をりえることによって，

2期1':;至 3期に属する個体が多くみられるようになり(阿 10--12)，第 3期乃至 4期に属す

る倒体が全体の'10%程度に達するまでに 1ヵ月半を要した。 7月中旬からおこなった実験で、はう

2 週間のうちに 2~3 問の産卵期j激を与えることにより，第 3 期乃至 4 期の個体が大部分を占め

るようになった。

対照 65個体について観察すると，終始第 1期乃至 2期に属する個体がみられ(悶 7--9)，特

に第 2期に属する個体は 6月下旬以降にみられるようになった。即ち，卵母細胞の初，中，後期

及び成熟卵のそれぞれの櫨胞内における量的な吉IJ合はラ個体によって多少の互にはみられるが， こ

れらは卵原細胞と共に常時在校している(第 1期)が， 6月下旬になると逐次成熟卵の増加に伴

ない(第 2期)放出をおこなった形跡を有する個体が次第に多く観祭されるようになった。

( 3 ) 自然放出をおこなった個体の観祭

によって放精放卵を終了した個体の生矧腺と， 自然放iJIを終了した個体のそれとを比

較するために， 1956年 11月に採取した 17個体の標本を観察した。雄個体で、{立法砲弾に静止期

の精原細胞が並びラ精子がわずかに残されている状態の個体が多く，精母細胞が部分的に仔在す

る個体も少数観察された。 雌個体で1ま静 LI二期の卵iJH細胞ラ卵!ヨ制服の初期のものがわずかに存配

する状態の側体が多いが， ~+qとは卵原細胞の太糸期の像が観察される個体及び卵母細胞の中，後

期及び成熟卵を有する個体なども観察された。この時期の生地腺の状態はうほとんど第 4期とみ

なされるものであり，第3期に相当する倒体は観察できなかった(凶13Oラ14平)。

これらの個体の観察におL、て， 1峰雄共に共通した事例は， l 、ずれも櫨胞内外に指定細胞がきわ

めて多く観察された事であり，これらは実験良中にも綴察できたものであるが，この時期のもの

程多くみられたことはなかった。

出?走細胞とみなされる細胞は，林3) は5型を観察したが筆者は 3型しか観察できなかった。ま

?こカキの生保l腺のIいにあらわれる細胞は 3型が観察されている心。 これらの細胞についての詳細

な研究は今後に残されている。また，後述する果粒が，このfF)]'期の個体lこ盟一々観察された(図17，

18)0 

( 4 j そう核手術に使用する個体の観祭

そう核手術lこ適するといわれる貝の状態はう民眼観察などにおいては ll.作業の概|燃の項で述

べた如くであるが，これの組織標本の観察では，生タ路線の状態が第 3期に隠する個体よりも第4

期lこ属した伺体が多かった。即ち，生原細胞が比較的密に新fこに形成されつ〉ある状態であっ

た(位15ラ 6，11ラ 12)。



188 国 it:真珠研報告 昭和 32年

(V) 雌推同体の生保i腺の観察

供試 313個体のうち， I明らかに峰雄同体と認められる 4倒体を観察した。これらはいずれも枯

葉卵 (testisovum) と称されるものであり，精巣中の一部に見出され，卵i乱調11胞，成熟卵とし

て， また時lこは卵原細胞ともみられる細胞の群として存在することがある(図 15-16) 0 これ

らの細胞は，多数の滋離した、陪子群及び未成熟な総性細胞群から，はっきりと区別されている c

これらの 4個体は，生YII'i腺の状態の段階を区分するに111り，すべて椛として取扱ったコなお，間t

のglj~ご 1[ '1 1こ精巣を有する個体は観察できなかった。

考察

(1) 実験の生殖腺lこ与える影響

アコヤガイの産卵期間中における生殖腺の状態の変遷は，生殖原細胞の継続的な形成，未成熟

生対I細胞のづ主の成熟分化，成熟生殖細胞の放出という 3段階の過程を，連続的!こ繰返しつ川

環境によって数同にわたる生矧活動をおこなし¥その完了には長期間を要すると考えられる c 一
万本;実験の結果では 6月の実験で約 1カ月三|勺 7月の実験で約 2週間でこれを完了させ，産卵終

期における状態とほゾ同隊な生姫腺の状態を得ることができたー

このことから考察するに，本来継続的に形成され発達してゆくべき生柏原細胞が，実験によっ

てその継続的な形成を抑制され，その結果実験点字STJIこ治、胞肉に存した生子山原細胞以下の各段階

の未成熟な生Ylfi細胞が，それぞれ発注過程を経て成熟し，放出されるにと Yまるために，生1!11iiti

動が短期間で終了するのではないかと考えられる tつ即ち，実験に当り，密を通常養先i~[ をおこな

う場合より数倍に高めて竹かごなどにl収得しう通常よりも深い水深lこ垂下することはう flにとっ

て環境条件の忠化をもたらすものでゐり，その結果として，生柏原細胞の新?こな形成が阻害され

るものと考えた。当実験の終了後は，貝の;京弱を防止するために，や〉環境条件を良くしたが，

この時期に採取した偲体で、は附雄共に第4期に属する個体が多くみられた。このことは環境条件

の改善にj'j''.なって，新たに生柏原細胞が形成されたことを，古味し，環境条件の恵化はラまず生

ITi'J:細胞の形成令抑制するものであると考えた。しかし， この環境条件を変化させる程度ーによって

は，貝の史弱をJ日き，く込(し、条件をりえた;場合には艶死lこ子iミることも多いようでゐり， こ〉に

作業のポイントが在るようである。

なお，これら問、j抜き作業中の生航腺の変化及び生Jltl腺の周年変化についてはう継続して実験を

おこなっているので稿を改めて詳細iを報(与する予定である。

( 2 ) 成 熟細胞の放出

さきに和田(1936)4) はうアコヤガイの放卵精刺激としての組!立につき報告したがうその中で，

放出された精子の運動はイ;:ii5'液で、あり，精白細胞をも多量に放出した個体がありう llliE倒{本は 1{品i

も放日I~ させ得なかったラ叉その実験の時期;土産卵盛期をすぎ、 7こ時期であった， と述べている。筆

者の観察で1ふ土佐の精白細胞及び精子細胞は，比較的諸胞壁より剥厳しやすいとわれ，組織標

本において櫛離した精子に混ってそれらの細胞が鴻胞服部及び生保[符郊に押し出されている組織

像を屡々観察し?こへ雌の卵母細胞では，このような組織像が観察された事はなく，精ほ細胞など

よりも憾胞壁から幸Ij離しがたいものと忠われた。このことから放出される雌個体の生'Iil'j細胞は，

成熟卵のみであろうと考えられ，卵j伎き作業にわ、いても未成熟な生組細胞は放出されないと考え

た。 中原・町井(未発表)の実験によれば， 6月l二旬及び中旬の卵抜き作業において放出された

Jltffi性生保i細胞のほとんどすべてが受精し，正常な初期充生の過程を絞ることが確認されている。
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( 3 ) 雌雄同体について

さきに小鳥・前木1)はアコヤガイにおし、てlH:fti在同体の似体があり，治{同体の精巣内に精巣卵がみられ， Jfl:!E{同

体;の卵巣内に精子が観察されたと報じている。立石・安達2)は取扱った材料動物の性比はほ';'1: 1であり，牲

の分化は安定していると考えられる事を報じ，更にMH凶休の土佐性鴻胞中の一部l乙卵母細胞及び卵原細胞が出現

することを観察している。

筆者の取扱った材料動物の性比はほ';'1: 1であった。またその材料 313似体のうち 4例体について，同様に

l~t性被:胸中の一部に卵母細胞及び卵原和1!J'[Qと忠われる大形の漏H胞を観察した。特に卵j京細胞と思われるこの細

胞が数約iずっかたまって出現した組織像がみられた(関 15)。しかしながら，小島・前木の報交にあると乙ろ

の，卵巣内に精巣叉は精子を冶ーするi相川本を観察することはできなかった。たず日j報交;中の Fig.[~20 の組織

像と同様に忠われる像は援々観察した。しかし，これは筆者の観察においては，精巣あるいは精子ではなくし

て，果1守!詳であると思われた(図 17~ 18)。ζの栄粒の大きさは p 一見精子頭部と(まず同じであるが，それ

より児に小さい!î~粒もみられた。叉， :1'1'1原細胞あるいは精ほ細胞とみなされる細胞は，この栄粒詳の仁111こ見出

事 せなかった。この果*)11立p 雌雄の別なし下1:1腸政，収足筋，生組1泉，血管自主等の間質iゃに，多くの場合群体と

、事‘

して塊状，球状，紡重状などの形をとって現われることが多い。 ζ の果粒はHf本の'1::理状態が正常である;場合

よりも，それが衰えるにつれて多くみられるようである。

この果粒はエオシン， ライトヴワーン等の色素にきわめて濃く染まり，ハイデンハイン・鉄ヘマトキシリン

との二重染色では，精子頭部とほとんど間程度によく染まり，両者の識別を誤ることも起り得る。しかし，ハ

イヂンハイン・鉄ヘマトキシリンの単染色では，精子頭部程に濃染される ζ とはないので識別できる。叉，ヘ

マトキシリンーエオシンの二二重染色では，エオシンに濃染するために識別できるコこの~J:粒の生理的機能につ

いては不明であり，先に述べた所定細胞と共に，今後の研究にまちたい。

要 約

I アコヤガイのそう核手術前におこなわれる「卵抜き」といわれる作業について概略を述べ

2. 特に 6月から 7月の時期におこなわれる作業と|司じ実験をおこなってう実験貝の生角j[:{腺の変

化を観祭し，この実験の‘貝の生端腺に与える影響について言及した。

3 洪試材料中に 4個休の雌雄本の組織(象を観察したが， それらはすべて粕県の内部lこ卵子様

の細胞を含むものであったc

Summary 

1. In the present paper was described the outline of the process of artificial spawning prior to 

the nuclear insertion in the pearI oyster， together with the re~ults of some histological obser-

vations on the gonad in relation to artificial spawning. The work was done during a period 

from June to July. 

2. The artificial spawning was finished within one and a half months， whilst the spawning in 

nature continues for several months. The reason that the time for spawning is rather short 

in the case of the artificial oper乱tionmay be due to the fact that the gonial cells occurring in 

foIlicles undergo control in their development on account of the artificial operation， while 

germ圃 ceIlsonly remaining immature at the begining of the operation come to ripe for spawnig. 

3. Four hermaphrodite animals which are characterized by containing testis-ova were observed 

in samples under study. No case of ovo-testis has been found to occur in the ovary 
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Explanations of Plates 1， II and 1II. 

Plate 1. 

Spermatogenetic changes of germ ce11s in the male gonad of the pearl目oyster.

昭和 32年

Fig. 1. Stag巴 1 Active spermatogenesis in th巴 testisfo11icles showing various stages from spermato司

gonia to spermatozoa. Immature germ cells li巴 insid巴 thefollicle w呂11，while the mature 
spermatozoa freely occur in the lumen. >< 182. 

Figs. 2-3. Stag色 2 Showing a number of spermatozoa lying in the lumen of the fo11icl巴. >< 182. 
Fig. 4. Stage 3 Spermatogonia， few in number， remain inside the follicle wa11 with a few sperma-

tocytes， spermatids and spermatozoa. It seems apparent that th巴 ejaculationwas finished in 

this gonad. >< 182. 
Figs. 5 -6. S~ag巴 4. The spermatogonial cells show a development by multiplicating along the inner 

out wa11 of each follicle. X 182. 

Plate II. 

The developmental changes of ovarial cells in the female gonad of the pearl oyster. 
Fig. 7. Stage 1 Many oogonia and oocytes， immature and mature， occurring in the follicle. Some 

mature oocytes occur in the lumen. X 182. 

Figs. 8--.9. Stage 2 A few number of oogonia and oocytes occurring inside the follicle wall. Mature 
oocyt巴sare found in the lumen. X 182. 

Fig. 10. Stage 3 Few oogonia and oocytes are found in fo11icles. It sεems probable that the spa-
wning was fmished in this gonad“ X 182. 

Figs. 11-12. Stage 4: Oogonia begin a new cyclic development in each fo11icle. x182. 

Plate II1. 

Figs. 13-14. Gonads of pearl-oysters sampled in November. Early stage of sp巴rmatogeneticand oog-
enetic cycl巴s. く344.

Figs. 15-16. Hermaphroditic gonads. They contain testis但ova. Some of them seem to formιma日sesof 
cells as shown by arrows in Fig. 15. 182. 

Figs.17--18・ Manygranul邑soccur in the mesenchyme of the gonad， dig巴stivediverticula， retracter 

muscle and blood vessels， etc. They are rether common in visceral tissues of the pearl-oyster. 
x182. 
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Plate 1. 
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Plate 111. 



アコヤガイの櫨過水量及び捕食の実験的研究

1.漉過水量について*

辻井 禎 e大西侯彦

三重県立大学水産学部

jJ]J1与，宝珠長引の屯要なる課題として主タ場に於げる生産設ということがtrー目され， この問

題を如何jなる )Jl.去によって解決するのが妥引でゐるかと多くの人々によって論議がなされて，解

決への方向に努力がはらわれている J 今，アコヤガイの間食の面より此の問題を 1与えてみること

も興味ゐる僚に忠われるコ大抵の lamel1ibranchsは海ノjくIいに浮出している微生物，微細なフランク

トンA及び有機 (fineorganic detritus) を加にてえを総過することによって摂っている。外

とう膜を通過する水工ヨーより問践的に捕食呈を推量することが Atkins(1937)， MacGinitie (1945)， 

Loosanoff及び Engle(1947a，b)， Jorgensen (1949 a， b，1952)等によって主として Oyster，Mytilus 

をj;]料としてくり返しくり返し試みられた。

:ま， Nelson (1935， 1936)によって Oysterで用いられた apronmantle methodとGaltso妊

の方法とを結合させた直接法，更に， Fox， Sverdrup及び Cunningham(1937)， J orgensen (1949， 

a，b，1952)及び ChipmannとHopkins(1954)等によって克達した炭酸カルシウム， プランクトン

その他の微細粒子を水(こ懸濁させて胞によって除去されることより間接に鯨を通過する水量を測

定する間接法を用いて，アコヤガイの外とう膜&通過する水量を測定した 3

しかしうこの間接法は水中の粒子及びブランクトンが胞によって完全に捕えられるという前提

のもとにたっている。若しも，水中の粒子及びブランクトンの幾ノt一セントが捕えられるもので

ゐるとすれば，実際に間接法によって得られた植より更に大きくなる筈でゐる。現在，アコヤガ

イの鴻過水量については，まだ発表されていないので，こ〉に報告する次第である。

本研究に当り，御教示を給わった問田弥一郎・椎野季土佐ilIU教授に敬意を表する。研究室，実験

材料を与えられて御援助下さり，且つ発表の機会を与えられた国立真珠研究所高山所長に心より

感謝すると共に，御援助，協力を給わった真珠研究所所員の方々及び県立大子~JJく産学部増殖科 4

年生下村果生，山本康夫君に謝患を表するつ

* Tadashi Tsujii and Kimihiko Ohnishi. Studies on the water filtration and food requirements 

by the pearl oyster， 1. On the water filtration. WitIl English summary， p. 200. Bull. Natl. Pearl Res. 

Lab. 3: 194-200. 1957. 

(国立真珠研究所報告 3: 194-200 昭和 32年 12月)
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材料及び実験方法

用いたアコヤガイ Pinctad'Jmartensii (Dunker) は国立点a珠研究所でb主主ヲII~[中のものを用いた。

そのkきさは，令によって異なっているが殻I:'jj2.6cm， 1'1誌部の長さ 2.5cmより市高 7.0

cm，縁部の長さ 5.5cmのものを月jl、実験lこ当つてはわ]じ大きさの貝ばかり

ガラスパットに入れて用l"大小のよ{を混合して用いるということはしなかった己ガラスパット

は 4l~20 tの海水i/;入るものを用いたコ

国立真珠研究所多徳臨海実験所で実験を行った場合は，流水をガラスパット[こ注主、アコヤガイ

を飼育すると足糸奇出してガラス墜にf、1'1'1するのでう実験に12きしては，これ等のfJliしたものの

みを用い，付おしていないものは除士したコ実験開始に

過潟水で置換えて静えとしてヱアレータで抱えず

ては，ガラスパットの海水を静かに

をりクラミドモナスを1]'11寸〉に入れ

たっ

一方，三大学水産学部で実験を行った場合は，国立真珠研究所主州場附近で ~7Jくいア

コヤガイと共に水産学部研究主に:殺び4t ~10 lのガラスハットに入れてヱアレーターで氾えず

空気を送り 3日に一度の却でifrI水を換えて飼育しつ勺前述と同僚な万法で実l換を行った。

クラミドモナスは米国 NorthCarolina州 Beaufortにある Duke大学臨海実験所より持参した

Chlamydomonas sp目(直径 7~ 9 f1.)でゐる。予め純粋培養をしておいた者養液の濃度令計数しに

後，アコヤカ、、ノf の入っている実験用ガラスパットに所定の濃度 (4，000 ケ jcc~340，000ケ jcc)

ピ二一 Jl管

善島

=-}レ営

持
、
比
さ
れ
た
海
水

i包yk

図1. アコヤガイにガラス管を挟し排出する水を集める装鐙

になる様に入れた。この場合，クラミドモナスは鞭毛で活発に動き回っているのでヱアレーター

で力、ラスパット内のオくを動かしているため水槽内に大体均一に分布している様である c
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ガラスパット内のクラミドモブスの濃度は，計数開始後10分間隔て'10ccずつ探水し10~もフオル

マりンをスポイトで 1滴終下した後，遠心分離照で、JI主心してラ濃縮し，fIIl球計算盤上で顕微鏡下

?こ計数し?こc
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図2 ガラスハット寸Iでアコヤダイによってケラミドモナスの減少を示すLlll線

対照として p アコヤガイの入っていないカ、ラス水槽に実験群と ['u-.濃度のクラミドモナスを入

れ実験と誌に計数した。この結果実験中 (2時間乃至3時間) ，こクラミドモナスの数が噌加す

ることは本実験中にはなく，?こ九誤差の範l捌内で変動するのJろであったL
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直接f去による泌過水量の狽(定は悶 1に示す如き装置を用いた。即ち，よミの排水路の部分に一端

をへん平ラッパ状:こしたガ、ラス?ぎを挟ませて，見がIJ目裂をして活発にj慮過をしている

i沼かせ， す る 他 に 漏 れ ぬ 様 ー に 綿 をつめ， NI'7J<はすべてガ弓ス僚を通ずる僚にした。こ

のガラス何をJ突入させたアコヤガイを流水でーIllij[1飼育し‘ この装置に11民感せしめて後，ガラス

ビニーJレげにつなぎ¥ ビニールの端を dく面と平面にしてこの符より流れ出る水の景を

測定した二

結 果

ヴニラミドモナス養液をガラスパットの1)1に入れた後でもう アコヤガイの行動に呉ま認め

られなかったー 多少のnlirl¥]的なずれはゐったがクラミドモナス告人れて 15~ 30分後lこ凶糞を生

るがラこのB:i::;:ケラミドモナスのガラスパットι11のi農!立に比例して多くなっている。

とう膜の尖端に俸状の塊となって回転しながら集められて，排水口より強く吹き出される。クラ

:ドモナスの濃度が 1cc中 350，000ケに及んでも，この濃度溶液の中で夜放置しておいても

死ぬ個体は絶無であった〉

ケラミドモナスの濃度 6000ケ/cc~350，000 ケ /cc の範!升iで行った場合の減少を表示すると問 2

の如くになる ο

最初jの 10~ 20分はその減少は多少不規則でゐったが， 11!y U自の経過と共にその減少は一定の平

になる慌に忠われるっ更にう長時間，観察を続けるとクラミドモナスの濃度は非前に抵くなっ

てラ減少111]線が;J<平に近くなってくる。この減少rUI線がヲ直線的に低下していると忠われるとこ

んで， Jゆgensen(l949a)， Chipman及び Hopkins(1954) h;L~，tに用 L 、ている式をすることが

出来る。

Ct二 Coe~)'t 

Ct: t 時間後の潟水 lcc中のクラミドモナス数

CO: 段*)Jの海水 lcc中のクラミドモ 7ス数

e 常;数

)' : 潟水中のケラミドモ十スの減少率

t :時f尚

上述の式より最小白菜法によって位を出し rの値を求め，更に

町1

y=おf

m 一時間去りのj歳過水最

M: ガラス容器の最初]の7J<Ji

より，アコヤガイ 1ケ士lりの 111寺|品!のlJく:長を求めたっこの(症を表 1(こ示す。

ιtの表は|町民法によって得た結栄でゐるが， 1ヌ11;こ!日JIt、?こ自民J去によって得?こ悠は次の表2

に示すコ

考 察

アコヤガイのよ慮、過水量の測定について，これに影響を皮ほし，正常な水量:の決定を困難ならし

める要因が多L、o RrJち‘まず lamellibranchsはーー般に環境の変化に対して敏感であることは
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表1. クラミドモナスを用いた間接法によるアコヤカ‘イのi慮過水量

昆 アコ ィの 現行ミドガラス容掃の容量 ァJtガ アコヤガ貝g諸1休(時週当J部間水) りブミ さ f本県モナスの (cc) ィ 1ケのイ 1ケの 1

J陸と士プ背縁部の殻高 市」子岬!4'!.主g主 間措 アコヤガ fのJ数j奴 7 泌1時J品水間虫J包 sp.均j削 2 
長さ cm cm の 数叱}::J e 7J .1 VYJij 水量([)最 ) 

4500 
23 2.7 2.6 35，000 0.57 0.543 

5 

4500 
22 2.8 2.9 20，000 _ 0.50 0.451 

5 

4500 
21 2.8 3.4 24，000 5 1.00 0.903 

エド i勾 1.5 0.665 0.44 

5000 
23 4.3 5.1 42，000 2 1.19 2.987 

10000 
23 4.6 5.1 43，000 3 0.82 2.756 

20000 
21 4.3 5.1 30，000 5 0.62 1.555 

20000 
234.75030  000d  r- 0592368 

20000 
21 4.8 5.2 30，‘000 5 0.281124 

10000 
21 5.1 5.2 20，000 3 0.68 2.736 

20000 
2 1455 .030  0005  1目03 3.447 

5000 
21 4.3 5.1 22，000 2 1.10 3.683 

10000 
21 4.9 5.8 12，500 3 1.51 5.043 

10000 
22 4.8 5.7 45，000 3 1.50 3.027 

平均 9.5 3.124 0.33 

10000 
23 5.2 6.7 45，000 2 0.80 4.020 

10000 
21 5.4 6.7 25，000 2 0.68 3.410 

平均 13.0 3.715 0.28 
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よりよく知られた事実である (MacGinite1941)。 そして，特に外とう寂の尖恥の弱Jきが逗要で

あることもう Hopkins(1933) Nelson (1938) によって強淵されている。者の肉[目的な観祭と弓

表 2. 白抜法によるアコヤ力、イのj怠週水域

アコヤガイの大きさ 只休郊のアコヤガイアコヤガイ民休部19当

水瓶 c 自殺高(叫京市均HIZM
戸口
Q
U
w
b
F
b
F
b
円

J
m
b
月

j
ウ
d
Q
U

つμ
1
A
n
L
つムハノ
ω

つ
μ
つレワ
μη
ムつん

5.2 
5.4 
4.7 
5.6 
5.3 
5.3 
5.2 
5.4 
5.2 
5.3 

7
7
7
7
4
8
4
2
7
3
 

ハh
v
n
h
v
c
O
ハh
u
p
h
V
《

h
u
ι
v
p
h
v
ρ
h
U
F
O

4.956 
2.826 
1.686 
2.400 
3.618 
2.880 
4.824 
3.996 
6.912 
5.U04 

13.0 3.909 0.30 

ノ
¥ヲ 振動を実験動物に与えないことによって直接法，間接ととによる泌逃水ほの値jJく

{本 A 致したことより， _.. [1 乃:t~二日 Ir'iJの惑によってアコヤガイは正に近い吠態になったので

(まないかと忠われる。

?こ h 実験室で 4lのガラスパ、ノト:こ 2ケのアコヤガイを入れてう 1週間以とも飼育した場合

は ì~~、過 ;J(星はう古 5.7cm，背縁部の長き 4.9cm の個体で 8 e !hr.以ヒにj圭する{I理体もあった。こ

れの原因については今III[は言及しないことにするじ

次にラ実験ガラスパット Ij:1のクラミドモナスの浪肢については， Jゆgensen(1949a)， Chipm且n

1立び Hopkins(1955)ラFoxet al (1937)が一躍;泌lJ品ヰくに関{系がないと長ーっている〉 しかし，

Loosanoff及び Engle (1947) は Chlorella 2000，000ケjcc，Nitぉ chia 70，000ケ/cc，Euglena 

3000ケノ cc以仁になった以合には O川 terの feedingrateが下し貝殻の間関j生誌が変化してく

ると述べているので，プランクトンの濃度fJf自jくなるにつれて，減過!J<:訟の低下が考えられるつ

事実，今回の実験lふ Chipman7.えび Hopkinsの場合に比して高濃度のものぞ用いた。それで

極端:こ濃度が高L、時は強過水豆が少なくなる外は大きな変化はなかった。即ち 340，000ケ，'ccの

場合:土 1時間]764ccの水量で， 100 ，000ケ !cc~50，000ケ /cc の場合は平均 3124cc となり， I~J らか

に高濃!立のときは鴻過水1~ が少なくなったc 1克濃度のクラミドモナスi容液に入れむさ.iJi，17J<:量;うf低下

した(附体を更に低濃度のj容液(こ入れると，総;品水量は内一び哨力11しにづ

大きさと鴻j邑水量の関係についてみれば，大きい似体程 1f肉体当りのj慮逃水屈は大となってい

るししかし，日休部の虫;最 19 当りの泌j品水を~.えるとき，小ざい個体，即ち， 1'i l、そして成

長しつゐる個体程大きくなっている。この712い値体程， Hi本吉!¥1g当りのj治G品水量が大となるこ

とはすべての lamellibranchsに共通でゐるとjEわれる。

最近発表されたものの中より， lamellibranchs の j慮過 7J<:~f ， iE長過を示し，アコヤガイのそれ

と比較すると次の表3の通りとなる。尚ラ i騒u凶水量とi相変心関係については後日にその論議を残

すことにしておく。
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一衣

極 名

Ostrea virginica 13 

Mytilus edulis 0.055 
0.32 
0.38 
0.27 

M. californianus 30-70 
9.4 
21.7 
86 

Pecten iγrdians 3.3 
8.8 
12.7 
20.6 

Cardium edule 

P. marlensil 1.5 
9.5 
13.0 
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9-30 

22 
16-19 

14-15 

20 
19-23 

21-25 

17-19 

23…21 

1.0 

0.16 
0.72 
1.1 
0.68 

0.1 
1.4 
2.6 
6.4 

0.99 
0.93 
0.79 
0.71 

0.5 

0.44 
0.33 
。‘28

結

HB和 32与二

者

12-14 46 

160 
120 
155 
135 

Galtsoff et al (1947) 

一二枚貝の江主jfj古水量(Jφrgensen1954より転戦)

Fl'" nl*言fSlg当… 一…歪素rmg~rl り ー …

;;t混Ji品材料戸FJiltE研究

jφrg巴nsen (1949) 

5-6 9--5 Rao (1953) 

3.26 
8.21 
6.67 
14.72 

Chipman & Hopkins 
(1954) 

Will巴msen (1952) 

0.65 
3.12 
3.71 

;;a. 
日間

アコヤガイの品水量及び鴻過率をl直接法と 11日接法を用し、て実験室で測定した。この結束，次

のことが判明した。

1) 直接法により得た結-来と，附護法により得?こ備とは大休日じ程度でゐった。凶]ち，

約 6.7cmの個体で，直接法より得た値， 11'¥i接法より得?こ値は，夫々 3.71t /hr.， 3.12 t ，hr.とな

り大体似たかお品水量となった。

2) 21二令による j部品水量の相違は，殻t1j2.8-3.0cmの個体で 0.66t /hr.， 5.0"，-，5.6cmの個

体で 3.12e jhr.， 6 7~6 8cmの倒休で 3.71t /hr. となったっしかし，この値は平均値であって，

個体は相当に)¥_き L、。

3) 品不(11]3問の;gg過水量/アコヤsctlケの重量)をみると殻肖 6.7cmう貝休部の平均重

量 13.0gの個体で 0.28t /hr.， 50"，-，5.6cm平均主量 9.5gの個体で 0.33t /hr.， 2.8~3.0cm 平均夜

景 15.gの個体で 044e /hr.となりう主il、(隠体程(u白は大となった。

4) アコヤガイのj長過水量及びj慮j品本を他の lamelluヲranchsのそれと比較したυ

Summary 

The water filtration by the pearl oyster， Pinctada maltensii (Dunker) was studied by the direct 

and by the indirect methods. 

1) The average rate of propels water through mantle cavity were approximately same in both 

indirect and direct methods. But， they have wide range for their water propulsion， 0.90-0.45 

liters/hour for a samll pearl oyster (Shelllength 2.9cm)， 5.04-1.12 !iters/hour for a medium 
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size pearl oyster (shell length 5.2cm) and 3.41-4.0 liters/hour for an old oyster (Shell 

length : 6.7 cm). 

2) The average rate of water propulsion， for an old oyster was 3. 7l1iters/hour， for a medium 

size was 3.12 liters/hour and for a small was 0.66 liters! hom. 

3) As for the water propulsion rate for per gram of soft parts of pearl oyster per one hour 

were calculated. The rate of a yonug one was larger than the older one. 
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アコヤガイ血球の顕微鏡的観察}

川本信之・中西捨吉

三重県立大学水産学部

動物体の血液の物理化学的性質や血液像の変化で，その動物の病理的或は生理的変化を推察し

得るという事は周知の事実である。同様の意味において孜々はアコヤガイの血液像を知る事が必

要であると信ずる。一般にiW存微動物の血液像について研究されたものはきわめて少な li，特(こ

アコヤガイについて問究されたものは全く見られないので，その来礎的研究としてまず顕微鏡的

観察を行つ?こ、次にその結果ぞ報??しよう。

実験方法と使用材料

材料としてはアコヤガイ Pil1ctadamartel1sii íDunker) の 2 年~5 年，位長 4cm~8cm を使用

した。採llIlは心臓に注射針を刺し，スライドグラス上に主主J本乾燥後， メタノールで 3分間固定

し，エーテJレ，アセトンill¥i夜で脱JJ日した後， Giemsa法， lVIay-Giemsa i.t， lVIay-Grunwald i.よで、

染色し，顕微鏡で観祭した。

観察結集

アコヤガイの血液には{むの多くの軟体動物のそれと同様赤血球ば全く無い!すべて1'1血球でゐ

るo i'lllrllまには多くの時出があり，学者ーにより分去やヲ命名法が異なっているが，筆者等J立大

楠 ('40) の分額に従って，1w;果臼lfo.球，果粒白血球，色素果粒1'1凶Ll永住びlこ特珠山JIll球の 4

障に大別する，以下順次観察結果を述eくよう。

I 無!哀 j~'( I:J ml f求

本山[恒球;ま果粒白血球，特殊i'llfLl球及びそれらの母細胞を除いた残余の白血球を総括するもの

で，即ち Hyalinc!eucocyte iこ相当する。

この障の 1=lllll球は色透明な細胞質を有{ノラ!為足を出して]生動を行う σ 本 1~1 l(11球は淋巴球， 11'¥ 

核球及び組織球に分知される。 j以来杭(1血球数は全1"11(11球中約60%~709(;に相当し， 1'1血球中最

も多い寵類でゐる。次の三障に分げられる。

( i )淋巴球

淋巴球は全IJJ血球中約 10%~ 15 %をしめ，大きさ7;(~ 15(~，時;こ 15μ~ 18μ のものも少数

ネN"obuYuki Kawamoto and Sutekichi Nakanishi. Microscopical observation on the blood 

corpuscles of pearl-oyster Pinctada martensii (Dunker). Bull. Natl. Pearl R邑s.Lab. 3: 201 ヨ05.19:57恥

(国立真旅研究所被告 3: 201--205.昭和 32年 12月)
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乍ら認められた。細胞の形欣は円形， fjl~形，特 lこ変形して不定形のものが多い，筆者の観察では

る朕態を認めた怯:ま細胞質の大部分を L~ め，形肢は大体において卵形に近いが，不定形

もI可成り見られたl¥!Iay-Giems乱の染色で細胞質J坊主桃色，肢は赤紫色になる(f文!版l.25~30) c 

( ii )市核球

単核f求 l立照果粒 1'1血球汁i最大形で大きさは 14μ~28μ，時には 30μ に達する。細胞質は円形，

卵形，野蹴形l¥!Iay-Giemsaで濃桃色に染色するコ核は大形，大体楕円形， 11)fにくびれ又は分葉

し，稀:こ核が 2個存在する場合が見られた。 May叫 ;imsaで紫赤色に染色され，粒!伏ci)染色体を

含む。 m核球は全1:'1血球ヰ!の 20%~ 30 9bゐわ特lこ貧f食性が著しい (1文I!仮l.17-24)c 

( iii )組織球

本細胞は責喰物質を2?i有する。染色により 2障に分けられる。即ち Giemsaの染色により，

貧l食物質が濃占色になるものと，色透明で出聞が淡青白に立さまるものとである。前者

民 の大きさは 15/(~ 17μ，大小田:々な大休円形の貧l食物質を合む。 f走者は lOlt~ 15μ，食i食物質が

1~3{lèiで長円形をなす。この組織球は円形叉(土日I~形，紗;(立大小tf:E々，慨して小形，情FIJ 叉{土脊

奇形でゐる。lVIay-Giemsaì.去でおHIJ包買は淡桃色，核;立赤紫色:こ染色される。形態カ_{ま~こ近似

しているために， ììc1核球[こ入れる "'ì~:者もある(閃版1. 31~35) 。

島

![果粒 1'1 I侃 球

色或は淡黄色の果粒(本を含有する IJlIll球を総vJ;する。全白血球中 20c;，も ~30% ある c 本1' 1 血

球をコ二オツン 11言好性1:1血球と邸主性i格好白血球に分獄する。中'Itp実好性l'Ilfll球はアコヤガイには

克己1らない。一般に前 2者の割合は 3:1である。果粒休は不定形で‘変形運動7rS認められる。

胞賀は全体として k形で 10/1~ 22μ，伎は 3μ~ 5;1" 通常 li闘であるが稀に 2個或は 3個の場台

がゐる。細胞質は旺盛な;運動性がゐり，針;吠突起を出し活発lこ運動し貧i食作用を行う。

( i ) こにオジン晴好性1'1[Jjl球

脊椎動物ではエオジンi省好性['1血球は全ド1JUl球の 1%に過さないがう無脊惟動物では一般に全

白血球コ約半数lこ達するi見合があるといわれているが，アコヤガイにおいても 15%~ 20 9b存在

する，大きさは 10μ~ 21;ι でlVIay司 Giemsa法で肢は桃紫色で大部分のものが 1個， Ii与に 2181ゐ

h 形が種々である。即ち vm~ ， w型等も見られる。しかし_.-般に核は円形で細担質中には大小

種々の果粒が見られ桃色{こ染まる。細細買は淡桃色である。形態は円形，卵形，楕円形叉は不定

形で細胞質からの偽足突起を出しているものがある。(関!坂1. 7~12) 。

本細胞の喰作用を観察するために森 ('28) の築計法を使用した処，本来日j'J包並びに次;こ述べる，

色素果和白血球は盛んに偽足を出して運動し，スライドグラスヒに散在する塁粒子を体内:こ;采喰

するのが見られた。大楠 ('40) によるとエオジン培好'1/1:1" 1 jJJ[球は寄生虫病の場合に地加すると

いわれているが，汚染の機会心多い無脊推動物l血液において，此の種のIITl球の多いことは同様の

意味を有するのかも知れない。

( ii ) 出基性暗好性I:U血球

i74基性i麿好性白血球は全 1"1球中 5%~8%でブてきさは 10fL ~ 23/1，ラ May-Giemsa1.去の染色で細

胞質は濃紫色で形態は卵形ヲ円形及びその変形で果を多く見る，思紫色をldす。核は々の形

態であるが慨して円形，時{こ念珠肢にくびれ，いわゆる多型核が多く見られる。 Giemsaで濃紫

色にや〉赤色を呈すっエオジン晴好，tl:I'IJiTl球より運動性は大きい(凶版1. 1~6) っ
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E 色素果 1;立1'1血球

果:f;i.白血球件\エオジン l啓好性及び出基性格好性の各 [~I 血球の外に May-Giemsattで染色し

7こl祭，細胞質が黄色，果粒物質が黄出色lこ染まり，核のみJ炎紫色になる果 1'llfTl球がある p この

障のものごと中院・清野 ('20) は黄色和lIfJr1と呼んでいるが，大植('40) によれば色素果粒白血球

と称しているのでこれに従った。

色素は恐らく Lipochrome 系のものと考える。本Hlíl1球は全 1'1血球rllの 5%~7%で，大きさ

は大小ゐり 4μ~26μ， ~.去は果物質で、おおわれているため不明瞭でよるるが，大体において卵形

文はその変形である。活発に運動する['J liIl球で責l食性強く生体染色に強陽性を示す。此の色素511:

I'J liJl球は本来は栄粒[:1血球か広義の淋巴球lこ包含さる jjJきものでゐろうといわれている。細胞

質はたfく白血球I:flで一番変化にとんだl:fl1球で、ある(凶版1. 13~16) 0 

lV 特殊 ['1 lin. 球

以 1:0)分1Jiに人らない関知の細胞をひとまとめにして特殊iノ 1[[11球とする。無脊椎茸物の 1': Jiuf5]( 

には紡鈍形細胞やj注目liJl細胞をよく見るが， アコヤガイには見られず， fz糸制nlJ包， qE胞制II胞とJ3わ

れるものが制察さ7.LIこ。
(1)fT 糸 細胞

細胞質内lこ好余接折した糸![J(4t1を見る(llIll球でゐる。糸肢体は細微に主なっており， '核;ま認め

られない。 Giemsa 法で染色すれば糸版物は淡桃色うくは淡赤色で、細胞質の中心部にあり 4~7

本の糸肢体j!'>見られる c 糸;氏物により細胞質はせまく，此のために核の存在が不明確なのかとも

考える《大きさは 12μ~20μ(図版 1. 39，40) c 

( ii )空胞細胞

細胞質[+11こ大小田々な空胞が多数ありち注目るものでは細胞質より空胞部の万が多く網目肢を呈

するものが多く見られる。絞は一方lこ偏在し一般の1:[Jirl球よりや、小形である。細胞質の形態は

不定，大きさは 18μ~ 23j.l， May-Giemsa法で核は桃紫色，細胞質は淡桃色に染色する o ':')-ill包は

無色透明でう運動性は認められなかった(閃版 1. 36~38) 。

以 l:記述の白血球の外に所属不詳の細胞が観察せられたc 即ち May-Giemsa7.去で染色した場

合，核と細胞質こ濃桃色になるものである。 肢が卵形，円形で微細な粒子からなり，細胞質

は卵形，楕円形又は不整形，大るさ 10f~~ 22μ で細胞質中にも桃色のiJ%v細粒子ir>見られる。これ

は特例i r:! JÍIU求の変形したものか又は I~J 血球の時的i/:k態のものか明かでない(閃版1. 41~46) 。

図版1. 47~48 は特別の欣態民IJ ち疫病欣態:u(J血球と考えられる， 49は著しい偽足突起をよれ

している小淋巴I球， 50 は同様町核球のものである。

本研究は株式会社日本ノ-{，_)レ，並びに貼付真珠養Iju'[場の好意lこより行会われたものである。こ〉

[こ深く感謝の還を表す。父iFii山活夫所長の配慮uこより国立真珠研究所報出 lこ発表する事となっ

たう厚く感謝の意を表すc

文献

保科利一 1922 潟産無脊惟動物のIUJ.液.養殖会誌、 9; 291~294 

Kawamoto， N. 1927. The anatomy of Caudina chilensis (]. MiiJler) with especial referance to the peri-
visceral cavity， the blood and the water vascular systems in their relation to the blood 
circulation Sci. Rep. Tohoku Imp. Univ， N 2. 3. 
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?高野・中院 1920. 無斤椎IDH初の血液j休巴細胞について.京大医学誌 3.
大絞主主志夫 1940. 無イ了椎茸b物の血液.~予~~先 53: 528. 
高槻{会-1948 牡蝦.j反報堂.
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アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker) の

浮諜仔貝の生理生態に関する研究

1 1字詰寄仔貝の低比重海水に対する抵抗力について*lj

太 出 繁

国立真珠研究所

アコヤガイの{宇治f1'只の出現期1mは大体6月ド旬から 9月中旬頃迄であるがうこの期間{こは海

況の急激な変化が生じ易く，洋治仔貝の消長:こも産卵量以外:こ発fn会 1-:.(こ障害となる環境抵抗の

ゐることが明らかである。しかし台風の際の例の如く各盟素には相互に関連があり，複合して作

用するためその解析は悶難な場合が多い。

長崎県では浮泣iJ.仔貝の出現則問 I!~ tこ台風の影響とは別に前線の停滞により p しばしば
ふ

(]) 

り， ，俗況の変化も海水比重の低下を主とすることがあるがこの助合にも浮慌仔貝のiJ\現量í~))政誠

するのがである。これについては出水により沿岸部に比[鮫濃慌にj宇治していたものが内全般

に宜散3れるとか或は湾外への流出等が考えられるが，海水比重の低 Fによる影響も決して無視

することは出来なL、。

アコヤカ、イの低比重海水に対する抵抗力についてはl況に結域(1951)，川本(1954)，小林間

(1955)等のがあるがこれ等は全て成貝或は稚只に就いての研究でラ浮櫛(子貝についてはま

だ切らかにされていないコ?こだ三軍県水産試験助が実抱した;カサラギ」池における詰験や

低比:rf(の川 I~I :i!J:くに稚貝が懐息することがゐる事等から浮出!子はも低比遺海水に対して低抗}Jが

案外強いのではないかと推察される程度であるので本実験を試みう市成績予想の資にせんとし

Tこ3

畿 報告に当り校聞の労を執られた国立真珠研究所長高111活夫氏に深謝の意を表する η

材料 及び方法

材料 浮仔貝は自然発生のもので他障とのほ別や発生ステージ別の選別が悶難であったの

で，そのままのものを実験に供したο

方法 誌験糟として筏 12.5cm.深さ 2，5cmのシャーレに楕釈海水(常態海水を良質の井水で

稀釈し， pHは 8.3tこ調節)200 ccを入れたものを使用し，実験中水温の変化を出来るだけ少く

* Shigeru Ota. Physico.ecological studies on the free swimming larva of the pearl oyster 

(Pinctada martensii Dunker)， 1. On th日 resistibilityof the larva for the low salinity sea w昌ter. Bull 

Natl Pearl Res. Lab. 3: 206-210. 1957 

1) 国交真珠研究所業績 NO.28. (国立真珠研究所報告 3: 206...210.昭和 32年 12月)
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するためにこれを水道水を流したパットのI'!"に置いた。

の!緊に;長タi([喝のくの比重7;)低下する場合は表面水7/'急{こ低下し， しかる後{こ徐々

に及ぶのが普通でゐるので， (JE試材料は各実験とも最初常態海水から標準比重 (o15)

12.50* 前後の稀釈海水 -24時間に約 100ミリの降雨量があった際の大j、;JJ!j地先における水面

下 0.5m前後の!醤の海水比'F:にj{j'Jflす……ーの 1j:1iこ約 21]寺jI1!，jJ反容した fで， これを各比 ~TI水の試験

槽に移い A 定11{jlmHむこ覧死数をitJfDべfこJ 生死の判別は繊毛運動を主とし，識もの運動している

もじ乙は全て生子).:とい停11:していたものについては史に内峨部の通勤について臨めたコ

なお実験iこ用いた稀釈海水の比mは ilJ間近の養矧1誌における観測正録(こより実122の例(こ出

来るだけ;s:いものを選んだ。

験

各開(正比京海水中における

見を比:r:]l:18.50 C官接潟水)から 03.67までの 6段階{こ i羽(裂した稀釈海ぷの誌験楠に収

し， 2411日をにi宇部fj'.fl全数について繁死数をべたがその結果は苛}l表に示すjillりであるの

実

(Aug. 1O~1l. '57) 
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各麗低比重海水中における実験
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標準比重

18.50 
12.59 
10.50 
08.50 
05.50 
03.67 

D Straight hinge stage. E.U: Early umbo stage 
U Umbo stage， F Fuil grown stage 

1 試験階水iI品 27~29CC 

2. pH 8.2 ~ 8.3 

この表に見られる立11く比A1050 iとでは箆タヒはなかったが， 08.50 以下では乾死が暁われ，

03.肝心誠で、は児死'f-¥(臨死数/全政¥、 100) は 30%以 i-1こi圭してし、るこl 生死の判引は前述の

立11)繊毛の活動によったが比IP:05.50， 03.67の試験楢では生らしているものも荊んと例外なく

軟体部が弛緩い特に比疋 03.67の試験惜のものは商探(Velum)の組織の一斉[)7J'崩壊するか或は

その直前と忠われる状態にあったが繊毛はなお注動をしていた。この様な状態で、 03.67のほ比:rTI

にても 24r時間後の生存率は約 70%にもなったが，これ等はたとえ常態海水(こ置換してもこれfj、

['，生台-/:f続けることはほとんど困難と推測される紅のものであった、

比重:の値は lを減じ 1000倍せる数奇使用す，以下fRJ心。
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I 比一illを変化させた場合の実験

A 実験!の結果から比泣 12.00位の海永中{こでは 241時間経過しでも支障がない様に考えら

れたので本実験においては浮時[子工H:'比!f(12.42 から 05.84 まで 7 段階に調製した稀釈ノ，}~の試

験機:こ 24時17¥J牧容し，その後各階とも一様に比lf(12.51の稀釈尚水と換4くして 換水の際は

!司 ~7J-(掘に調節す これに 241時間(実験開始後 24~48 時間)政官した後，再び同比 j市川稀

釈ifi}7J<:で険水して引続き 24IJ.'J ~'iJ (実験開始後 48~ 7211寺山J)牧がし，実験開始後 24‘ 48，72時

間後の鞄死数を，:;1111べfこ。その結束をi収纏めたのが第 2表並びに附表 lであるし

第 2表比立tを変化させた場合の実験 A (Aug. 12~14， '57) 

翌E死ネタふ 241時間 48 fI与 I，，"~ 72時間標準比ill

24時間 24~72 会数々) E.U U T E.U U T 
ID~F: 

12.42 12.51 。 。 4.5 1.7 15.4 15.0 12.2 
10.59 同上 。 。 6.7 2.2 13.0 12.7 15.7 
09.57 同上 。 5.9 8.7 5.0 24.4 25.9 22.1 
08.97 同 l~. 。 7.1 5.9 7.3 21.4 30.3 28‘4 
08司02 同仁 。 16.7 26.7 17.6 40.5 42.9 38.5 
06.85 同上 。 31.8 29.6 29.8 65.2 71.4 67.0 
05.84 同上 9.8 70.0 74.2 68.2 93.5 94.1 91.0 

註 1. 試験楠;Jく磁 26~28'C 

2. PH 8.2~8.3 

第 2表によると最初jの2411与問では比重 06.85までは艶死はなく，比重 05目84で籍先本 9.8% 
と大体実験 Iの結果に近かったがその後詰験惜の海水比主を高くしたにもかかわらず 48時間後

には各槽とも箆死を見，その鞄死率は最初の 24時間の各試験槽の比重;こ反比例して明加してい

る。 72時間後の箆死率は 48時間後のそれに比べ更に明加し，最初の比置が 08.02の試験結iでは

全数の艶死率 17.6引が 38.5%に，同じく比重 06.8l'lでは 29.8%が 67.0%と飛躍的に増加し，

比軍 05.84ではほとんと、全滅で，最初の 24時間に接した低比J主の影響が如伺に大きいかを示し

ている。

発育ステージによる抵抗力の芝については， D型期 (Straighthinge stage)及び成熟期 (Full

grown stage)の数が少く比較が困難でゐったが初期殻頂膨出期 (Earlyumbo stage) と殻境影出

期 (Umbostage) との問にはほとんど差が認められず，叉D型期のものはどちらかと言えば予想

に反して抵抗力がやや強い傾向が覗われた。

B *実験は大村地先において降雨により低下した潟水比重が常態に復する実際の場合lこ近い

条件で試験糟の比重を 24時間毎に高くし， 72時間後{こ前法{こ I1買じて鞄死数を調べ?こ。結果は第

3表並びに附表2の通りでゐる。

最初の比重が 08.23の試験槽の 72時間後の艶死率は約 15%であったが，同じく比重 07.21の

場合は約 60%と急増し，比震 06.18及び 05.35の試験槽では 48時間後に比率:が常態lこ復したに

もかかわらず艶死率は 80%以上の高率を示し，最初の低比重の影響の大きさを明らかにしてい
-? 
'CO。



210 国立真珠研報告 昭和 32年

第 3:}ミ比重を変化させた場合の実験 B (Aug. 26~28， '57) 

標 計岸L 比 3玄 72時間後の挺死 I.j';
供 試 数

24時間 24~48 48~72 E.U む T(D~F) 

21.82 21.40 21.88 97 4.1 2.9 4.1 
11.30 16.69 !司J二 129 4.2 。 2.3 
10.27 15.67 同ヒ 128 6.0 2.1 3.9 
09.25 14.64 rl'i]J二 98 4.7 5.1 5.1 
08.23 13.61 !司上 96 12.0 16.7 14.6 。7.21 12.59 同と 144 67.1 61.8 59.7 
06.18 11.56 向上 109 84.9 93.6 83.5 
05.35 10.54 IfU仁 161 91.7 98.2 93.2 

註 1. 試験槽水温 26~29'C 

2. pH 8.2~8.3 

考察

前述の実験結結果から浮j利子貝の氏比近海水に対する抵抗力を考察するに，比互の回復が早け

れば 10.00 変迄は比重の低下による直接の影響はほとんどないものと考えられる。しかし地形

によりイ[tに論ずることは山来ないが浮慌仔日出現の濃筏屑である水面ド1.5m前後の腐の比

iJ1.が1O.00.CJFiこ悶下するは〈な場合には早急に比Eの[ilJ復は望み難く， (反に実験 H--Bに近い状

態で、i回復するものとすれば北京 08.00~ 10.00の施問は危険でゐる c

本実験は比重のifJJ復速度や比主低 iごの際には必ず現われる水温の変化，更には比主の変化に伴

う浮泌{子氏の垂直移動(充分な調査ではないが大村湾における現庄の主な係苗場は一般に水深が

く顕なま直移動は観測されなかった)等の条件を湾伝しなかったため不充分な点が多々ある

U¥米ないがたとえ 24時間程度でも汗訪日子貝7J)07.00以下のほ比重に接したための後

を与えるものと考えられる。

摘 要

1.アコヤカ、イの浮il1Ji子貝の(氏ltill海JJくに対する低抗力について室i司実験を行った J

2. 実験の結束，見出低ドした自然環境のiiU:;}くがそれに 24時間接した浮櫛UHの活力

影響をi5国的に次の諮問としたc

安全 12.00以じ 注意 12.00~10.00 危険 10.00~08.00

3. i手出仔只の出現時期lこj宇治7帽の潟水比豆J/'07.00 p)、Hこ低 Fする

影響与を 与えるものとtii'察される。

参考文献

採百万完結に大きな

(1) 国立真珠研究所大村支所 1956~1957. 大村市玖向rli街地先における養刑場観測記録。
(2 ) 太田， 1"1' 凹 1956~1957. 大村湾におけるアコヤガイの浮滋Hこ只の出現状況調査， (未発表)

( 3) 三近県水建試験場 1956. ~宝珠養殖関係資料。
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附表1.

実後験開襟 f襲 f十
始の

千子 第 死

時 間比 重 D E.U U FZ十 D E.U U F 言「

24 12.42 7 16 22 1 46 。。。。。
48 

l12.51 
10 16 21 9 56 。。1 。1 

72 5 11 17 3 36 。2 3 。5 

24 10.59 8 14 32 7 61 。。。。。
48 112.51 

8 15 19 3 45 。1 。。1 
72 9 20 26 4 59 。3 7 1 11 

24 09.57 8 22 34 2 66 。。。。。
48 {山1

15 16 21 5 57 。1 2 。3 
72 12 31 20 4 67 2 10 7 。19 

主
24 08.97 8 23 31 8 70 。。。。。
48 7 13 16 2 38 1 1 1 。3 
72 12 11 22 3 48 1 3 10 5 19 

24 08.02 9 27 44 13 93 。。。。G 
48 5 10 11 2 28 。2 4 。6 
72 5 25 24 5 59 。17 18 2 37 

24 06.85 7 26 32 6 71 。。。o 。
48 8 30 19 2 59 3 14 7 1 25 
72 4 16 10 4 34 4 30 25 10 69 

24 05.84 13 21 20 1 55 。1 5 。6 
48 

112.51 
6 12 8 1 27 6 28 23 1 58 

72 2 2 2 。6 9 29 32 1 61 

附表 2.

匙
様、 当E 比 重 生 存 奨 予E

24時間 24~48 48~72 . D iE.U U F 計 D E.U U F 言十

21.82 21.40 21.88 5 47 33 8 93 0 1 1 l 3 
11.30 16.69 21.88 18 68 35 I 5 126 。3 。。3 
10.27 15.67 21.88 19 : 47 47 10 123 。3 1 1 5 
09.25 14.64 21.88 12 41 37 3 93 。2 2 1 5 
08.23 13.61 21.88 9 22 10 。41 1 3 2 1 7 
07.21 12.59 21.88 11 23 I 21 i 3 58248342i86 
06.18 11.56 21.88 7 8 2! 1 18 . 13 45' 29! 4 91 
05.35 10.54 21.88 4 6 1 。11 21 66 55 8 150 



真珠袋の組織学的研究

III. 形成初期におけるピース並びにその

周関組織の変化勺)

中 原 陪・町 井

国立真珠研究所

昭

現在行われているアコヤガイをはふiとした真珠主主引で、;ム外とう膜片(ピース)を貝殻で、作っ

た球形の践に添えてf自のと{の生究I'i腺IJ:JIこそう入する核人れT刊号(タマ入れ)が行われている J

入れ子術後ピースが変化して良珠袋を形成するが，その過程についてはすでに Kawakami(1952， 

1953)， Ojima and Watanabe (1953)， 白木 (1956) 及び日JJI二・中原 (1957)等によって制察ざれ

たぺ Ojimaand Watanab巴はイケチョウガイ (Hyriopsisschlegelii)では手術後 5flで呉珠袋が完成

されたことを観察し，アコヤガィ Pinctadamartensii CDunker) では Kawakamiは;J<iihl 280 Cの

とき核入れ手術した場合は 7Fl， 20
0

Cの場合は 34U 1:乏に真珠袋が形成されると述べた。ま?ニー

青木;も秋から初冬にかけて同様の観察を行し" JJ<i昂22
0

Cの場合は 15"-"19日， 20
0

Cの場合は

25 "-"30日かかつて真珠袋が形成されるのを観察した。一方，若者等(町井・中原 1957)は主に

春から夏にかけて真珠袋の形成日数を観察し， 4 月には~、{間体で 71二1 ，おそい個体で 17 日，

8月lこはそれぞれ 3日， 121]かかることを述べ， Kawakami， r':i二本等の観察結果と同機(こ真珠袋

の形成速度はづくj昆の影響を受け，季節によってそれぞれ異なることを切らかにした。しかし，

珠袋が形成されるとく初期の状態におけるどース上皮細胞の変化についてはいずれも詳しく触

れていないっ Kawakamiは水漏 28
0Cのときピースを主7ill'{限内に入れて 24時間後lこはそれが周囲

の組織と融合し，外商 L皮は傷直!をおおいめることを観察したo EZfこ，ハラフィン1去をF郎、て

核入れ子術を行った場合， 24 n刊¥J1をにはピースはみかづき形をfiJ-し，内面上皮は退化し始め，外

部 i→皮も部分的に消失すると述べている η また，若者一等も前報 (IRJ:.II二・中原 1957)においてピ

ース[:皮及び結合組織に変化の現われるのは 4月(水j品約 16
0
C) Iこ核入れ手術を行った場合，

、!固体で手術後 2U， 8月では 11二lであることを述べたコ今回は真珠袋形成過程のとく初期に

おけるピースヒ皮細胞の変化及びピースと周囲の組織のむすびつき等について前報において用い

た材料について観察を行った。また，ピース!て皮細胞の変化を生きた付料について確かめるため

に，小さく切ったカパークラスにピースをつけて生殖腺内にそう入し，適時これを取り U¥し生体

.. 

キ HiroshiNakahara and Akira Machii. Studies on the histology of th巴 pearl-sac，1Il. Transforma-

tion of the mantle piece and its adjacent tissu巴 duringthe early period of the pearl-sac formation. 

With English summary， p. 213. BulL NatL Pearl Res. Lab. 3: 211-215. 1957. 

1) 国立真珠研究所業績 NO.29. (悶立真珠研究所報告 3・ 211.-215.昭和32年12月)
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12 fj 中E71・1日弁ー 完成袋の組級守的研究 nr 2i3 

観察奇行ったっパラフィン肢を使用した回定にがいても，生体観察においてもうピースの!二

皮細胞は移前後間もない墳に，一時的に細胞質の突起をもった本米の形態と呉fよる形になる乙と

が認められたつまた，ピース内面と周囲の組織の間に遊定細胞が多数みられる

むすびっく IfJz?こかj等かの役ii;Uを果すのではないかということを舵察したヘこのiVI冗におって懇切

な指導を賜わった高山活犬所長に深く感謝の意を表するつ

材料と方法

飯察した材料は前報 CIITHI:'中原1957)において使用した凶定材料をそのまま用いた。すなわち，アコ湾に

産する 3年生のアコヤガィ Pil1ctadamartensii (Dunker) の生組腺内に常法(し、わゆるつクロ入レ)によ

り直径約 4~5mm のパ弓ブイン伎を 1 {Iiilそう入した。阪入れ手術を行った時期は 1955年8尽4日，同 9

月20日， 1956年4月 17日.問 5月 14I二L 同6月8日，同 7月9日及び同 8月 1仁!の 7凶である。それ等を

手f，j;j後それぞれ 1，2， 3， 5， 7， 9， 12， 14， 17， 21， 25， 30， 45日投び 60日ごとに 101!li!ずつ採取し，手術点目(立を

10%ホルマリン緩衝液 (KH2P04，Na"HPO'lで pH7，0 ~こ ;;mI1ø.) ，ツエンカ一次等でl;i;liEした。同定後パラフ

ィン切J11を作り，エールリ、、ノ 1二・ヘマトキシリンーエ寸ンン染色，ハイデンハイン・アザン染色を1ft1iしjこ。ま

た，必要に氏、じハイデンハイン.iIi5たヘマトキシリン ライトクリーン染色及びマン・メチノレブルー エオシン

染色を行った。また， ζれ等国定際本の観察の他にヒースJ.J之の位体観察を行った。すなわち， 1955勾ニ8月及び

9 月にピースを長さ 5~6mmi三切ったカノ〈ークラスに密着させて他のアコヤガイの生汗 Ij)R内に入れて 5 日，

7日及び 11日後1こピースのは:J渋ちない慌に気をつけて取り出し，流動ノゼラソィンに封じ{立1日九'Wによって

観祭しだっ

観 察

核入れ手術によって生納涼i匂に移柏ざれた外とう膜片(ピース)は外面!二!日Lの面を核{じ

ヒ皮の面を約主の生存在臨組織に 1~11 げて般に岐している。内面ヒ皮はほとんどなくなっ

直接ifl主の生保{腺組織に持していることが多い。ピースの内而 i今度以外の立正常の外とう

の組織と変らないが，手術後 4月(l6
0
C)の地合は早く変化の現われる個体では 2!~， 8月 (28

0

_____29
0

C)の喝介は 1f]くらいたつと外面[二皮は規則正しく並んだ状態からやや(r[rl乏した形態を

呈寸る様になり，その結合がゆるくなる様な感じである。 またうゐる部{立ではとf支細胞は形態が

著しく変化して基底膜から離れ核面をおおう様lこ移行していると JBわれる像が観察される。こ

のとき土皮細胞は多くは思形あるいは多角形等を呈し，細胞質の突起をt:Hしているのが明らかに

認められる(図 1，2) c 以との変化は 4月 (16
0
C) に妓入れを行った場合は手術後 2~14 日，

8 月では 1~5う 6 日の間 lこ多く認められる。外面上皮に以 kの変化が現われるとほとんと

lζ，伎の周聞の組織及びピース円高 1:皮と宿主の組織の問に遊走細胞が多数みられる。こ

遊走細胞は栄粒性のものが多く‘偽)il_を出して星形等を呈するコま fこうこれ等遊定細胞の細胞

質はエオシンlこうすく染まり，アザン染色でうすいオレンジ色(こ染まる。一部の細胞には細胞震

中lこヱオシンに赤く，アザン染色でオレンジ色lこ染まる果粒がみられる。手術後間もない頃4月

では 1~7Ll ， 8月では 1-----2日後にはこれ等ピースとその周囲組織の問に多く集まった細胞の

細胞質はアザン染色及びマン・メチ Jレブルーーエオシン染色で青く染まる部位のみられないこと

が多いがう手術後それより日数を経たものではこれ等細胞の .gsiこアザン染色及びマン・メチル

ブルーーエオシン染色で育く染まる線維がみられ，この点で上皮細胞と見分けることが出来る様

になるつこれ等の細胞は遊走細胞に!11来するものと考えられる(図 3)。また，この状態Dみら
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れる l己主るのは 4月で、は核人れ手術後約7日 8月では 2，，-， 3日たってからである c

核入れ手術後日数を経7こ真珠袋において核の表面にひろがった上皮細胞は前記の状態から再び

変化し，糸状，紡童形あるいは立方形，円往状になって核の表面をおおい明らかに真珠袋一ヒ皮の

一部をなしているのがみられるつこの時期のどース外面上皮は立方形，円柱形等の細胞が排列し

ており移動性をもっていると思われる状態はみられなL、。秒、内lこはヘマトキシリンに濃染した

が明らかに認められる(関 4)。また，ピースとその周聞の組織はよくかすびついており，その

開には結合組織の線維が明らかに認められる。

一方， 8月及び9月にどースを他の個体の生殖腺内lこ移値し 5日， 7日及び 11日後に取り出

し生体観察を行った結果，前2者ではピースヒ皮細砲は細抱質の突起を出し伸長している状態が

観察された(図 5)0 11日後のものでは長く突起を出した状態はみられず，個々の上皮細胞は多

角形及び円形に近い形態をしており，すでに移動性を失った状態が観察された(図 6)。

考 察

核入れ手術後，ピースの外面!二)之が変化して核をおおい真珠袋を形成することはすでに切らか

である。今回は真珠袋形成のとく初期においてピ{ス k皮が変化して真珠袋 1二皮をつくる過程及

びピースとその周囲のむすびつき等について観察したc ピース外面上皮は核入れ手術後，細胞質

の突起をもった星形等を呈する細胞になり，あるものはピースの慕底膜から離れ， i去の表面を移

動していると思われる像が認められた(悶 2)c この状態は例えば8月では手術後 1IJ tこつとみ

られる様になるが，真珠袋の出来上ってしまったと思われる手術後 9日以上?こったものではこの

状態はみることが出来ない Kawakamiは水ね 28
0

Cのとき絞入れ手術を行L、24時間後lこはピ

ースの上皮及び結合組織に変化が現われ 6日後には真珠袋の完成されたことを観察した。ま

たちピースだけを他の個体の生可jfi家内{こ移植した場合も核入れ手術を行った場合と同じ時間で k

皮に変化の現われることを認めているつまた水温 25
0

Cのときにはが!の場合よりややおくれる

が， 7日後にピースヒ皮は陵商をおおい始めているという。青木も同様の実験を行い，それぞれ

3日， 6日後にピース外面上!支が核をおおい始めていることを認めている。 'ff..tこ，著者等は前報

?とおいてピースの上皮及び結合組織に変化の認められるのは 4月， 5月{こ核入れ手術を行った場

合ラ早い個体で 2日後， 6， 7， 8月lこはそれぞれ 11二i後であることを観察し?二。一方，ピースを

生~îil1泉内 K移惜して 5 日 7 日及び11 トi 後に取り出してその k皮制胞の生体観察を行ったところ

5日及び 7日後のものではと皮細胞は非常に伸長し長い細胞質の突起を出している状態がみられ

たが(関 5)，l1 I1後のものでは 1-.皮細胞は多角形あるいは円形に近い形を呈し細くのびた細胞

質の突起はみられなかっfこ(図 6)じ

Gatenby and Hill (1934)等は He!ixの外とう膜について組織培養金行L、上皮細胞及びアメ

ーパー状細胞の行動について興味ゐる観察奇行っている。すなわち培養後24時間jを経ると多数の

アメーパー状細胞が結合組織様の縄目をつくり大きなスペースを占めるに至る。そしてこれ等網

目構造の中{こメチルブルーーヱオシン染色で百く染まる線維を染め出して，これが結合組織化し

たアメーパー状細胞の偽足であることを主張している。且つ，この間においてと皮細胞も弱L、遊

/主性をもっていることを認めている。また，村上等 (1956) はアコヤガイに核入れ手術を行い，

23時間後にはピース上皮細胞の形態が不規則になることを観察した。

今回の定見察から，核れ手術によって移植されたピースの t皮細胞は一旦本来の形態が変り， -~ 

時的に遊走性をもっ様になることが確かめられたが，これは Gatenbyand Hill，村上等の観祭結

戸、

9き
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果と関連して興味深いことである。また外面支lこ以との変化の現われる時期にはピース内閣仁

皮の屈とそれが直接民している周囲の組織のI1司:こ多数の遊定細胞がみられ，これ等が互に網白状

につながっている c 著者等はこの位lこアザン染色及びメチルブルーーエオシン染色を施し

果， H数を経たものでは細胞質の一部に75Aく染まる線維を観察した これはlI:tこ網IJ状につなが

った遊走細胞が11数の経過に{、ドって結台組織化して，ピースとその周Ullの組織がむ、すびっく際{こ

こオ工三平を すびつけるはたらさをするのではないかと考えられる。

要 約

1.アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker)の真珠袋形成のごく初期におけるピース上f支の

変化， \ìf~ びにピースとその!訪問の組織のむすびつきミむについて組織学的観察を行った。

2. 8 月 lこ核入れ手術を行った場介、手術f後妥火体 1~5ラ 6 IJ (の})11":附i1札!

問lにこピ{ス i占皮系納細!日泊II抱{はま一時的lにこ和紛細f¥1胞指質の突起をもつfたこ形「態虫になり， この1mには弱L、遊走性をもっ

てL、るとj芯わオLる。

3. ピース内面と同区jJの生腺組織の1mに多数みられる遊定細胞のうちのあるもの

化してどースとその)，可聞の組織を臨むすびつけるはたらきをするものと思われる。

Summary 

Some cytological observations were attempted on the transformation of the mant1e piece and 

its adjacent tissue during the early period of the pearl-sac fonnation in the pearl oyster Pinctada 

martensii (Dunker). 

Jn the summer operation， the grafted mantle piece is partly c¥ii泌氏ntfrom that of the spring 

material. On 1 to 6 days after operation the epithelial cells transformed into irregularly roundishラ

polygonal shaped-bodies with pseudopodia. They migratcs along the surface of the inserted nucleus 

as shown in Figures 1 and 2， resulting in for日.1ationof the spindle-like， thready or cuboidal pearl向

sac epithelium (Fig. 4). Some phase-contrast pictures of the grafted mantle-piece epithelium are 

shown in Figures 5 and 6 (Fig. 5 from the material 5 days after transplantation). Figure 5 

shows transformed epithelial cells with pseudopodia， wァhileFigure 6 shows the feature from 11 

議 days af氏附ertrans叩pla削n抗ta抗tionin ¥明W叫柏えN寸功f寸あh凶 no ps 

the other hand， a de!icate nεtwork structure was found between the inserted mantle嶋 pieceand its 

adjacent tissue in samples few days after insertion (Fig. 3). It seems apparent that this is a 

structure which combines the inner surface of the graft with the tissue of the host 

Basec¥ on the results obtained in this study， the following statement may be possible， that the 

fine network structure found between the inserted mantle-piece and its adjacent tissue is made 

by the pseudopodia from wandering cells， and that the epithelial cells of the grafted mantle-piece 

seem to be low in w乱nderingacti¥ァityduring the early period of the pearl-sac formation. 
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図版の説明

1. ピースの外[訂ヒ皮，上皮細胞はわずかに形態が変り，遊定住をもち始めたと思われる。 1956j戸7月9日

核入れ，同 10日ホノLマ 1)ン緩衝液同定，エールリ、ソヒ・ヘマトキンリンーエオシン染色。 /430.

2. 1ゴースの外iliIJ:l之，上皮細胞は若しく形態が変り一部は主主!創設から磁れてi01屯している。 1956年4月1713

核入れ，同22日ツエンカ一同定，ハイチンハイン・アザン染色。 x500.

3 ヒ¥ス内何上皮のITtiと宿主の組織のむすびつき， 1956年4n 17日政入れ， I司22EIホルマリン緩衝If主i乱

定，エールリツヒ・ヘマトキシリン エオシン染色。 x500

4. 手術後日数を経?ニピース外向上皮，遊心している上皮細抱はみられない。 1956年4月17日核入れ， 5月

2日ホルマリン緩衝:夜間定，エールリツヒ・ヘマトキシりン エオンン染色。 x430.

5. ピース上皮細胞の生体観察，移組後5白日¢状態， 1幻体は変形し，細胞質立〉細い突起をもっており遊走

性がある。 e ピースの上皮細胞， w 返走細胞 ライツ位相差o x740 

6 ピース上皮細胞のtl~体観察，移航後 11 日自の状態，上皮の形態は多角形あるいは円形に近くなり，細胞

質の安起はみられない，遊定性ぞ失ったものと忠われる o e ピースの上皮細胞， w 遊ノと細胞。弓イツ位

相表。 /740

4生
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真珠養殖における挿核施術に関する研究

I1.外とう膜片の外面(貝殻面)が核lこ接着

しなかった場合について*

育 木 駿

富士真珠株式会社研究部 三窓県浜島町

養剤~!i真珠が形成されるためには核をとりまく真珠袋の在在が必要で、ゐり，アコヤガイ Pinctaぬ

martensii を母貝とした真珠養刑においては，その真珠袋はそう核11m手I~の際核と共に生'l1r:ía~1λJ(こ移

!泊された外とう膜片 (mantlepiece以下ピースとIlII:fす)の外面上皮(貝殻に接していた商の l::.

!支)がJ岐にそって変化しながら成長して形成されるということはすでに数人の芋者心2)3)心恥によ

ってたしかめられている。

浜錫げされる真珠のなかには有機質ぞ部分的に含んだ、シミ夕、マヘ含まれている有機買が多

く，その部分だけ突出した、突起真珠かなどこの障の異常形真珠や，あるいは核のま〉で出てく

る、シラ夕、マクなどが正常な真珠lこまじってしばしばみられる。これら異常形真珠あるいはシラ

ダマの成因がすべてそう核施術時の核とピースとの位置関係lこfJj{凶するものとは考えられぬ引が

正常な真珠を得るためにはすくなくとも核面にそった真珠袋が形成されていなければならず，そ

れがためにはピースの外面が核に接着する様lこ施討すを行うことが先ず必要で、ゐろうと思う。

第 1 が~I は胞術されてまもない状態であるが，ピースの外商と í亥面とが接着しており，理組的な

状態であるといえよう。然し実Is'Uこは胞やむされたものがすべて第 1図iこ示す様な状態になってい

るとは限らず，なかには第 2tま!の如くピーメの外面は核に面しているが，ピースと核とが接者せ

ずに離れた状態になっていることがあり，あるいはピースの外面が接持せずに第 3閣の如く逆に

ピースの内面が核lこ接着していることがある。これらの様にピースの外面が肢に接請しなかった # 

場合，真珠袋形成にどの程度差異がみられ，その結果L、かなる真珠が形成されるかについて今同

組織学的観察を行った。

本研究にあたり，御援助ドさった国立真珠研究所高山活犬所長並びに中原陪，町井昭lilrj氏史に

当研究部森岡範郎氏に深謝の窓を表する。

ネ ShunAoki. Some experiments on the nucleョrinsertion in the p巴arlculture of the pearl oyster 

iPinctada martensii)， II. Formation of the pearl-sac and pearl in the case when the outer epithelium of 

the mantle piece did not come in contact with the nucleus in operation. With English summary， p.226. 

Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 3: 217-227. 1957. 

(国立真珠研究所報告 3: 217-227.昭和 32年 12月)
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観察材料及び方法

ピースと綴とが高lU'.t二助合の料品由依完全!二供 したM~H立. 1955年 11月5円. 1955年4月2811，同年 6JJ26日，

同年7月11日，同年8月15日の各i時期にハラ フイン紘をf日いて， fT通fこ行っているfJil:.でそう絞』巨体jを行っ

たもので，施術後数阿にわたって[，t，j定したもの〉うち組織校，I!:i年:を作成後，光学顕微絞 Fでヒー スの外!日立肢に
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第 1凶. ヒース (m)の外I(ri[てt!i(oe)は核 (11)にj安打しており. l'!I!広1的Jよ状態とj心われる。て25
4 )]28日錐術 5月1n固定。

，1' 

n 

第 2閃ーヒースの外I(rj上皮は抜に而しているが， ヒースと核とは懐石せず[三百平行状態で能れてお

り，離れている部分には遊心r~: と思われる球状の細胞 (fc) が多く集まって含まれている。
x25. 4月28口施術. 5月5円|司定。

第 3阿.ヒースの内liri~ i ) が阪に桜おしており，外r(r i上皮は生州民 (g) 0-;組織に向かつてfr(lびて年
LノのJ'.[:e!と袋を形成しつ〉ゐる。 x25.6月26円胞術 7月3日間定。

以上L、ずれも H-E染色の阪本である。

3 

iIliしているが.t去::(，.せず離れていた場合の結果であるとIVJらか?と認められるものにつ小てのみ今回節祭を行つ

fニ。
メヒースの内l伺が核に後者した場合の組織観す誌に供した材料は.1956年 4月28日!シ、 ラフィン核を用いて作

為的にヒースの内向が践に按れする様に胞術 を行い， 民Ii術後 136日迄1乙数|口|にわたり[.r.1定を行ったものでゐ

る。

施術はし、ずれも 4 ~ 5 mm 大のハラ フィ ン核 と 1 辺の長さ を 2mm 内外1乙切 り取ったほ￥正万j形の ヒース を

JrJ い， 三年生の ア コ ヤ ガイ に同H与付~:tの万法i乙よって行った3 同定はホルマリン100/0 ì伎で行い. J悦灰の必要が

ゐると!よlわれた材料については三出化m・敵 ・ホルマリン桜波(三打11¥化酢酸 5%液9 ホルマリン 1)で脱灰

を施し，切片製作:立パラフノン法により，染色は Delafieldの Haematoxylin← Eosin(以下 H-E染 色とl附

す)あるいは 1¥11"lloryの染色で，光学顕微鏡によって観祭を行った。

観 察結果及 び 考察

( 1 ) ヒースと核とが離 れてい る助合について

ヒースの外面 は核に面 してい るが，核に接fiせずに離 れている場合 もその状態に色々 ゐって，
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今回のi(tlt'r，~(こよればヒースが核面に対してほぜ平行状態で離れている J弘fTもゐれば(印 21'-:(¥)，

メはヒースが肱面lζ対して料めの位同!こ移til'iされている地fTbゐ り(釘 41>(1)，ゐるいは ヒース

が折れ1111った状態で移航されている叫合もあった(釘 51て¥)。

r 
n 

-
~且司

.-同島・・・・・・・，..-・、

m 

第 4凶 ヒース (m)は絞 (n)κ対して斜めの位訟にあり，外Ifli上皮 (oe)の一部は肢に接.nし，
一部は絞れている。 x 25.8 月 15 n施術，同16日 1 ，1~lto

第 5同 ヒースが折れ1111った状態て干多ftI'[されている。x25. 8月15日胞f，jij，仰向IU'(後間定。
第 61~司. ヒースと核とは桜Ji'U-ず離れており，縦れている II\li二 J立遊心性の細胞と引先1細胞とがL、りま

じって多く集まっている。 なお， ヒ ー スの周辺は~二7\l'tl.ll fg)の組織にlilJかつてひろがって
いる。 25.6月26日純術， 7月3円|市立

第 7閃.ヒースと絞とはf主将せず般れており， Þlliれている IIIJに多く集まった遊，lnの~l"抱 ( fc) をまき
込む状態でヒ ー スの外!日上皮はど'.U~~を (P) を形成している。 メ 25. 6 fJ 26日胞術，7月16r 1 
lo'，1i主。
以上いずれも [-I-E染色の版本て'ゐる。

胞1，mをま もない頃の状態でゐるが，離れているヒニースと核面との¥1'，]に:ま，ほとんどの場合遊離

したお11胞の民休が合まれている 3 その遊離 した，j'-j!l胞の応体iY{，生航お1111包と Jま異なり ， 5 ----10/tの

大きさで， 1，まV球状の綱111出からなっている場合もゐれば(;:fP--... 91χ¥) ，乙れら球状 の細胞と生

対l細胞とがし、りまじって集まっている場合志ゐる(tf}6¥χ!l 今同 ヒースと肢面と の !l'i]にみられ

た乙れら球状の調!I胞のなかには，同聞の組織からはいりjるんできた遊心nの細胞で， るし 4ヒー

スが肢をとりかこむ点珠袋を形成しない場合，そこに制l織の再生非を形成する辺命をもっている

ものもゐり ，あるいは生爪取の組織叉はヒースの外面!一:皮から脱誕した創11胞もゐろうと jUわれ

る 。 川上ω はアコヤガイ舛とう肢の再生について樹祭しており ， 周 ~;~;'(1Sを切除した場合， 数 μ に

して内外Illrj側表皮から のびて来たうすい訂正哀皮が袋~)~ をは し， 切円から 多 く朱ーまつに rll)任主性

起源の遊虐性の未分化の細胞がその袋の内部に包まれて，再生よrをi乍ると述べている。

f 
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一万，)IliAの如く遊識した細胞の民体を介して肢から出れた!な置に移悩むれている ピースでも ，

ほとんど の場合ヒースの周辺 (メスで外とう膜から切り取った|涼の切J断面ゐたりをさす)が周囲

の生納挺に向かってひろがっており ，生州第の組織と結びつき， f去に面している外面 l→皮は結締

結l織を伴なってれ11ぴて，肢との，，"iJに;''tまれている遊説した網11胞の民体告まち込む状態で点珠袋卜

皮を形成している (第 6~9 rヌJ) 乙れら遊離した 細胞の応体は， 将来形成合れる よ'!~の内部に

まち込まれ，タヒiIJ&し，茶同色なシミ lこどるものとtfT.測むれる。松井 ・小品 .~立 jlP! ，立イケチョ

ウガイ HyriopsisschlegeliiをJlJいた山政袋形成にW，JするliJf究におL、て， そう人された ピースと核

とが接Jiせずに航れている場介， ー!払伎のないn~袋を形成 し， その佐核にそってWI 'lit' [ し ， ひ

ょうたん形の民日形真珠が形成されている のを観察している

第 8閃.ヒース (m)が核 (n):二対してや¥斜めの位irtにあり，ヒース と核と が自11れているf部分に

遊必陀の細胞 (fc)のlH体がみられる。 ぇ10. 6月26nli邸中i.7月3日間定。

第 9閃.非常に多く のi笠応性の細胞をほとんと'核全市lに合む状態で1'!:ehz(P)が形成されつ¥ある。

x 10. 8月15日施術， 同25口1，'，1定。
第10;刈.ヒースと核との航れ方はわずかであるが，ヒースと 核との1/'，]1亡'1:虻imにつながる結締組織係

の組織がjl}lとされており，ヒー ス:立JiH没され，核をと りまく uJ;1;袋が形成されていない。

なお，ヒースの外[日1:1之 (oe)はわずか絞っている。 20. 11月5日胞術， IriJ 11 f 11，'，1定。

第11凶.ヒースタIlf， iの一部:立生Wi '.l~ (g) の組織にお〉 われ，そのflI;う}にケシ を作る小むな ~'~E!、袋 (P ，) 

が形成合れており ， 一諸外の[市上伎は核をと りまく~'~.ej;袋 ( P") を形成しっ、ゐる。 x 30.
4 月 28日胞術 5 月 18日I，'~定。
第 8，9， 11 r刈は H-E染色，第101刈J)み 五'Iallory~~色力的本でゐる。



222 国立真珠研報告 間有132年

今回行った真珠袋形成初期の観察結果:から， ヒースと核とが離れた場合将来そこに形戒される

真珠の形状を推察すれば，目立れた部分の核面に遊起した細胞の集体によるシミを含む異常形真珠

になる場合もあれば(第 7図 8r;<1) ，非沼{こ多くの遊障した細胞を，断れている部分にけで

はなく，ほとんど核面全体に合んに児形真形成されることもあろう(箭 9図)。 場合によ

ってはピースが生州民の組織にとりかこまれ，埋没された状態になり核をとりまく真珠袋が形成

されでいたいことがゐり(t(ilO区j)ラこの結果は恐らく核の万はシラ夕、マになるのではないかと

准察される吋まれにはピース外国の一部分がうひろがってちた生刑誕の組織にお〉われ，ピース

の外面とひろがってきたその組織との11I甘にケシ(小町真珠，seed pearl)を作る真珠袋が形成され

ており，一部U_)外面トー皮は核をとりまく真珠袋を形成していることもある(第11図)0 この結果

は恐らく真珠とその債の生殖巣円にケシが形成されるものと推察される c

前述の如くどースがJ、主面に対してほ三平行状態で離れている場合，その外面と皮によって核ど?

とりまく真珠袋7))形成されるかう生刑巣の組織中;こtffii去されてしまって肢をとりまく真珠袋が形

成されなL、かは，離れ方{こもよるであろうが，離れ万がわずかな場合でも，今1I11の観察によれ

ば、移1'，['[されたピースの真珠袋形成力と， Jお聞の組織がもっ市生力との刀の勾配によって決まる

ものと般測された。即ちピースの真珠袋形成力が周囲の組織の同生力より|五感な場合は第 6~9

凶{こ示す如しピースと核との1mに再生組織が形成される以前にピースの外面 k皮は再生芽とし

てはい/)jムんでさに遊i主性の細胞の集体きによっては生死{細胞やその他組織から脱離した細

胞などもまじっていると忠われる)号まち込み核をとりまく真珠袋を形成するであろうし，逆に

周囲の組織がもっ再生力がどースの真珠袋形式力よりまさっている場合はピースの外面上!支がj去

をとりまく真珠袋を形成する以前にピースと核とのlilliJに再生組織が形成され， DiHOI)gI，第111ヌ!に

示す如くピース全体あるいは一部が思没された形になるのではないかと考えられる。節目凶は

11月初旬(水温約 200C)"こそう核施術され 6[1 1"1のものでヲ ピース周辺はや、まわりに向かつ

て(Iflび?こと忠われるが周聞の組織にとりかこまれている。これは恐らく， 1郊に示す如くピースと

核との離れ万は版くわずかでゐったが，この時期?ごと真珠袋が完成されるまで 25rJ ~ 30 日裂す

る5) 如く真味袋形成速度が非常におそいのでピースが成長して核をとりかこむ真珠袋を形成する

以前lこ離れた部分に生刑単につながる組織が再生されてきて，その結果ピースが埋没されてしま

ったのではないかと思う。第10図は Mallory染色の標本で，ピースは青く染まった結締組織H誌の

組識にとりかこまれており，なおピースの外面上皮はくらいオレンジ色lこ染まってわずか残って

L、?こー

( 2 ) ピースの内面が核lこ接着した湯合について

ピースの内面が核lこ接着する様に作為的に施術を行い，施術後数|立lにわたり組織観察を行った

結果，ピースの変化を大きく三つのケースに分けて釘 12図lこ模式的lこ示した。第 12区!の(イ)

に示しである様に経過するケースのものは 31Z1，出13凶iこ示す如くど{スの内面が完全に+亥

面lこ践者し，しかもピース周辺が生殖巣の組織と完全に結びついた場合で，第13閣に示す如く，

施術後数13tこつと先ずピースの周辺あるいは外面でもと皮が消失した部分とそれに{接していた生

殖巣の組織が結びつき，結びついた部分の外面上皮は面している生殖巣の組織に向かつて(111びは

じめ，最後には移植されたピースと生植誕の間lこ上皮の外の面を内側lこ向けた真珠袋が形成され

る。第14悶の如く，形成されてまもない真珠袋と皮の形態は t皮の厚さが一様でなく， ピース外

面の部分が厚く，その部分の上皮細胞は柱状細胞で，伸びて行った部分に従って薄く扇平であ

るc その真珠袋の内部lこは， Eosin tこ好染し無構造な設皮質 (periostracalsubstance)がわずか含

d色
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まれており，将来これら有機買が更に合まれ，これが中心となって，こ、 lこ業者のいうケシが形

成されると思われる。第14図に示す真珠袋の内部には，殻皮質のみしか含まれていないがラ殻皮

:¥Ei)戸ノ
})Vt 

('" ¥d 
A B C 

第12図. ピースの内一向が核i吋在者する様fc::hi!i術iJ;行い，今
同みられた種々なるケース O

(イ):シラゲ?になり，ケシが形成されるケース
(ロ):真珠とケシが形成されるケース。(ハ): 
異常形真珠が形成されるケース。
A:施術協後の状態で矢印はピースの外面上!支が
伸びていく方向をif;す。
B.真味袋形成期.C:.真珠質被岩期.m ピー
ス n 核有機質日:稜柱質‘.;真
珠質。

質の外lこ生鮮[細胞，あるいは

5 ~10μ の大きさでほ》球状の

細胞が遊離した状態で‘多く集ま

っているのがみられる場合もあ

るつ一万この頃のどース内面の

部分は 内面上疫が全く消失

し，ピースの内面と忠われる部

分の 1:には生嫡巣につながる結

締結[織が厚く発達している

がありう核をとりまく真珠袋は

形成されていない(第 14図)0 

Kawakami 1)もアコヤガイぞ用

いた真珠袋形成に関する研究

で， ピースの内面が核lこ接着し

た主場合， t表をとりまく真珠、袋が

形成きれない場合が多くヲ核の

横(こケシが形成されると述べて

いるつそこに形成される真珠袋

の大きき及び数は~ちまちで，

第14図に示す如く比較的大きな

真珠袋をーっ形成していること

もあり，まれには小さな真珠袋

がいくつか形成されていることもある。ゐるいは生植巣の組織に援しているうちにピースの外面

と皮がすべて消失してしまってケシを作る真珠袋も形成されていないこともある。この様lこ生7ifl

巣の組織に接しているうちにピース外国の上皮細胞が消失する原因については今刊の観察のみ、で

は明らかでない。施術後20日を絞る頃になると更に変化が進み，移植3れたピースと生Jlt!巣の

聞に形成された真珠袋の円部には多くの有機質が含まれ，含まれた有機質の形にそって真珠袋が

びろがっている場合が多く，その真珠袋上皮は一様に厚い。含まれている有機買の構造は三寝化

酢酸脱灰， H-E染色の標本によれば， H-E (こ染まらず，茶褐色にみえる死んだ細胞の集体と

Eosin lこ好染し，無構造な設皮質からなっている場合が多L、。第 15図に示す如く施術後 40日を

経る頃になると，前述の有機質のヒlこ部分的ではあるが被若面lこ対して放射状構造をもち Eosin

lこ好染する稜柱質 (prismaticsubstance)が被者されているのがみられ，真珠袋上皮の!享さも一

様でなく， 30μ位の厚い部分もあれば 10，u位の薄い部分もある。これによって被若物の変化，真

珠袋仁皮の形態変化がうかゾわれる。ピースの筋肉組織は解体した状態で， ピース jj')移転向された

と思われる部分(ケシを作る真珠袋と核面との間) IこH---E染色で赤く淡染してまばらにみら

れるむ第 161羽はピースの内面が核に接着ーする様に作為的 lこ縄手l~を行って 136 日を経過した材料

で，前述の変化が進んだものと思われる真珠袋が核からや k離れた生殖巣中lこ形成されており，

その内部には有機質，稜柱質，真珠質と確認できる経過で形成され?こし、わゆるケシがみられる。
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その~'~妹提 1'.皮の形態は一様に薄く 1........3μ であった。

n 
n 

n 

ヒース (111)の悶迎は生局'i!l.!(g)の組織とがiびつき，その
部分の外市i上皮 (oe)は/ーとYo'imの組織に向かつてIrllびはじ
めている。内l偏 (i)の上皮は認められない。 x30.(随術
後7m。

負fi14閃 ヒースと't:l'n'i巣との11''.]1<::不定形な!'!i*袋 (P.)が形成され
ており，そのおs!i袋のz内部lζは..;;t立lJi.'l'1(Pe)が合まれてい
る 将来それらイi機質がrl'心となってケシが形成されると
!ιわれる。x30.(h1!i術後14m。

第15凶 ケシ を 1乍る>'~ß!i袋内 iこは殻皮質ゐるいは死んだ細胞からな
る(J機買が多く f~まれており，部分的』ζ俊住買の絞れがみ
られる。 〆30.(胞術後40円)

:.: jlj1161剖ーヒースの内l而が核lζ十左右する織に胞術を行い，136円経過 し
16 tこ材料て'あるが，上rlC変化が進んにものと!芯われるケシ (5)

が骸 (n)の備のと住，，'i!.H内にj形成されており，肢をとりまく
点珠袋は形成されておらず，該はいわゆる ν ラタマである。x25.(施111後136円)。
以上いずれも 4月28日胞術，H-E 染色のt.~叫、である。

ピースの内面が核lζ楼.riする僚に施術を行った材料でも ，今l口|の観察によればすべてが却121ぎ1，

(イ)の如 き純過を料るとは|以らなかったJ その原因は，tfH71三!の如くヒース周辺の一部が折れ

!日lった状態に移柿ウ れる場介がゐり ‘ゐるいは詑201χ!の立11くヒース)，1，1辺の一部分がとlミ9"[[民の組織
に銭せず浮いていたり，メはj記辺の一日11分が折れIJJIづていて，部分的にとj三9Ml1の組織とヒースと

が全く結びつかない.tVi合がある ため，g~:r\;的に第 12 1><1 ， (ロ)，(ハ)に示してゐる阪な経過を経

るものが今川観察さ れたのではなL、かと!ιぅ

今Mのfß!終によれば~H171χ!の如くヒ ー ス }，'ð辺のー泌が折れ1111つて移航されると ， 折れ1111った部

分て'~Un'iW:の組織に践 していた外面 L皮は部分的 lこ消火 し，その i\ií分が止Ju' i !.n の組織と結びつ

き，その*<'i!，f~核に面して伐された外面上皮の一掃は，それがちと、なって肢をとりかこむ以珠袋
を形成 し，ーん生9，'[民の組織に面 していた外面卜J.Y.の-i'¥ilは第121><1，(イ)と似た粁過を粁てピ

ースと生地史のIi¥Jにケシを1'10'る兵珠袋を形成 して行く場合が多かった。第 17........19依|は節12図，

(ロ)のケース1こ属する場合を示してあり ，一つのヒ ースから核をとりまく点珠袋とケシを作る

n珠袋が形成されている 。 ~î 181><1， a'H91米|においてみられるくほ'んTご状態の真珠袋上皮(矢印)

:ムその真珠袋形成の もとになった ヒース問辺の外面上皮があった出分と舵察さ れる。 この様!こ

肢をとりかこか真珠袋7J>形成されるJ品合も，ピース周辺のわずかな外面上皮がもとになっていた
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ためか，外面が岐に接1'[したd?i日'なものに比べるとその形成速度がおそかったc 第 12sSI， (ハ)

iこぶしである織に粁泊するケースの ものは ~1 20 1米|の刻lくヒfース川illのある縮分がfヒ拘'i!Eの飢織

と結びっち， 他のf司l分が生付i!tlの組織に陵せず浮いていたり'l..は折れ，111っていて， 全く結びつい

ていない場合で， 乙の様な場合，同(こ'J'す如くヒース外面の上位紺l胞は， ヒースがと主刑誕の組織

と 結びついている f~jS分から坐対i!誌の飢餓に向かつて増刷 し， ピースとつニ刷出とが結びついていな

n 

-E 

e~ ・

n 
n 

~iJ-: 

第l7i'X1.ヒース (111)の周辺が一部折れ1111った状態に移他された場公で，折れ1111った節分で核 (n)に

l面している外l伽上皮 (oe ) の一部l計去をと り ;i く 点tk袋を形成し，生泳i'i !.l~ (g)の組織に面し

ている一部舛面上皮は， ケシの1'te伝袋をj助成すると!ぷわれる。 ヘ25.(飽術後7m。

第18阿.2li17凶の-l'Jiな場介が変化したものと忠われ，一つのヒースから核をとりまく 真珠災 (P"lと
ケシを1'1;るお.e!;袋 (P，1が形成会れている。x25.(hiJii.析を1911)。

第19図.第18岡とIri]級伎をとり まく真珠袋と ケシを作るr!fH迫力3形成芯れている。矢印 でぷすくぼみ

l立以を とりまく l~珠袋形成のもとになった外l町上!支がゐった部分と JfEiWI される 。 x 25. l胞術
後3011)。

Zi120図. ヒース周辺の一部カ;(!..l-:.斑E誌の組織と結びつき， その部分の外1(!iJ:皮細胞はf七.地犯の組織に向

かつて!I'1yj'iし，結ひ・ついていない部分の似11¥1を経て核にそったμ珠袋(P)を形成しつhゐ
る。x25. (JAi 術後1211)。

第211司.2お20図と制限な経過でt，，:化が.iffiん7ごものとj巴われ， ケシをつけた隊なrl.e!;がj形成されつ〉ゐ
る。x25. (飽術後4611)。
以上ハずれも 4月28臼胞i1J，H-E染色の阪本でゐる。

いj;i;t問令純て核面に山て，核にそった点珠袋 LJ立を形1&する ~IJ~Ë'nが i:~:j L 、i:u 21 1><1は抗Uj，j:j後46

円を経過する材料で点珠史I:J支の形態及び兇....ï~.・のみられる位同から， このケースに'i~ し， 変化の

進んにものと-tff:然主れる。 ヒースの内面にゐたる部分にも ヒースの外面 1..ISt:から 山メぐするuf;f;袋
LJ支が形成主れており，このケー スに同して形成主れる~'~E!~O 多くは， ヒーメがi';仙台れに部分
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に~!i21凶に示す如きケシ状突起うあるいは小さな突起会有する異常形真珠になるのではないかと

思われる。

以ヒがピースの内面が核に接着する様lこ作為的lこ施術を行った材料についての真珠袋形成過程

に関する組織学的観察結果であるが，それぞれの出現する削合はう今回の観察では第 1表に示す

如くであった。第 12図， (イ)に属するケースの出現率が一審高く次に(口入(ハ)の績であっ

た。第 1表において、正常真珠クとあるのは真珠袋の形成状態及び分泌の状態が!日首位ものと何

ら変らないものでうこれは恐らく，ピ スの内面が核

において反転したものではないかと忠われる。

る!長にItlfi祢jをiうってもそう入途中

第l表. ピースの内而が核に接着する様に施術を行った場合の結果

枠内の(イ). (ロ). (ハ)は天々第1~閣のケースを示す。

挺術後 i 観

g~~ 、ちh

の日数 数

14 1 
19 1 
20 33 
26 2 
30 2 
40 22 
46 2 
100 2 
136 2 

計 67

ヲ話

真珠が形成される場合
一日

:/フタマ

ケシや{乍るケシをf乍る
異常形真珠真珠とケシ正常真珠爽妹袋7)ゐ真珠袋のな

(ハ) lロ) る場合(イ川、場合

3 
1
4
F
h
V

句

i
n
h
u

13 
2 
1 

2 5 
1 

1 
1 

4 24 

も% 3696 

10 

R
U
噌

i
唱

i
可

i

4 

11 14 

21% 

14 

165'話 21% 

Kawakami 3) のイケチョウガイを用いた真珠袋形或に関する報告によれば， イケチョウガイ心

ピースの内面ヒ皮細胞は真珠袋上皮を形成する能力をもっている様であるが， Kawakami 

木川IlIJ井・中山(4) 予のアコヤカ、イを用いた真.e伝袋形成に関する報告で、は，養知;i場で、現在ピースに

切り取っている部分のアコヤガイ外とう膜の内面上皮細胞は真珠袋と皮を形成する能力がなく外

面L:皮が真氏袋奇形成していく以前に消失してしまうという一致した観察を行っている)従って

ピースの内面が伎に接若した場合シラダマの出現本が高いということはお然の却といえよう 然

しこうした場合すべてがシラダマ lこならず，一部の業者;r>、うらがついてもまくかと信じている

:tmく，真珠が形成されることもあるというのは， jj討にも述べたj、'*にピースが折れiJtlって移相され

たり，ピース周辺と生タ'fl1i巣の組織との結びつきが部分的に全く行われない場合がおこりうるため

であろうと思う。

無論、異常形真;味。あるいは、シラゲマかの成因がすべてそう核施術n与の核とピースとの位置

関係にあるとはいえないが，今rnJの (1)‘ (2) の観察結果より，肢とピースとの位置関係もその

成因の一つに予言えられるコ従って， ピースの外面が核:こ密おする様{ご注意してそう核施討すを行う

ことが、異常形真珠か、シラダマクのj;__g出防止に大いに役立ち，実問題として望ましいので:ま

ないかとJJJぅ。

ム
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要約

アコヤガイを可:民とした真珠の斐Jri'i過程において，そう核施術と呼ばれる過程があるのピー

スの外面が般に密着する様に施林~を行うのが普通であるが(第 1 [><;1)，なかにはピースと核が接者

せず離れてしまう場合があり(第 21苅)，ゐるいはピースの外商ではなく内面が絞に践者する場合

がゐる(第 3凶)(それらの様にピースと核とが異常位置にゐる場合の真珠袋及び真珠の形成につ

いて今回組織学的観察を行ったっ

1: ピースの外面は核lこ面しているが伎に接者せず離れている場合，離れ万がわずかであると

遊離した細胞の集体を含む、異常形真主〆を形成する可能性が高く，離れ;万が大きいか，叉は離

れ万がわずかでもピースに真珠袋形成力が証言L、場合，核をとりまく真氏袋を形成せず、 νラダ、マ 6

に tcr る riJ能f-t7J:;r.~{jいのではないかと推察された c

護 2) ピースの内面が絞に筏着した場(:tI立'ンラ夕、マ 6 になる可能性が高かった。

Summary 

1n the artificial pearl司 cultureof the pearl-oyster (Pinctada martensii)， the nuclear insertion 

is generally done as thus the outer-epithelium of the mantle piece comes in contact with the 

nucleus in the gonad (Fig.1). However， there occur some unusual cases in which th巴 outer-face

of the mantle piece comes to face to the nucleus， whil巴 thepiece is placed distantly from the latter 

(Fig.2)， or the inner-face comes in contact with the nucleus (Fig.3). The present author att叩 lpted

some histological observations on the formation of the pearl凶 sacand of the pearl in unusual con-

ditions as mentioned abovアe，with the results註sdescribecl below 

1) 1n the case when the outer-face of the mantle piece was placed facing to the nucleus， 

and the piece was placecl distantly from the latter in operation， the most nuclei were covered by 

the pearl-sac whiιh developed from the distant graft， and free cells occurring between the 

pearl-sac epithelium and the nucleus seemed to come together in the formation of the abnormal 

pearl as called "simidama". 1n some cases， the graft was covered by the gonadal tissue without 

the appearance of the pearl-sac covering the nucleus 

2) 1n the case when the inner酬 epitheliumof the mantle piece came into close contact with 

the nucleus in operation， no pearl-sac was formed covering the nucleus in 38 cases in total of 67 

cases observecl. 1n these cases， the small pearl-sacs resulting in the production of the "seed 

pearls" were frequent1y found. 

文 献

1 i Ka wakami， I. K. 1952. Studies on pe乱rI.sacformation. 1 .On the regenerεtion and transplantation of 
I日lantlepiece in the pearl oyster. Mem. Fac. sci. Kyushu Univ. ser. E (Biol)， 1 : 83…88. 

2， 1953. Studies on pearl.sac form呂tion.I1. The effect of water temperature and Ireshness 

of transplant on pearl-sac formation. Ann. Zoo1. ]ap. 26 217-223 
31 1954. Studies on p巴arl-sacformation. III. Pearl-sac formation in fresh water mussels. 
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2: 107~112 
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真珠袋形成の研究

IV. 低温処~f!!を施したアコヤガイの外とう膜片による

真珠袋:llfzぴ に 真 珠 形 成 *

Jll ~上: 逸 枝

九六五日学部生物学教室

緒 言

これまで川上(1952)，小島・渡辺(1953)，青木(1956)ぅ町井:・ 11ーi以(1957)等によってアコヤ

ガイ，イケチョウガイに於げる真珠袋形成の経過が組織学的にIVdらかにされたっなお川仁(1953)今

(1956) はう環境の温度の変化が真珠袋形成過程の初期にきわめて大きな;影響を及ぼすこと

を観来したっこ〉では外とう摸!ニ11'こ与える低ill刺激が，真珠袋形成j品相にどのようにJ反響し，出

来上り後の.B伝の品質にどう乙.¥，:くか 1;_jこ川 i二(1953) は切出した外とう膜片号室温で放置した

場合の抵抗性を見たがラこれに関連して，外とう膜片が極々の条件にどの様な抵抗性を示すかを

見るためのーっとしてこの仕事を行った。

この実験にはう材料の提供は勿飼育中の符lむから，材料の固定まで行永謙占氏の御懇切な

街]助力を待たことぞ ~11，tんでこ、{こ深謝する次第である ο

材料及び方法

付*"'1iこはアコヤガイ Pinctabamartensiiを使った。実験は 19551:ド 8月ヒ旬から 9月に長崎県

佐世保港外む永養州場で、行った。

実験方法は，養殖の普通作業と大差はないので、ゐるが，そう核手術直前に使用する外とう膜片

lこ， 5 0 C の低視処理を施したっ貝全体安冷蔵すると外とう膜片は縮んで，移fií~J午をと取 IJIすのが

困難であるから，冷蔵前{こ外とう膜の周辺を外航苦llJを除いた次の部分を細長く切取った。これを

ガラス告に入れてう電気冷故障の 50Cの位置で貯蔵した。実験室へ拍出す時は，氷片をつめた

魔法瓶に保ち，細長く切った外とう膜 '-:i:1 fl;illずつ取出しう更にそれを凡そ 2mm~ の万形に切

って移i泊したっ移植に:ふ評通養備に使う貝部製の径 5mmの核とうカーミンで予め;;ff色してお

いた淫 3mmのハ、ラブイン核心 2Tffi類を使ったコ前者は長期に亘って飼育した後，出来?こ

キItsueK K3.wakami. Studiξs on pearl-sac formヨtion.IV， Pearl and pearl-sac fonnation with 

colcl-shocked mantle tissue in Pinctada martensii， 羽TithEnglish summary. p，231. Bull. NatL Pearl Res_ 

Lab. 3: 228--234. 1957. 

(国立 ;;~'{l来研究所 -fR告 3: 228.234 昭和132年 12月)
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品質決定のためにあて，パラフイン核ごと使った資料は，真珠袋形成の過程を組織学的lこ検べるた

めの材料としたc

組織学的な検査は，移植部を周聞の組織 ~~t めて切り!:t.\ lノ， Bouin's solutionで固定し，1O~15/1 
のパラフイン切片をつくり， Haematoxylin-Eosinで二屯染色を行ったに

実験 結果

組織学的観察用のものは， 8月i二匂lこ手術を行t¥，外とう膜の時 11'¥1を 12jJ寺田i]， 24時間，

及び 40時間jの 3群に分けて行い，移植後は 2日ぅ 7或は 8日， 37 Iえは 38日

6個体乃三日o個体ずつ固定して組織学的な観察を行った。

{ 組織学的観察

a. 12時間低漏処理を行った外とう膜によるもの。

して，それぞれ

移憾外とう膜を 12時1m5
0

Cで保ち，その後ノtラフイン核につけて母民に移植したっ 213間飼

育したものではヲこの頃の水前約 28
0Ciこ於げる無処理の外とう膜に比べると，外とう膜片の組

織のj品化の程度は低く， (.出品処理によって縮んに外とう膜片は， 650;1のF立さを示した。外とう

摸片の切口にも収縮のあとが見られ， Fig.1の矢印(こ示すように筋線維が切j11こIfuかつて放射状

配列をなし，恰も鉄 jj設し、?こ厚紙の下lこマグネットの阪を近づけたようなit抗議をゐらわす。し

かし外とう膜 i今度には内外Ilfrj但IJともに変化があらわれはじめている (Fig.2)0 

更に1211!j1i''rl処EIJJ.を行った外とう膜の 81:" IrfliJ経過したものでは，上皮も結子T組織も共に核に沿っ

てのび，結合組織は薄〈心ってう 180μ の厚さに減じたc これは結合組織の退化の 過程でゐる

と皮組織はのびて入ft.~L ìこ桜を包み真珠袋を完成している J この H与の真妹袋の 11支属はまだ~tl

1の与さを示し，3011であるが，殻皮質 (C)の分泌をはじめている (Fig.3)コ

同じのもので38日経過すると，つくられた真珠袋の上皮層は一部のものでロJなり薄くな

りラ 10μ ，C)、ドのものも見られるが，未だ比較的 lこ?示、ものもある c 分泌!習も哉皮層と陵柱橋の

2 屑だけしか分泌していない個体もあり，時にはこれらに加えて真E~，母!商も分泌しているものも

ゐる ところがこうしたまちまちな総は[11]一真政袋においても部分的に観察される c 真珠母留守

分泌しているところは，薄い平た L 、 l' 皮Jr1 で出来ていて，完全皮 1~~Ì のみ分泌している問所では真珠

1 ~皮の事111自は背が高い。 Fig.5 に示す{広休では，真珠袋の J t支に深いひ?ご状の鉱1II1がみられた

が‘これに類似した倒休が他にも見られた c しかしびだの形には無関係に岐に沿って分泌がなさ

れている日この例での真珠袋と皮の和1IIJ包12jの1';1さは約 10ん桔はきわめて)手く 130μ であっ

たコ真珠母!国の fま未?こ開始されていなかった。

外とう膜の低温処理24日与聞のものについては配殺を符く υ

b. 4011な間低温処ど11を行った外とう膜によるもの v

40時間冷蔵附{こ貯えた外とう膜を移摘すると移f的役2日ではうやはり 1211!j/;"u IsJlJlのものと同様

み，外とう膜の内外上!交に変化が見られたが，ほとんどちがし、が認められなかったコ

40時間 IQ盟後，移前して 71-1 経っと，移前外と膜!ヨ1-1ま凶J~より和1I長くなる n 内側の上皮細胞は全

然見られなくなり，結合組織ゴも 117さが三分の a 以下 180/1になる。外側卜!支回は，すっかり核

をこりまいて完全に貞珠袋を形成している (Fig.6) っこの頃の真珠袋~")_l: 1支制胞の!日fさは似体に

よってまちまちで 5μ から 15/1，の範囲にありラまたIrD--真珠袋においても場所によって見なる c

がきわめてわずか認められるだけで、ある。結合組織の残っている部分では分泌、は見

らがった部域~J?示したもので、真珠袋 1- 皮も分泌の有

主
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様も Iffii者のIIUにちがいのあることを示している。

移組後37日になるとうこの時期の真珠袋ば結合組織はすでにあとかたもなく退化消失し，主に

周平な上皮細胞から出来ているつしかし，この時期のものでも側休によっては， と皮細胞習には

未1:."や〉厚い筒所も見られ，この部分では稜住閣の分泌が見られたr しかしラほとんどの個体で

はよく発達した 60μ ~90fl 位の序さの陵柱!討に加えて，さ 5fl 位の真珠‘母層を分泌している。

この実験{i+中にも， 12時間也翌日訴のも心で見られたようにう真l~~袋「皮に一l芹しい$~r7 IIJIが出来て

いる{間体が観察された「

I 真31tの互について

外とう膜!午のf.fIi見の結果，真珠袋形成過程{こ及

行iこ， (，氏却でつくられた真珠の品質にもとんな

{と使う民肢を使って手術して見たっ

を組織的に観察したがこれと並

子術は 1955jド9FJ 25 Iて1(こ行いう翌年 12月 7L_Jj与の 1q三3ヶ月間護保[ぞ行ったコ

移植外とう膜片は，約 5~6 時間!自民処理したものと，約 7~8 時 mû~Il[lしたものを用 L 、?こ「結

J誌は下表lこ示すiillりでもつfこ〉

タ:とう膜低温処取の結果

手術 合 効 数 内 訳 有 効
珠設 EP、 i7'5 WJ 裸 1安

イ間体数 ピ ン ケ 臼 系金 色点 傷 総 数

5 ~ 6時 間 処 J[J:]

35 45 20 8 28 17 

(%) ( 44A4?七) (17 ，77;~) (62.21%) (37.770/0) 

8 ~ 9時 間 処 理

42 47 7 18 2 5 32 8 3 4 

(%) (14，21%) (38，30%) (4，250/0) (10，62%) (68.08%) (17.06%) (6.38~も) (8.51%) 

対照(無処理)

47 71 10 11 14 36 16 9 10 

(%) (12.67%) (13.93%) (1.260/0 (19.71%) (47.57% (22.53%) (11.41%) (12.67%) 

サンプJレは充分な数とは言えなかったが，上の表の結果から見ればう 1，[組処理による品質，と

りわけ色に対しては影響は考えられないようでゐら〉光沢lこl却しでもテストの必要があるだろう

が，行わなかった。

考察と結論

そう後丁守の;払低い水制で飼育されると，真珠袋三コ形成過程がおくれるがりI[と1953，

1956， ffiJ弁・中間 1957)，移植外とう膜ごげを{正出にさらしたものでは，それ1'1身は移稿受も

なお著しく結んでいるがう;真珠袋形成過自には異状は見られなかったっ倒育外聞の水j誌のお{氏

{，j:，移同外とう膜J)1i/i合組織の辺!とヲ真珠袋三コ形戎の連安lこ路響をもたらす原因となる。外とう
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膜の抵n;A の白íJli!_l Dllでは，結合組織のj品化7J)ゃ、おくれる場介も見られるが，これが~ミj沫袋形成を

遅らせる州国にはならなL、移h拙古後 21日!てで、 L比1止t られる外とう膜の7兜~J/山in

j思ιわれるが今これすら終目的な影響を及lますにはすミらないパ

数多く行われた実験例の内で，真珠袋形成過程に個体売が見られることおよび，真珠袋から分

泌される沈石像が，同…条件の群においですら正常対照個体(}I!!会 1952，向井・中原 1957) {乙

比し，まちまちであることは，一!住外とう膜が移梢前に施された刺激に対する!辺住の個体主ニをあ

らわすものである。しかし出来ヒった真珠の色とか巻きの厚さ等にlニ止lしでは，肉眼的に大差は認

められないから‘たとえ真珠質の沈若に関して多少の差は生じても，それはほとんど顕微鏡ドの

現象に過ぎ、ないじ

結局，この研究で総括的に論及可能なことは， 50Cの低漏処理の刺激にも外とう膜片は;犠え

得ること，しかもこ、で生じる真珠のiーも質には 5時間乃烹40時間の冷蔵もさほどの影響を及ぼさ

ないことである。

1111: (1954) は淡水の氏で，或組合せて、は異荷山の移植が可能であることを;示したが， !rUr*の

実験で遠隔地にある異障聞の交換移植を行う場合とかう真珠養航において， A-111質改良を試みる場

の外とう膜片の処r~l などに.Ç)、|二の方法は利用出来るであろうに

Summary 

To test effects of low temperature on the pearl-sac formation proc巴ssand qualities of pearls 

produced by the treated pearl-sac， the transplantation was done after treating the mantle piece of 

Pinctada martensii under low temperature (50C) for 5-40 hours. 

Although the cold剛 shockedmantle piece shrinked， no notable differences were not observed 

in the process of pearl-sac formation and its speed comparing with the process of normal pearl崎

sac formation， except that the degeneration of the transplanted mantle mesodermal tissue was 

delayed in some cases. 

The pearl-sac formation was performed even in thεse1'ies in which the cold-shock treatment 

had been ζlone for 40 hours before transplantation. 

There was a dispanity in the secretion activity of the pearl-sac among the studied cases， and 

in some cases rather thiじkplysmatic layer formation was observed. 

The pearls which were produced by the mantle piece tτeated for 5-9 hours did not differ 

from those produced by the normal pearl四 sacin the qualities， such as thickness of the sec1'eted 

laver and color. 

Thus， the mantle pieces which are preserved under loYliァ temperaturefor 5 ~~40 hours may be 

usable fo1' the operation in the pearl cultivation. 
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図版 1

1. 12時間l辺国，移植後 2日の外とう膜 (MP)の令部，矢印のと ζろに収縮像が見られる(J EP 上皮<150. 

2. lCiUーのもの〉行支部の拡大，タ1-f!則上!支の移矧後の変化を示す。 x600.

3. 12時間処I[fl，手術後 8仁!のもの。 出来上った真珠袋 (PSlはや〉厚く，殻皮 (C)の分泌が見られるコ 1 

N: t妥 x100 

4. 12時間処理， 381{後のものO 真珠袋 (PS) はj浮い。真珠母屑 (PL) ，及び楼柱!荷 (PR) の分泌が見 ç~ 7.1る。

N: :f五 x100

図版 2

5. 12H寺陪IJ処理， 38日後のもの。真珠袋 (PS) がt披111]を起した{同体。分泌物は夜住関 (PR)が主で，呉氏母樹

の分必の見られなかった部分て、あろ o N: 1亥 x70.

6. 40H;j'fi'日処理 7日後のもの。移殖した外とう股片 (MP)は退化せすに残っているが， ヒ皮が])びて真珠袋

を完成している。 x100. 

7. 6と同じfWlr本であるが対照の場所を示すo ?汚い良一政袋 (PS)が出来，殻皮脂 (C)の分泌が認められるつ

N:核 x100.

8. 40ii寺山]処IFU，37日後のもの、ごきわめておくなった真球袋 (PS)から竣柱!日 (PR)及び真頭、ほ開 (PL)の

分。必力)ß~ られる。 N: j去く300
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真珠成因の

実験及び考察k

究目

磯 け

μ
手
中 干高 二!:::

仁1

株式会社 日本ノ元~ jレ

1. 外とう膜の組織及びその組織変化

外とう膜とは民殺の i)~1面に沿って体の会体をおおっている組織で，仕設形成の主役者て、ある、

これを縁の部分から外とう膜緑，外とう緑膜，外とう l佐部と祢する 2)。次にこれらの

な状態における組織像を見ることにする。

外とう膜はその部分によって組織に多少の相i立はあるがうJf二な外とう i漢は第13国一一15関心如

くでゐる。真珠閣を分泌している部分は，外とう膜縁のうちの外側摺及び外とう縁膜並びに外と

う腔部等の外面上皮でゐる。この l二皮細胞は円柱形あるいは楕円形をなし 1;留に常に!日列し，そ

の[-:皮細胞下に腺剰1]胞が最下し上皮細胞間に [mr~1 している。また仁皮細胞下のこれら，Ç)、外の ;"ill分

は，すべて結締組織によって満たされている。小島はマロリー爪ゴ によって!'fH61ヨのよう

に区別しているむつ外とう膜はその部分によって組織に多少の相遣のあることは第13以! 日間の

如くである。ことに線網n胞は外とう肢の部分にすこぶる多く，形態的には分組できないでわ

る。このことについては小出も外とう腔より先の部分で観察したことを明らかにしでいる J) じ

かしこれら腺細胞の機能は明らかでなく，その消長lこもまた非常な変化があるものである c

な外とう膜lこ機械的障苫あるいは部分的火傷による制度障害ゐるいは薬物による化γ 障害なと

IJ?与えた場合，動物{休本の

としてi障皐=寄寄の1匝宣由?モ穎i浪i点1の如!何H可]をl日山J日吋uわずう そのii{11立の組織像は ・様の院候を現わすものでゐるに j~'il71刈

はこのような障害を勺えて後if)]r-[tに飼育すること 1週間の外とう縁膜の縦断面の像でァ組織が異

常に上田川して内外 1'.)支ともに乳l問状の摺IIlIを生じているつこの変化が史に進むとう臨細胞は次第

に見えなくなり， と皮細Hたれま高さ及びその数を増し，摺rillは児にはなはだしくなる c すなわち，

アコヤガイはその障害lこ対し， I限りあるj歯応エネJレギ(をとして戦うのである。この乳Iiお状の招

rJlIは， _l.皮細胞が被覆上皮としての性状7p失わないで、よ削れするために必民な結締組織の表面積心

地加によってもたらされたものであり，この表面積の増加が結締組織を乳鳴状に突出させ，摺1111

を形成させたのである。この組織像では，あまり|二皮細胞は異常をよ乏していないが，この障害ゐ

場

* Kusukichi Isowa， Some ob3ervations on the pearl formation， ]!. Description and its consider-

ation. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 3: 235-244. 1958 

(国立真珠研究所報告 3:235-244.昭和 32年 12月)
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るいば障害による刺激がなおするとき:ふ と!史制胞はこ変化しその高さ/えび数を増し，

い円の裂[!IJt2となり，やがて見市分泌を行うようになる J すなわら有機物の分泌が始去

る。外とう誌肢に[YiJをとったが，この変化は外とう舵却においても liiJi去て、ゐるご

trtl7iズlの変化も外的な伎裂がJ二、りうまたそれに回る刺激もなくなったときうすなわち適応エネ

ルキ、ーに3fL;吹がめがり組織が出版の機転をとったときには，これらの組織に如何なる

れるかを次郎に述べるコ

2. 外とう膜の変成による真珠形成

イ) 真珠袋形成の経路(1 ) 

第171><1;土施術後 1;!0W'r] !二!の変化図でゐる これが 3週li'r][1の出イ¥で1ま外面 1:皮 細 胞 が に

その肖さと散とを増し，ヘマトキシリンによって好染されるようになるごこの当fL'Fの変化を_....illi 

の切片標本によって考察する J iな|版]--21においては B，Cの二つのILrは完全に癒合し， L皮組

織の-部と中央ののrJlAは組織什にtr/iムまれて0[4状の J判ろ?を形成した、 この円弧状の企所

の周囲は外面上皮細胞によって]11[tl'l之れていることが明らかである。これで一つの真珠袋が形成

されたのであるつこの真袋のヒ皮の組織像から見るとう恐らく段初(立主~l、有機買の分泌が行わ

れるのでゐろうが，この上皮細胞は結締和織の援につれて!と化いやがて美しい央J朱毘を分

泌するようになりう ここにうだ黙真j朱が形成されるのであるつしかしラこの様な経路によって形成

される真沫は円形の真珠となり主任くう歪形をなすであろうと考えられる J

ロ) 真珠袋形状の続;凶(2 ) 

と皮細胞の明引によって生らた摺IlIlが長く在来fじするときは，摺IIIiの谷に位置して貝殻構成(こ参

加することの出米ないと皮制抱は，次第に変性し他の!こ皮細胞がヘマトキシリン及びエオシンの

色においてヘマトキシワンで好染されるのにばしうこの部分の!二皮細胞はエオシン

されるようになるコじかも '1'1Ii"Gの間rllJのr[[の上皮細胞のすべてはエオシンでH染されるようにな

る。次いで、このII!λが出れて消失し，二つの摺山の行は一つの袋状を形成し，この袋の底の

には真珠買の分泌;IJ、見られるようになる。

以氷袋形成の経路 (1)及び (2)の{手IJは， る{こ?十日位の佼襲その(也の要悶によって，

Jこ増員I'iした組織細胞が，その悶の消失によって元の正常な状態に復帰しようとする経過のうち

に，たまたまこうした変化が現われ，その結栄真i朱の形成をもたらしたものと考察されるのであ

ってう真珠の形成の経路としては前純なものではあるが，これは主要なケースの一つでゐる。

ノ，) 真珠袋形成の経路(3 ) 

q.えられた障害によって組織の受ける損傷が深刻であるときは，反応現象としての同所

もまた大きく，そのために損傷された部分からの滋出物は呉市分泌物が多くはり，これらの有機

物がその在日位の貝殻商に沈詳し堆積するが、 この病変が治娠の裁に向かう頃-1危i術後 4，5Jl!!lm

一一Iヨ見えなくなっていた線制JIlJf:.Qが再び出現し始める。この頃外とう膜の結締組織のぺ認にヘマ

トキシワンによって好メ:きされる部分ir~IJ~ われ，な組織では認められない円形の和IlIJ包が::l~現

するつこの細胞は次第に数を増し，やがて Aつの Systemすなわち真珠袋を形成する。こ

を示したのが第26限1 -29[;;c1である。凶版 ][-29においては明らかに真珠として認められる c この

経路において真珠袋を形成する円形細抱が河に出米するか明らかにし得ないが，恐らくi笠j主総担

の化成によるものでゐろう。

以[二諸WI]，こよって形成される真珠は，すべてm¥核でゐる。ここ う j~J、核真珠とは真珠袋から

bos
長方形
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の分泌物より IJl来?こ国体i!)1jl心となって形成された真珠を指すれ(イ)ぅ(ロ)の経路で形成される

は， I到の如きと皮細胞の状出から，恐らく最初には有機物が分泌されるで、あろうこ縦ってそ

は，最初に分泌された果、い有機物が中心をなすものが多いが， (ハ)のケースによっ

て形成される真妹袋:立見し、有機物を分泌することなし箆29凶:二見られる如く己わめて微細

、もない色な石!火果心をなしている u 第26:三[--29却は円形細胞の変化予示す必要か

ら組織燥を強拡たしたコ従って組織像がr，)部的となって，全体像の担揺が国主rf~かとも!品われるの

で、第301~! i'そう入 fる戸本台く[では29図lこ言うところの石以来杭が中心となって真珠層が被訂さ

れたもので‘ 26間以下のケースによる真珠形成の過程:ふここの段附で一応完了したのでゐる乙

ニ) 真珠袋形成の経路(4 ) 

第311将一34j';(!の例で:ふ外とう膜の結締組織内の呉物 (H)が序在するごこ、に言う異物とは

:こ1[1米しない物質を意味する J この異物口jで、あるか、また如何にしてこ汁二する様

になったものかぢすなわち外部から慢入したものか，あるいは民体自らが作ったものかは明らか

に11¥米ないが，真j氷袋から分浴したものでないことはl淀かであるごこの探本によって考察される

ことは〉この異物が刺激涼となって娘細胞のはまたは明'fll'(を促したものとJ41われることでゐ

るじこ心娘細胞も前掲の[:q形細胞と [iJJじく p 何に11-1来するかIljJらかではないがp その上告制する{立

(こ対して I}j置j1て皮の側にゐることから，これが外とう膜の外面上皮に111ヰーするちのとは

、 従ってこの腺細胞はと皮系の細胞あるいは遊定細胞の化成現象ではなL、かと考えられ

るしなお従来充表された克珠形成にftりする!川見よりすれば，真珠袋が異物を取IJliんで形成される

べきであるが，この勺'真て、{ま線細胞が次第にt弘司11'(して異物とは別に真珠袋を形成することを示し

ているーすなわち異物を核とせずに別々に真珠袋が形成されて行くのである。しかし，この様な

経路で、形成された真珠もこれが成長するにつれ，当然この史異Z物(は立頁

よ lり)1明汗'i匁刑l河J[Lレ，てこの異物をも被包しヲ その i二に真I*屑を被~''i してゆくものと考えられる。従つ

にこの真珠を切片として検鏡した場合:こは，この異物が核となって形成ウれたように誤った

がなされるのである c 従来多くの真珠!1J]究者によってなされた異物を校として真珠が形成される

との説には‘このWIJによってもなお検討するべき点が多いことがわかるこ)

3. 筋肉組織の変性と真珠形成

アコヤガイにおける:上要な筋肉は第351><1G) jill. りである。 (こは日筋う横紋筋

とからたり Nj~{紋簡は足の開閉 r'主政にたすさわり、平ま靭と土つJjULて動をつかさと

るものである円白li35問で料l.i:1m;キ泉純:と r:J¥するのは、iえ市街で， )ゾく['I ii1J線維と柄、するのは犯で、ふ

る〕牧SÊ.簡は 5lより 1l~むのむこi~ る筋肉でp 平万の IJÍí端の中央部で左れのよし211にーしてい

;:; f:金収足i)Jiと足tdjから休のがj万すなわち 11，lfj;のrdrj側lこ寸'i1) 仁{iの二i討，?'iーする~Í!牧もとに分

:この世間:二 f{j りする。まに、 r!f[~C)結締組織円からえら及び野弁

るJE部引むる。これは拝弁及びえらの ~ -
の心

ものと与えら iLるJ すfょ1コ"_Jこ によって食物を11告に送る通路を明大するのでゐんう c

(立十自によtべ変化/J!強くわすのでゐる::;

次にこ
Vヲ

〈ミ〉

した後政j己!日;ミ、ドで油断し，それを回定Lて後縦(二切にーとしたもので

ゐる心箆37-38閃は?を状足筋のは殻|ヰ Iこ傷害を Ijえてほ中に10[1 J J宅30日飼育して後，先に

をfJえた部分を取り /1¥してFで横断し後固定し縦断した切)i標本でゐる Eは傷害商， Fは



警

12月 磯和一一真珠成凶の研究 11 239 

傷害商より足に至る問の切断部である。 t第右3拘91凶文苅1~にこ才おd引し、ては lう3 えら;れ「れlfたこ{傷羽害カがf 大きかつ?たこ?たこめかラ

ゐるい:ば主t口u休イ本λのJ低正J抗f克Lυj刀J)がむがt没d弱号fかjρ〉つ?たこ?たこめカか〉変化が前例より強く現1わ7吋1れLと皮和納細l日1抱の7背!守引干{は立 jρ向;f心臼-，河Jjく三?にこ 1

でない:'il官:分もゐつてJ九印lPi子内1可'.)異常さが観奈される。本初jではよ、有機物の分泌が行われては

l対おしているじむfi36~381、ど!C)変化では傷害在日における依線維は i弘行自変化によって;円亡しが;締結

織がこれに代り結締組織を波留して|皮細胞が発注し形態n'Jにも機能的:こも外とう肢のと皮細胞

と 1，，(りりし ~jl花くなるのである、泊37凶は傷害に対する泊応7J).1E;Wijに行われ変化は A

とi忍められる ;7]¥

するであろうことが汚察されるつしかいこの様な変化によっては

いJ すなわち真珠形成の杭過としてこの変化は失敗で、ある。

は形成さ 1しそうにちな

第39--40閃は筋線維が退化Wj亡し結締組織に変り，更にそれに代って上皮細胞が充民して多く

の摺Ifllあるいは湾人を作り筋肉組織のIJ31引lii*くに及び元の筋肉組織はそのほとんどがと皮化じた

ことがうかがわれるつこの様にして出現したl:J支細胞はやがて先に述べた外とう膜の変化による

真珠袋形成経路ノn及びロ)の項iこ示した様な経路によってここに真E米袋を形成し，やがて

をす}泌するのであるつ市iしてi;j'AO[¥)([の変化で、はそこに多くの真珠袋/s形成されるであろうこと

が考察される J かくて形成された真珠の生長が刺激阪となって更にこの変化が劫長会れ 1内部深く

に発展するようでゐるコこのことは表面の真珠をとり去って後更にjレーヘによって検すればなほ

無数の石氏果粒が組織内に認められることによって証明されるのでゐる。しかもこ ζに形成さオれ1 

る真1珠封朱〈{はま焦知無，;核で、ゐつて忠い有機物Jはま{ほ三とんど分泌されていなL

べき現象でで、ゐる O 特許第173102庁天然真珠形成法は以土の実験を基礎とした発明である c 栓術後

42は|までの経過は恐らく第40~41図の様な変化をたどって [JjL細胞が異常に土しちその安常lこ

増殖したと皮細胞が第18~25図{こ示したケース札!と刊の変化によってこの真珠形成が実現するので

あろう。!起するに同じこの施Hi方法で第38‘ 39[斗の例及び後111の第451認の例の如きは尖敗のi9ijで

ありう;_:fj40-42図は成功の例である。第42f'X[と前掲の 7凶とを比較して同等の相違も認め難い η

以上は天然真珠が形成される場{fたどるであろう経過を人為を以って再現させたものとみて大

過ゐるまL、。これは天然における真珠成悶研究の-_.~r，むの成果ではあるが決して完全な問題の解決

ではない。細胞の化成現象す必わち腺細胞及び円形細胞出現の機序及び組織細胞の異常iR稿など

その本質についてほ満足な説明は出来ないο これ等は今後の研究に期待される問題であるの私は

アコヤガイの随所に天然真珠を形成させることはり能であると述べた 1) 7J)，これはアコヤガイ{こ

えられる外的条件が完全lこ規定されない限りむつかしいことでJまあるが決して不可能で式含

L 、。第43図はこれを実証するものである ο

4. 真殊成因に関する諸学説の吟昧

真珠形成:こ I~討する私(i)所見ば以 kによってこれを!切らかにしたコ従米主日'Hされた見物説あるい

は真珠袋説をゐらためでこの見地から l吟味してみたい。

来の異物が外とう!良心外面 [-.1支細胞の南部をはさとって共lこ外とう嘆の組織内にもたらす

とし、ぅ助合も絶無ではないかも矢11れなL、ご しかし外来物に原因すると弓う場合でもこれば従来主

張された様な単純な民間によることは少なく外来物の侵入が諮問となって民体の組織に変性ゐる

いは組織の呉市増殖などの現象が起りこれがIlj(凶となって侵入異物を肢として真獄袋が形成され

るものではゐるまいか。倒木本の明治式すなわち外とう膜の結締組織内に核だけそう入ずる方法

もこのrSRiこi考えるべきものではあるまいか。このJJi:去によって真珠となるものは 3%u'r:でゐつfこ
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と百う ~1:'1 事者の話{主f:l:入異物(この場合;計五)潔なため組織の変民あるいは異常航等の変

化をもたらす要因とはならず従って真珠袋は形成されず核はそのまま該首の組織と包嚢総合して

L 、わゆるシラ珠と~(って組織内に止まるかゐるいは悦出して無くなり真珠!認を被石されたものす

なわち真氏となったものは最初そう入した核のわずか 3%しかなかったもにであんう。なおこの

施術において外とう膜への穿孔ゃそう核のまずいものほど真説、形成の率が幾分かよかったと言う

のは技術fんぜっ劣なため組織変化ぞ起させる可能性が多かったためか，ゐるいは外面 u支をはぎ

とってゆく総会が多かったためかは断言出来なL、。また Adverdes の突 lli~ の如きも結締組織内に

注入したト皮組織がI担保lしこれが真珠袋を形成したものかあるいは注入したJ皮細胞が死亡しそ

れが議出と沿ってそこに組織変化が起り真珠を形成するに至ったもむではあるまい

5. 真珠形成と腫蕩

長形成心!ボ凶が政分泌総[織の民日t自作[であるとすると実験結?嘉子の教える旺;窃とは決し

細胞ののみによって生ずるものではなく細胞を呉市に附仙させる何等かの主:附が組織

にIj.えられるとき現地の細胞が変性して腫協となると言う事実と相通ずるのである。私達が真珠:

形成の実験においてたまたま遭遇する表皮性の:毘皆様の変化は府筋であるかも知れなL、。今Jえで

して米?こ円形細胞あるいは腺和11 て組織内において!と矧性の発育を遂げていたのに

ロレ白川4~461ヌ10組織内(こ1[\現した u支性細胞は浸j間性の発ff~示しているのである c こうした

細胞の兆百形式は今まで、の実験fi;Yからみて真珠形成の経路のうちには見られない形式のもので‘

むしん腫場化した細胞の充育形式出芯わせられるのである c

みM5ほ1:まね裂のが破損しているので左殻とは別の個体のように見えるが突はわ]一個体の I~Eí

見る軟体部には大きな協!/)~の病変 B乱がゐりそれから

見られる。玄?こ在殻の貝殻内説には右般のず人体却の flill儲様病変司:の

対祢点に Aa，Ad， Ac の異常分必初の債が認められる。 B且が i5j~ 完性のもので Bb， Bc iJ4ii、移し

たもむではなかろうかコ立i461ス|はq'，'J許担173102号の万法によって沼421叉lの阪な小良政治fを形成さ

せようとして行った手術がたまた之本1><1の様にその的手伝部分が見によ円伯し IJ車問状 Aを fl~ムした

も心でゐる τ なおこの Aの士、j祢吉11に相1する宣のh:llfu:iこはお471習に示したと刊誌の異常分泌

物がJ:ftftlしている 出471認は首'546-.11><1のAの部分の切片の顕微鏡可克である。 J皮細胞Eの

く高íIくなり 1-.lJl削除'~は Iこ沼 I J! I を石くしているへこれを，江主組織で、ある出151ヌi 及び安出 議
明 ilii として示した CíH71刈と比'11どするときそののJ放しさはまさしく乳l即日と i言う jù.~がある。し

かしこの細胞はなお自利"1"1:はもっていないようである c

一
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門
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以仁の如く げる真珠の成田は真珠母分泌組織の呉己!紛であるコ真母分泌組織委

の製r)~がりえられた場合これが誘因となってそこに天然真珠が形成される

のでゐる。真珠ほ分泌組織に与えられる要国一侵襲 はそれが如何なる種類の己のであて/ても適

引な強さであればアコヤガイはこれに対寸る防禦f記憶として(あるいは池峰現象として)組織に

同様の症候を現わすので、ある。市jしてこれら症候群のうちにあって最も重要なのは近行担変化に

よる組織の見常増殖であるコ天然における真珠の成ZCj:ま実にこの真味母分泌組識の異常沼地すな
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がち~.r車の過迫感による現象と巧えられるのである c この点現:(Eの装備真珠とはそのjs!本JJ支出を

呉にするものである乙

なおアド稿lこ対し御教7Jミをいただいた凶¥'，科学問物館の[母 f及び京都大学fn1[11r:三教提北び

にこの論文の発表:こ機会を lJえてドさった白山活庁長等:こ深甚の謝立を表する。
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Plateの説明

Plate J 

13. 外とう IJ英紙 i縦断間) /( 32 Sf:外側摺. !¥1f: 中央摺，If 内側摺， M 筋肉， Oe 外商トー皮， Ie 

内面主皮， G:綬納fJ包

14. 外とうiJ5~縁 (11，\断面) x32 Oe:外聞と!込 Ie:[守町上皮 M:外とう筋

15. 外とう!在の;部分 x32 Oe 外国上ふ G:腺細胞， Ie:内面 k反

16. 各種細rj'cQ僕式図(小島原図) e 表!支翻[jYcIl， epl 色素ごと有する表皮組問， 1m: 縦筋肉々~~， tn1 椀

筋肉々来， con 結締組織， lTI:粘波布HliJ包 ml 粘j乱火~:lt{I混合細胞， 1:大照不7細胞， b 褐色果ね細胞，

mr:治波放出後の粘液細胞

17. 異常t開始した外とう緑肢の縦断n'JI'( 28 Ie 内面 u支， Hg:明男I'iし?こ結締組織， Oe: IJ十両!二皮組織.

M:筋肉組織

18. 真珠袋形成の経路(1)の 1 -<28 Oe:外商上皮細胞) A，B，C 異常上回Jieiによる摺胞のlli，

19. 真珠袋形成0)経路(1)の 2 '< 28 摺11討の 2つのILI，A，B :土比較的発育が停止し，摺[lllのILiCがはなは

だしく伸長してゆく c

20. 真珠袋形成の経路(1)の 3 :< 28 間lliのILrCがよく{判長して， Bと接触しようとしている。

21. tgu~袋形成の経路 (1) の 4 < 28 

22. 真珠袋!l，:nlZの経路(2)の 1 E:外四上皮組織， A，B，C:摺耐の山

23. ~ミ球袋形成の経路 (2) の 2 E:外苅上皮組織， A，B，C:.鰐山のrl.i

24. 真β!と袋形成¢経路(2)の 3 E:外ilii上!支組織， B，C:摺曲の111 A:崩れつつゐる:間耐の山

Plate 1I 

25. 如来袋形成の経fi'lI(2)の 4 E 外面上皮組織， B，C 摺1][1のrLr， P:真珠質

26. 真ft:袋形成の経路(3)の 1 :( 128 E:外国iiJ皮細胞， G: 1]京細胞， Cc: [IJ)例日胞の出現

27. 真珠袋形成の経路(3)の 2 128 E:外市上皮細胞， G 浪細胞， Cc: i自制しつつある[lJ形細胞

28. ~ミ珠袋成の経路 (3) の 3 く 128 E 外面上皮細胞， G:)j京細胞， Ps: 真珠袋。真珠袋が完成 0*1，中

心部にはエォシ J ノで染色3れる分泌物がみられる。

29. 真珠袋形成の経路(3)の 4 x 128 Ps:真珠袋， P:真珠;

30. 少し生長した真珠の断面 x32 E:上皮細胞， P:脱灰された真珠 (10%の硝酸アルコールで税灰後切

片としたため形はひずん c'.、る)F:内詞よ!支。脱灰した真珠閣はヘマトキシ')ンで久子染され，中心部はエオ

ン/で好染されている。

31. 真珠袋形成の経路(4)の 1 、64 E 外討上皮， E:!派知胞， H 異物， Cg:腺細胞の出現
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32. J央政袋形成の経路(4)の 2 x64 E: J二皮細胞， G: I政調H胞 H:異物， Cg 腺刺担。峡細胞がりなり

地対{している。

33. 真珠袋1[;1戎の経路(4)の3 、64 H:異物， Cg:線制11抱と真正末袋。真珠袋がみられ， コンキオリンの分

i>J0がみられる。

34 汽f~袋形成の経路(4) の 4 ペ64 E:上皮組織， G 腺細胞， Cg: JJ泉細胞， Ps:真珠袋， F 真U~ヨ(コ

ンヰオ 1)ν)

35 アコヤガイの主要な内組織(小串 実珠の研究より) A:;後収足iJj'j))貝殻I;H若江II，F 以 Fの実験ザIjに

おける切バの横断部

36 正常な後i収足筋の縦断[百i<45 E:貝殻|約者間 (1:皮細胞が認められなし、)， M: 筋線維 F:1没収

足5J)]横断部(足に続く)

37. 傷害後10日目の縦断illI<45 36と比較してみると，傷害部において特:こ強い退行性の変化がみられる o

E 貝殻附着部の傷害而， M:筋肉組織， F:切断部(尽に続く)

38. 傷害後30日ii!の縦断面;<45 37より史にノ変化して傷害部には上皮細胞及び線総胞が明らかに認められ，

その附近の筋線維は消亡して結締組織がこれに代り， さながら外とう経;郊の如く観労きされる J 勿論この上皮組

織は民殻貿を分泌するので、ある。 E.J:.1支細胞， G:上皮細胞下に出現した磁細胞 M 筋肉組織， F:切断

却(足に続く)

39 傷害後30日!と!の縦断面パ45 E:傷害されたえ設附着iliil三発達した上皮組織， F:切断部(足;と続く)

Plate m 
40 筋肉籾織の変化による真氏形成の経路 (1)傷害後10日日後の牧足筋の縦断!可;傷害部においては上皮組

織が閥均的し，そのド付近の筋線維は次第に消亡し傷容を受けた部分の上皮細胞はWIY，'[しつつある o E: r;l殻J付着

{立!の上皮， Ce:傷害された貝殻の附務部における上皮の別殖

41 筋肉組織の変化による真珠形成の経路(2)傷害後10日目の後4俊足筋の変化;E:氏剖;(、;着面の上皮組織，

C色:筋肉組織内に発i主する上皮

42. 筋肉組識の変化による真珠形成 本例は特許第173102号の方法による施術後，普通の万法で海中に放養

し， 3年ぞ経て採取したものでゐる。 Np 無数に形成された小真珠

43 外とう膜の一部1二形成させた天然真珠、;28 写実中央のキ ν込より右は正常な外とう股の組織像で，友

の真i禾の形成されてし、る部分は変化した飢餓像て、ある。 P 天然真珠

44…46. 組織内における浸j開発育;44-1， 2， 3 :<450ζ うした細抱は次第に組織の表面に接近し， この部

分のと皮細胞を!臨場状化せしめるのではあるまLゆ〉

45 日然に出来た艇場状変化 45--1:右殻， 45--2:左殻

46 伝告によって形成された磁場状変化 46--1 :お殻， 46--2:左殻

47. r伊滅状の変化 ;45 

勢
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料資

究(I )* 研の殖養珠異

斉同B二，
1司研究部街L1ミ本真珠会社

経過を報告し今?をこの乃1，1]の研究の参考1こなれば幸

いであるハ

主主斉uとしては甲状腺ホルモン剤，純物IJX長ホルモ

ン剤，チラージン， ビ合ミンB" メチオニン，フレ

ホルモン，インシユリン，イルミノー)1/，ポりタミ

ン等によりヒースを犬々の濃度で_.-定時間i受i)ijして

核と jbl三11'11入する刀法と， jムをやjj設に薬?伎に没浜し

て服者浸透させてヒ スと jJ~に同入する方法を行っ

たハ結果の11'，z%!'!1めについては，品質の判定には十数

年の経験を有する街i木本真J;jと会社技術員 3名の合議

判定により次の岐に分組したc

At9kr!山 巻き，光沢，色言li]よき真]Jjの真珠，任i

し金色珠を合むc

B*投rMl̂--~-A 紋品には劣るも製品に使!日し得る良

rよ)
C料品 稜柱j米，右手出iなi場t主主， l勾1)珠，

他I!1!JWこ耐えないも ωc

Jぷ fc5.jÍ~FI'1 の核司ーィズ(1.3) ， (1. 0) 等何~~Lも1/;;

31lJi， 1 分 o 主主主?:r~Jtぷする。

その

移植外とうIl完 (1ω …ス1 を菜j切にてYl1HUして

核と)1; ~亡そう入し?こ経j位。

甲状IJ京ホ 7レモ L斉U，チロキシン(第 1玉三)っ

土
品

過

方

経

の

の

験

験

試

試

ど路
、ー

御木本点珠会社研究部におし、ては力rlL 義J~;ìの部

i討について各極の研究を行っているが，このうち養

殖の部門において真珠袋を形成する移植外とう!践の

薬剤処理による影響1こっし、て':{.'i+の試験を行つfこの

でその結果ごと報告する。

外とう H~~切片(ヒース)の路{il~î¥'立真51;益計iI技術の

1i~幹をなすものでありその技術j立高度の熟練を援す

るもので O)るが，ノi、臼においてはその技術はかなり

平均化して来たと百えるつ他h研究而においては真

珠袋形成の役割jを果す外とう!日:等については形態J子'

的にもtJl域化学的にも父生理学的にも多数のぷ俗的

研究がめるべ叉L亡、j目的のl立[としてはどースとして使

用する外とう艇の部位による叉表獲による真珠形成

力の~~~:具についてω試験や，外とう肢を切片とする

i祭のコスりによる|二皮細胞の事!J離のJ;~響等の試験が

ゐるが，外とうJj~~に各極の薬剤処却を行った結束手L

t!との形成1こ如何なる影響をlY.!ますかにつし、ての試験

はきわめて少なく僅かに百 i真珠研究部の綜合ァ:

ノ取による【~日f1及び三疋以;Jく!i[，JJ\験場による出光色

ヨ誌の使用心結lにが発表さ;j'Lている f~!交て、わるコ当初f

究部においては良質哀tf~!_t誌の手段として各拐の薬

剤でピ ス或は伎を処1illしてその結栄のHi!民を試験

した。たず試験に供した試料数が光うよとは云えずそ

の結14J立必すしも明日京ごとj拐し難いjJ、Lがゐるが今迄の

カiし!ま

245 -249. 1957 

(1) 

Sei Takaoka， A study of p巴arlculture L Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 3 

t庄i立真:沫研究所被告 3: 245-249. 0I3:f1132年 12fj) 



第ゐ 表

チ ロ キ シン チロキシン
1/25，000 1， 50，000 

処 E型 文、I 日夜 処 JfE 女I 1I丹
H 

!ttii j;j'，_r年月日 28.5.1 11 の 11 

ロ式採年 nI1 28.11.10 11 ペン 11 

核サ イ ::z 、 (1.0)~( 1. 3) /γ 11 11 

1 flのそう核11バ数 4 11 11 11 
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チロキン J

1'100，00 

処 11M 対照

1/ // 

1/ /1 

/1 /( 

貸さ B I1 

持 A 級f，~r 10(10%) 14(16%) 19(18%) 14(16%) 14(21%) l4(16%) 
一

11 /( 

69(70ク) 63(72ク) 76 (73ク) 63(72グ) 39 (60ク) 63(72ク)

11，1，1 C グ 19(20グ) 11 (12 11 ) 8 (9グ) 11 (12グ) 13 (19 I! ) 11 (12グ)

数
合計 98(10811) 88(100叫 103(100川.88(100川 66(1001/) 88 (100川

業玉及 IJY~ 核数 48 68 

(1) チロキシン(ロツシユ合成注射液1.1ccア

ムブール入り)を表示の濃度潟水溶液となし

とースを 3分間浸演したコ

(ロ) 試験結果J土特に効果を認める事は出来なか

つ?こo

，.(2) 甲状腺ホJレモン斉1]，チロキシン1乙エオンン

色素並びにアクチゾー)~の fJí'fll (a 2表)。

43 68 50 68 

付) チロキシン 1/50.000溶液1こ鐙光性色素エ

寸シン 0.1%を加えた海水iWi夜に前記同様に

処理しにつ

(ロ) チ口キシン 50ccにアヴチヅー jレ注射液5i市

を加えた海;Jく溶液l乙吉ij記同様に処理した。

付 試験結果は特に効果を認める事は/_B来なか

て)1ニコ

第 2 表

項
日

主主 平ロキンン チロキシンーエオシンチロキシンアク
iiX 1/50，000 1/50，000 0.1% 一Jレ 1/50，000

処理対!収処理対照処王国対照

施術年月日 27.8.22 

試採年月日 28.11.20 

絞サイス (2.0)(1.8) 

l艮のそう核問数 1 1 

II 

1I 

I1 

I! 

27.8.26 27.8.22 27.8.22 

28.11.20 ク 28.11.20

11 

11 

1/ /; /1 /1 

II I1 /1 I! 

採 A 級品 6 (25~も) 4(21%) 6(24%) 4(21%) 6(22";も) 4(21，，;も)

渠 B グ 17(71 /1 ) 14(74ク) 19(76 11) 14(74グ) 20(74グ) 14(74グ)

き

-

ハ

し

と

仁

似

数

/ノ 1 (4グ) 1 (5グ) 0 1 (511) 1 (411) 1 (511) 

素 14及 税 核 数 13 

百十 24(100 11) 19(100 11) 25 (100グ) 19(100ク) 27 (100グ) 19 (100μ) 

13 6 

((3) 千ラージン， ビタミンB!， メチオニン(第 3

表)。

23 23 13 

(1) チラージン，ビタミン B!，メヂオニンを

犬々表示の濃度として白i!NClpj伎に処理したの
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第 3 表

rJ.'i 
11 

事i 子ラーシ/ ビタミン B1 メオチニン
71;主 150，000 1/10，000 1/50，000 

処即刻 j尽処理対 j沢 処 工 宅 対 J[尽

，'.)，7.7，23 11 27.8.21 11 27，8.22 11 

28.11.21 11 28.11.20 /ノ 28.11.20 11 

(1.4) (1.3) 11 (2.0) (1.8) 11 1/ 11 
( 1.2) 

1 1 1 1 
1 

11 11 /1 11 

65(54%) 69(620
/も) 5(2:0;も) 4(21マ七) 13(50%，) 4(210，も)

50(41/1) 30(27グ) 13(65/1 ) 14(7411 i 13(50汐) 14(7411 ) 

6 (5ヵ) 13(11ρ) 2(10か) 1 (511) 。 1 (5μ) 
春、

施術年月日

I~.式保1:1"月[1

Jムサイス

1只のそう核似数

t* A 級品不

B

C

A

口

集

例

数

11 

11 

ぷ 'I~ 及 )I!~ 核数 20 

計 121(100 11) 112(100汐) 20(10011) 19(100グ) 26 (100ヶ) 19(100汐)

13 26 

(口、! 乎弓ーンンは帝国IJ富山のiiH品であり甲状腺

ホ)~モン剤でゐるが表示の濃度としがj記同様

i三JL1却した。

(ハ} 己勺ミン B11立武ffl製薬， 1京向性注射波号

iミ示:J)浪I交としiJIジ1cl!ljl装1二JIi.1:rmしに。

同試験結果はメチゥTニンは比較的よい結果を

ノぶした力)(也のものは特に効日とは認められなか

った p なおメヲーオニンの効果については試料

数が充分とは云えないので更に検討み余地が

ゐる。

24 13 26 

(4) 析はおJjI(: Eミホルモン剤 (~H よ心。

(イ)出 ナブヂ)~illii二酸邸、 βーナフトキ J ンlii'

酸塩， ミノルモン(ftJjdrtr名.主要JJX/I}I立山一

うつヰ jレ酢酸kkiD，を夫 '7表示ω法度(三て前

記同傑処恋しfこ。

(口) 試験結束:土作jれも特(こ効果:立認められなか

ったハ

(5) プレホルモン， インシユリン， イJν ミノーアレ

(第 5表)

げ) フレナ、Jレモン，インシユリン， イルミノー

/i":， A -::3:;:-
1耳ヨ A去 と王〈

業区 出 ナつチ j。レ。I前向俊泡 βーナ勺トキシI'lfi酸塩 ミ ノノレモン
lfi. 1/50，000 1/50，000 1/10，000 

j手i
処 Jef[! 実J W~ 処 政1 対 j仮処 rill 士J H長

11 事
施術年月日 27.8.25 11 11 11 23.9.5 1; 

誌採年月 Fl 28.11.3 11 1/ 1; 23.11.11 11 

tt-サイ フ、 (2.0) (1.8) '1 1; 11 (1.1) (1.2) 
り

(1.3) 

1只のそう核il，¥i欽 1 
1 

11 11 11 
1 1' 

採
A rllt ，"1， 4(23"も) 4(21%) 5(17ラ会) 4(21%) 10(53;ら) 6(37ろの

集 B 11 27(87/1 ) 14(74ρ) 23(79グ) 14(74η) 7(37ρ) 7(3711 ) 

イドj C /ノ 。 1 (5ヶ) 1 (411) 1 (5/1) 2(1011 ) 5(2611 ) 

数
JIコ、h 31(10011) 19(100グ) 29(100ρ) 19~100/') 19(100グ) 19(100//) 

素 1<. 及 JJ!~ 核数 21 13 27 13 l 2 



12月 高間 真珠養角Iqの研究[ 249 

第 5 表

薬 ブレホルモ L インシユリン i )レミノーノレRj

1佼 250u/50cc 40u/50cc 1/50，000 
な九 処 JI可] 井f !仮処 即 l 対 !尽処 耳目 対 H臼
rJ 

施術年月日 28.7.24 11 11 11 28.7.23 11 

試採i:T~ }j日 28.11.20 11 11 11 ノ/ /ノ

{主サイ ス
(1.4) (1.3) ノ/ 11 11 (2.0) (1.8) 11 

(1.2) 

1只のそう核似数
I 

1 
11 11 /1 1 11 

採
A 級 J 62(53%) 66(55%)' 70(58%) 66(55Sも) 17(40%) 4 (21r;.-()) 

tiミ B 11 40(34グ) 47(4011) 38(31& ) 47(39汐) 24(5711) 14(74& ) 

イ1，司 C 11 15(131/ ) 6 (5ク) 13(11/1 ) 6 (6グ) 1 (3グ) 1 (511) 

数
f1 X 1 言[- 117 (100グ)119 (100 11 ) 121 (100グ)119(100 &) 42(100グ) 19(100汐)

素玉及 IJ比核数 21 28 

ノレR"を夫々表示の濃度とし前記同僚に処却

しTこ。

(0) 試験結果はイルミノーJレR2が比較的良好

の結果を示した。この ζとは三重県水践試験

場において実施した試験結果と一致する(三

重県水路試験場，真珠養河口関係資料 P.28.)

(6) ポリヲミン(第 6表)

付) ポリケ 1ンを表示の濃度iとよりがl記同様に

処盟し?こっ

(口) 試験結栄はA級品のli¥現は対照f作に比べて

28 28 16 13 

処jJf!君111立2{f1前後の出現率を示すが総数に対

する 11:¥現率は低く特lこ効果があるとは認めら

れない。むしろC級Ifl!の哨加が目立つ様であ

る。

I 核を薬剤n::て処Jlllしてピースと共にそう入し

た経i位。

(1) 後光潔1=1剤 J)ユーコフォアB (第 7表)。

(イ) 核をヂシケー守一仁~lで充分乾燥した後， リ

ユーゴフォア B，2 %l'fI液に浸出 (40
0

C2日

間)し後水洗いせずに使用した。

第 6 表

2終 TGリタミン ポリ守ミン ボリケミン 女、十
液 1/2，000 1/1，000 1/200 i照

項
日 処 理 11 f/ 1ii' 

施術年月日 30.9.12 11 11 30.9.16 

試採年月日 31.11.20 11 11 /， 

核 サイ ス (1.4) (1.3) (1.2) 11 11 11 

1只のそう核Wtl数 1

探 A 級 J71 19(10%) 15(8%) 21(10%) 3(4%) 

ヨ二 B 11 130 (6811 ) 115(66& ) 145(73グ) 61(76グ)

{11lI C !I 40(22汐) 45(26 I() 34(1711) 16(201/ ) 

数
ノ仁ぞ、1 189 (10011 ) 175(100 11) 200(100汐) 80(10011 ) 

素]ミ及脱核数 10 9 5 4 
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if~ 7 表

主j リユーコつオアB
j交 2%液

項
処 1用日

1iI!i術年J] f二! 27.8.22 

i式 J采年月日 28.11.19 

絞 サ イ ブ、 (2.3) (2.0) 

1只のそう核似数 1 l 

採
A 級品 15 (39%) 

tI~ B ノ/ 22(58汐)

{I，lj C ノ/ 1 (3ク)

数 l合 38(100// ) 

素 .T'-:及 Iljst去数 18 

(ロ) 試験結束は特に効!43:土認められなかった。

(2) チロキシン(第 8~&)。

/1 

λ〆

/1 

/1 

1/ 

/1 

14(33%) 

27(64グ)

1 (3グ)

42(100// ) 

12 

1/ おI
!~i 

// 苦手

/ノ の

/1 ノソ

// 1; 

11 // 

9(30%) 12 (34%) 

21(70//) 20(57ρ) 

。 3 (9グ)

30(1001;) 35(100// ) 

18 21 

(イ) 千日キシンを前記同様に処rruした。

(口) 試験結束は特に効;，J~は認めら ~1 なかった。

第 8 表

当E チ ロ キシ ン(第 1赤Il) チロキシン(第2品fl)
被' 1/50，000 1/50，000 

項 処 王型
日

施術年月日 28.7.22 

試採匂よ月日 28.11.19 

J五 サイ ス (1.4) (1.3) (1.2) 

lnのそう核{回数 1 l 

採
A 級品 58 (46c;，も)

j;f~ B 11 53(42/1) 

{I;司 C h 14(12グ)

数
fl 、l 125(100汐)

素玉:及!日H主主〈 16 

む す ぴ

積々の薬剤でピース叉は核を!I11JJI!してそう核した

あ'i!f1:は 1~2 の種類のものぞ除いてはtr珠品目，特

lてA級真珠の出現本1こt!iーに効県があったとは認めら

れなかった。これらについてはピース叉は核に使用

した薬剤濃度の!日におし、ても充分の試験を重ねたと

対 fli1 処 fl]J 弁J !Ki 

/" 28.7.28 11 

11 28.11.24 11 

11 (2.3) (2.0) 11 

11 1 11 

64 (50%) 2(130，も) 4(30~も)

42(32グ) 10(671/ ) 7(54汐)

23(181/) 3(2011) 2(1611 ) 

129 (100 11) 15(10011 ) 13(1001;) 

18 25 7 

は云い難いので今直ちに今同使用した薬剤jの効来の

ィロ無について結論を Fす事は出来ない。然し乍ら之

等薬剤jの使用につL、てはピース又は核に使用するの

が有効であるのか或は只体の他の部分に使用す一るの

がよ L 、か等の真珠只の分応、機能に対する主主即効月~~と

閲する基礎的研究の進展をまって史に応用|江!の研究

試験をiffiめ皮いと思っているハ
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